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　生きていると、悲しいことがたくさんある。

　悲しいことをよけて歩こうと頑がん張ばっても、どうしても突つき当たってしまう。努力だけでは、どうしようもないことが世の中にはあるのだ。

　もちろん、嬉うれしいことや楽しいことだってある。でも桜さくら卯う壬みの場合、それは本当にほんのちょっぴりで、日々の暮らしの中にあるのはほとんどが悲しい出来事だった。










「そんなに言うなら、店、辞やめろよ」

　店長の声が一段低くなった時、卯壬は全身がひやっとして、手がじっとり汗あせばむのを感じた。事務所のロッカーから取り出したリュックを、強く握にぎりしめる。

　これは良くない兆候だ。何か取り返しのつかないことが起こる、そんな予感。

　しかし、口にしてしまった言葉はもう、なかったことにはできなかった。

「すみません。でもあの、本当に困るんです」

「困る？　何が？　寮りように住まわせてやって、賄まかないだって出してやってるんだ。困ることなんかないだろ」

　確かに卯壬は、この居酒屋の上に住まわせてもらっている。二畳じようしかない物置で、毎月三万円の寮費と二万円の光熱費を取られているけど。

　店は渋しぶ谷やのセンター街にある二十四時間営業の居酒屋で、年中忙いそがしい。だからシフトに穴ができると、卯壬はすぐに呼び出された。一ひと月つきに休めるのはせいぜい、一日か二日だ。

　賄いも、一日一度しか出ない。十五時間働いても、休きゆう憩けいは一度だけ。忙しい時は五分とか十分で食事をしなければならない。三十六時間ぶっ通しで働いて、三十分しか休めなかったこともある。

　それだけ働いても、給料は同じだ。契けい約やく書もかわしていないし、この店にはタイムカードもない。

　けれど卯壬のような身元の不確かな「ケモ耳」が衣食住付きで働けるだけ、ありがたいと思っていた。二か月前までは。

　もう二か月も、給料が滞とどこおっている。

　卯壬は何かあった時のために、普ふ段だんからできるだけお金を使わないようにして、切り詰つめて貯金をしていた。この二か月はそれを取り崩くずして生活費に充あてていたけれど、もう限界だ。

「来月は払はらうって言ってんのに、金金って、しつこいよ。何なの、金の亡もう者じやなの？」

「でも、先月もそう言われて。お願いします。半月分でもいいんです。お給料をください」

　もう薬の予備が切れてしまう。今月こそは病院にもらいに行かなければならない。

　薬が切れたら、大変なことになる。この身体からだは普通じゃないから。

　卯壬は幸い、薬が効きやすい体質だ。だから極力服用を減らして誤ご魔ま化かしていたのだけど、それだって限度がある。

　もしも「あの時期」に薬が切れたら、自分がどうなってしまうのかわからない。とにかく今はお給料をもらって、病院に薬をもらいに行きたかった。

「ハイ、お前、クビっ！」

　店長がふざけた口調で言って、持っていたボールペンを卯壬に投げつけた。ペンの先せん端たんが卯壬の目の縁ふちに当たった。

「痛っ」

「うるせえ。大おお袈げ裟さなんだよ」

　店長はすごんで、卯壬の脛すねを蹴けり飛ばした。卯壬が呻うめいてその場にうずくまると、今度は両耳を摑つかんで引き上げる。

「痛っ、痛い！」

　軋きしむような痛みが耳から頭に走り、耐たえきれずに叫さけんだ。

　卯壬は「白ウサギ」だ。白くて長い耳と丸い尻尾しつぽを持つ「ケモ耳」、兎うさぎをルーツに持つ獣じゆう人じんだった。身体のほとんどは人間だが、兎の特とく徴ちようがそこかしこに残っている。

　耳はその最たるもので、兎にとって耳は様々な血管が通った、第二の心臓とも言える重要な部位だ。乱暴に扱あつかわれるとひどく痛むし、本能的な恐きよう怖ふを覚える。

「クビだっつってんだろ。同情して雇やとってやったら、調子に乗りやがって」

　店長は本気だった。卯壬の耳を摑んだまま事務所を出ると、店の裏口のドアを開けて、卯壬を放り出した。

「二度と来るんじゃねえぞ」

「待ってください。お願いです、お給料をください」

　この二か月で貯金も使い果たして、卯壬はほぼ無一文だ。このまま放り出されたら、明日の生活にも困ってしまう。

　遅おそい朝、渋谷の裏通りはまだ、買い物客より通勤客のほうが多かった。行き交かう人々は、プライドもなく店長に縋すがりつく「ケモ耳」の卯壬にちらりと目をやるだけで、足を止めてはくれない。

「お願いします。お給料の半分だけでも払ってください」

　ここで引き下がるわけにはいかなかった。いっそ騒さわぎになって、警察でも来てくれないものか。声を大にして叫んだ。

「うるせえ！」

　カッとなった店長が、卯壬を蹴り飛ばす。爪つま先さきがみぞおちに突き刺ささって、声を上げることも叶かなわずその場にうずくまった。

「人間サマに盾たて突つきやがって。あ？　てめえらケモ耳はなあ、人間サマのお情けで生かされてんだよっ」

　ガツガツと頭や肩かたを蹴られる。痛くて、頭がグラグラしたが、必死で急所をかばって耐えた。

　二十三年生きてきて、悲しい目にはたくさんあった。だから今回だって、やり過ごすことができる。

　そう心に念じていたけれど、暴力は激しさを増すばかりだった。通りすがりの人たちがさすがに、「警察呼ぶ？」と囁ささやき合う。

　店長はそれにも「うるせえ、見るんじゃねえ！」と恫どう喝かつした。

「てめえのせいだぞ、クソが。ケモ耳のくせによお」

　引きちぎられるかと思うくらい、耳を強く引っ張られた。

　また蹴られる。身を硬かたくして、ぎゅっと目をつぶった時だった。

「暴力は良くないなあ。それに獣人差別も」

　からかうような、吞のん気きとも思える声が、通りに響ひびいた。

　店長も卯壬も、その声にハッとして顔を上げる。いつの間にか、目の前に長身の男が立っていた。

　この界かい隈わいでは見たことのない男だ。年は三十代の半ばといったところだろうか。

　高そうな黒のスーツに、同じく黒い中折れ帽ぼうをかぶっている。今どきらしくない気き障ざっぽいスタイルだが、役者のようなその男の美び貌ぼうにはよく似合っていた。

　すらりとして均整の取れた肢体と、目を惹ひく容姿。しかし恐おそらく、役者やモデルではない。

　うっすらと微笑ほほえみすら浮うかべているのに、その男にはなぜか、背筋の冷たくなるような迫はく力りよくがあった。

（──誰だれ？）

　卯壬は一目その男を見た時から、ドキドキとわけもなく胸が高鳴るのを感じた。

「て、てめえには関係ねえだろ。引っ込んでろ」

　我に返ったらしい店長が、卯壬の耳を摑んだまま男にすごむ。しかし相手の気配に吞のまれたのか、先ほどの威い勢せいはなくなっていた。

　男は店長の恫喝などまったく意に介かいさず、一歩前へと出る。びくっと怯ひるんだのは店長のほうだ。

「今どき、チェーン店の制服着て往来で獣人差別なんて、ＳＮＳで拡散炎えん上じようコースだよ。それにそれ。兎の耳を摑むのは、職しよく業ぎよう柄がら見過ごせないね」

　言いながらこちらに歩み寄る。

「ほらほら、手を離はなして。耳は兎の急所なんだ」

「うるせ……」

　語ご尾びが消え、「ひぃっ」と悲鳴が聞こえた。摑まれた耳が解放され、ふっと楽になる。

　ひりつく耳を押さえながら振ふり返ると、男が店長の腕うでを摑んで捻ひねり上げているところだった。　>>>♥

　男は大して力を込めているふうでもないのに、店長は苦く悶もんの表情を浮かべて呻いている。さらに男がその手を捻ると、店長はなすすべもなく、背中からその場に転がった。

　腕を押さえて呻く店長を一いち瞥べつすると、今度は卯壬の前にしゃがみこむ。ビクッと身を震ふるわせる卯壬の瞳ひとみを、じっと覗のぞき込んだ。

「ああ、やっぱり」

　男は言った。

「『因いな幡ばの白兎』だね。珍めずらしいな」

　確かに卯壬は、白兎だ。耳も尻尾も、それに髪かみの毛も真っ白で、目だけが黒い。しかも、白兎のくせに垂れ耳ロツプイヤーなのだ。でも、ちっとも珍しくなんかない。

　獣人の中で珍しいのは、虎とらとか獅し子しとか、猫ねこ科の大型獣人だろう。それに狼おおかみなどの犬型。小型獣人は特に人口が多いし、兎の五人に一人は白色だ。

　男がどうしてそんなふうに言うのか、不思議だった。

「不ぶ躾しつけな質問だが。お前さん、第二性は？」

　本当に失礼だ。でも、男の空気に吞まれて突っぱねることができない。

「……もちろん、ベータです」

　人間ならともかく、獣人でベータ以外の性別なんて、まずありえない。卯壬が短く答えると、男も「だよね」と、にっこり笑った。

「っざけんなよ、てめえ」

　店長が腕を押さえながら、起き上がる。その目は男を睨にらんでいたが、激しい憎ぞう悪おに燃えていて、卯壬は恐ろしくなった。

　男は卯壬の前にしゃがんだまま店長を振り返り、仕方がないな、というように嘆たん息そくする。

　しかし、殴なぐりかかった店長を止めたのは、男ではなかった。

「その辺にしときなよ、お兄さん。その人に何かしたら、タダじゃすまないよ」

　風ふう貌ぼうからして、いかにも堅かた気ぎではないスーツ姿の男たちが、いつの間にか周りを取り囲んでいた。どうやらこの男の知り合いらしい。

　そのうちの一人に、卯壬は見覚えがあった。渋谷の宇う田だ川がわ町に事務所を構える、暴力団の組員だ。卯壬が働く店でも、店長が異動で交こう替たいする時はいつも、この組に菓か子し折おりを持って挨あい拶さつに行っている。いわゆる、店のケツ持ちというやつだった。

　店長もヤクザに気づき、気勢を削そがれたようだ。口の中でモゴモゴと言い訳をしている。

「あんた、『ぐい吞み屋』の店長さんだっけ。その人は俺らの客でね。横よこ浜はまの禁きん龍りゆう門もんからいらしたんだよ」

「禁龍門……」

　店長がさっと青ざめる。卯壬は意外な気持ちだった。確かにただ者ではなさそうだが、品の良いこの男が、禁龍門の住人とは。

　連れの紹しよう介かいを受け、男は苦く笑しようした。

「そこまで物ぶつ騒そうなところではないんだけどね、禁龍門は。私もただの店長だし。それよりお前さん、店をクビになったんだって？」

　男がまた、じっと卯壬を覗き込む。店長が慌あわてて叫さけんだ。

「こ、こいつが使えねえからっ」

「違ちがいます。滞とどこおってるお給料をくださいってお願いしたからです」

　ここぞとばかりに、卯壬も反論した。浅ましいと言われても、今はとにかくお金がほしい。

　お金がないと、寝ねるところも食べ物も、それに薬も買えない。

「ふうん。そういう細かいことは、弁護士を入れよう。それはともかく、お前さんは仕事を失ったわけだ。えっと、名前は？」

「卯壬です。桜卯壬。二十三歳」

「そう。卯壬。いい名前だ。年は思ってたよりいってるね」

「す、すみません」

　とうが立っていると言われた気がして、思わず謝ってしまった。

　兎うさぎだから小柄だというのもあるが、黒い瞳が目を大きく見せていて、頼たよりなげに、実じつ年ねん齢れいよりも幼く見えるらしい。

「いや、むしろよかった。未成年だと困るから。どこらへんに住んでるんだい」

　どうしてこんなにいろいろ聞くのだろうと思ったが、男の態度や声の優やさしさに警けい戒かいを解いた。

「店の上です。でも、店をクビになったので、これからは……」

　住所不定では、次の仕事を探すのも難しい。経験上、それを知っている卯壬は、思い出して泣きたくなった。

「そう。なおさら好都合だ」

　なのに男はそんなことを言う。

「お前さん、うちの子におなりよ」

　にっこりと、釣つり込まれるような魅み力りよく的な微笑みをたたえて、男が続ける。卯壬はその微笑みに見み惚とれて、言葉の意味がよく理解できなかった。

「う、ち？」

「ちょうど、店の雑用をしてくれる人を探してたんだ。給料勤務形態は応相談、衣食住付き。まっさらホワイトな職場でもないけど、今の店ほどは、ブラックじゃないと思うよ」

　男の背後で、ヤクザの幹部が苦笑した。その意味はわからない。

　そんなことはどうでもよくなるくらい、魅力的な誘さそいだった。

　ホワイトでもブラックでも、自分みたいな半はん端ぱな獣じゆう人じんを雇やとってくれるなら、それでちゃんとお金をくれるなら、何だって構わない。

「お願いします」

　だから、考えるより先に卯壬は言った。

「何でもします。俺を雇ってください」

　禁龍門だってどこだって行く。生きるためなら。

　まっすぐに男の目を見返すと、相手は少し意外そうに目を見開いた。そしてすぐに、底意の知れない微笑みを浮かべる。

「そう。なら、契けい約やく成立だ」

　おいで、と差し伸のべられたその大きな手に、卯壬は一いつ瞬しゆんためらって、すぐに強く握にぎり返した。










　多様な人種と性が存在する中、世界は今も、偏かたよった人種と一つの性別だけが優ゆう越えつしている。

　世界を統すべるのは、猿えん人じん系の獣人たちだ。

　猿さるを祖とするこの種は、圧あつ倒とう的な数の多さから自らを「人間」と呼んで、その他の獣人たちとの間に明確な線引きをしている。

　虎やライオン、熊くまを祖に持つ大型の獣人種は、力でこそ人間より優位に立つものの、獣人種すべてを統べるには数が少なすぎた。

　小型動物を祖にする獣人種も、やはり数では人間にかなわない。

　結局、有史以来、人間は自分たちとその他の獣人種を「人間と獣人」という大おお雑ざつ把ぱな括くくりに分け、他種族を支配してきたのである。かつては、獣人を奴ど隷れいとして扱あつかう制度が世界各地にあった。

　近現代になって獣人を使し役えきする奴隷制は廃はい止しされたが、今も獣人に対する差別は根強い。

　この日本においても、憲法ですべての国民を平等に扱うと言いながら、平等とはほど遠いのが現実だ。

　しかも他の先進国と比べても、アルファ性を持つ者が優ゆう遇ぐうされる傾けい向こうにある。

　人間を含ふくむ獣人には、他の多くの哺ほ乳にゆう類るいと同様、雌し雄ゆうのほかにバース性という第二の性が存在する。

　アルファ、ベータ、オメガ。

　自然界では、雌めすにはベータしか生まれない。遺伝子操作をしない限り、人間も獣人もベータ以外のバース性を持つのは雄おすだけだ。

　アルファは大おお柄がらで筋肉や骨格が発達する傾向にあり、古いにしえより「男らしさ」の象しよう徴ちようでもあった。

　ベータの生せい殖しよくが雌雄に限るのに対し、雌雄を問わず、あらゆる性と生殖できるのもアルファの特徴である。これが、アルファが他より優すぐれているとされてきた一番大きな原因だろう。

　こうした種の頂点に立つアルファを「狂くるわせる」オメガ性は、だからこそ歴史の中でずっと性差別を受けてきた。

　ヒエラルキーの中で、女性より獣人より下にいるのがオメガ性なのだ。

　アルファと同様、オメガも雌雄に頼らず生殖ができる。ただし、平常時の着ちやく床しよう率は著いちじるしく低い。オメガには周期的な発情期があり、発情期の着床率は九割を超こえる。

　そして、この発情期に発せられるフェロモンが、アルファの性的欲求を刺し激げきするのだった。

　常に優位にあるアルファも、発情期のオメガには逆らえない。理性や本人の意思に関係なく、オメガに呼び寄せられてしまうのだ。

　オメガもまた、発情期には本人の意思にかかわりなく、激しい性欲求を覚える。性せい行こう為いによってしか症しよう状じようを和やわらげることはできないから、苦しさから逃のがれるために誰だれかれ構わず身体からだを繫つなげようとするのも、無理からぬことだ。

　しかし、この体質はオメガ以外には理解されず、オメガは色情症とも言われ、時に恐おそれられ、忌き避ひされてきた。

　近年では、これは人間や獣人の生理現象であり、本人の問題ではない、という認にん識しきが広まりつつある。発情期の抑よく制せい剤ざいも開発され、それぞれの体質に合った薬も出てきて、アルファやベータと変わらない生活を送れるようになった。

　日本では十年前に保険適用対象となり、さらに抑制剤が手に入りやすくなっている。

　とはいえ、アルファとオメガは各種族の中でもほんの一ひと握にぎり。人間の場合、アルファとオメガを合わせても全体の男性人口の二割に満たない。

　獣人がベータ性以外の性を持って生まれる確率は、さらに少なかった。

「だからまあ、いちいちバース性は？　って尋たずねる必要もないんだけどね。ベータ以外の獣人なんて、まず見かけないから」

　男が言い、卯壬は内心でぎくりとした。それから慌あわててうなずく。

「初対面で聞くことでもないんだが、念のため。何しろ私が……」

　男がなおも何か言いかけたが、その時、脇わきの細い路地からぬうっと人が現れたので、卯壬は「ひ」と小さく悲鳴を上げた。

「ただの通行人だ。そんなに怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶ」

　男は笑って、卯壬の手を取る。卯壬はその手の大きさと冷たさにびくっと長い耳を揺ゆらし、それからいちいち過か剰じよう反応する自分が恥はずかしくなった。

「『ひ』ってリアルで悲鳴を上げる人、初めて見た」

「すみません」

　こちらが赤くなって謝ると、また笑う。

　卯壬は今、横浜の禁龍門という場所にいる。

　別名、東洋の魔ま窟くつ。渋谷のセンター街もあまり治安はよくなかったけど、禁龍門に比べたらどうってことはない。噂うわさに聞くばかりで、もちろん足を踏ふみ入れるのは初めてだけど。このエリアに近づくことすら危険だと言われていた。

　渋谷で卯壬を助けた男は、蘭あららぎ志し連れんと名乗った。

　センター街で卯壬を拾った蘭は、その場でヤクザたちと別れた。どこかへ向かう途と中ちゆうだったようだが蘭が、

「すみません、また今度、埋うめ合わせを」

　そうヤクザたちに断ると、彼らは機き嫌げんを損そこねる風もなく丁てい寧ねいにおじぎをして、蘭と卯壬を見送った。

　ヤクザたちの態度を見る限り、立場的には蘭が上のようだ。

　蘭は卯壬の手を引いてセンター街を出ると、流しのタクシーに乗って神奈川方面へ向かった。

「みなとみらい駅まで」

　蘭は最初、運転手にそう行き先を告げていたが、首都高速を走るうちにやがて「山下公園まで」と変へん更こうした。

　だが「山下公園」と聞いた途と端たん、タクシー運転手の態度が変わった。あからさまに怯おびえはじめ、「あの、これ以上の行き先変更は……」と、声を震ふるわせながら訴うつたえてきた。

「大丈夫。そこでちゃんと降りるから」

　蘭は慣れているのか、苦く笑しようしつつ答える。山下公園で二人を降ろした運転手は、蘭が「お釣つりは結構です」と多めに渡わたした運賃をひったくるように受け取ると、もう一秒もこの場にいたくない、というように急発進で去って行った。

「ほんの少し歩くよ」

　卯壬はうなずいたが、内心ではものすごく緊きん張ちようしていた。

　山下公園の南西にある、かつて中ちゆう華か街がいと呼ばれていた一角。

　そこに、横浜禁龍門がある。

　チャイナタウンとして親しまれた観光地から、やがて新しん宿じゆくを超える日本最大の歓かん楽らく街に変わり、今は東洋の魔窟と呼ばれている。

　歓楽街になった当時から入管法の改正もあって、海外マフィアが街に進出した。マフィアたちは暴対法で萎い縮しゆくした日本の暴力団を押しのけ、さらに半グレ集団とも融ゆう合ごうして、いつしかエリアの内外に影えい響きようを及およぼすようになった。

　このエリアに何かの特権があるわけではない。日本の司法下にあるのだが、様々な利権が複雑に絡からみ合った結果、ここは滅めつ多たに行政も司法も介かい入にゆうしない、事実上の無法地帯になっている。

　中華街が禁龍門と名前を変える頃ころには、国内外から怪あやしい人々が集まるようになり、禁龍門独自の社会を形成した。

　とはいえこれは、外側から見た禁龍門の情報だ。住人もしくは、彼らと取り引きのある者以外、禁龍門の中を覗のぞいた者はまずいない。近づくことすら危険だと言われている。

　山下公園から歩くうちに、次し第だいに街並みは雑多に変わっていった。背の高い大きなビルと、平屋の店が混在する、不思議な街並みだ。

　五分ほど歩くと、『禁龍門』と書かれた巨きよ大だいなアーチの前にたどり着いた。幾いく本もの梁はりと柱、それに屋根のある豪ごう華かな構築物だ。

「立派なアーチですね」

「牌はい楼ろうだね。中華街の名残なごり。もとはこの東側の門だけを指して禁龍門と言ったんだ。それがいつの間にか、街の名前になった」

　禁龍門の内と外の境にあるのはこの牌楼だけだ。通りの奥は、やはり雑多な店が軒のきを連ねているようだった。

　かつてチャイナタウンだったせいか、やはり中華風の古い建物が多い。その合間に、時代がかった洋風の店と日本風の店とがある。かと思うと、すぐ隣となりに近代風のビルが建っていた。

　店先に出ている看板や貼はり紙の文字も雑多で、日本語から簡体字、ハングル、アルファベットにキリル文字にアラビア文字と、とにかくいろいろだった。

　過去なのか現代なのか、異国なのか日本なのかわからなくなる。

　行き交かう人は東洋人が多かった。獣じゆう人じんも、他ほかの街より多い気がする。

　そんなふうに、大通りには多様な人たちが歩いているのに、驚おどろくほど静かだ。

「今は午前中だから。夜は結構うるさいよ」

　卯壬の感想に、蘭はそう答えた。歩きながら、蘭はぽつぽつと自己紹介をした。

　年ねん齢れいは三十五で独身。この奥にある『阿あ良ら々ら木ぎ堂どう』という名の鳥獣商を営んでいること。店てん舗ぽ併へい用ようの住居で、卯壬もそこに住み込んでもらうという。

「鳥獣商というのは、ペットショップのことですか」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、そんなところかな。それはおいおい説明しよう。というか、一口には説明できない商売でね」

　店主は優やさしそうでも、禁龍門の店だ。やはり、まともな商売ではないのだろう。これから行く店にいったい何があるのか。想像して、ぶるっと身み震ぶるいした。

「怖くなった？　今なら引き返せるけど」

　蘭は、面おも白しろがるように尋ねた。卯壬は慌あわてて首を横に振ふる。

　得体が知れなくて怖い。でも、ここで引き返しても卯壬には何も残らない。全財産は今背負っているリュックの中身だけ。

　財さい布ふにあるわずかなお金と、ほとんど残高のない銀行の通帳。それから、たった一日分の薬。

　住む場所も仕事のあても、頼たよれる身内もない。この冷たく大きな手を離はなして、いったいどこに行けるというのだろう。

「いえ、あの、大丈夫です。どんな仕事でもやります。やらせてください」

　何の取り柄えもない、身よりもない自分には、選べる道は少ない。たとえその先に何があるかわからない真っ暗なトンネルでも、生きるためにはくぐらねばならなかった。

　そんな悲ひ壮そうな決意をして、卯壬は答えた。蘭は出会った時のように、わずかに驚いた顔をして、それから柔やわらかな笑えみを作り直した。

「まあ、そうひどい所じゃないから」

　冷たい瞳ひとみが和なごむと、人ひと懐なつっこい印象になる。端たん整せいな顔立ちに艶つやっぽさも加わって、卯壬は意味もなくドキドキした。

　いくつか通りを曲がった後、ひと際きわ細い路地に入り、さらにもう一つ曲がったところで少し広い通りに出た。

　禁龍門を入ったすぐの大通りは広かったが、他は細かい路地が縦横斜ななめに延びていて、まるで迷めい路ろのようだ。方向感覚はすでになくなっていて、一人で入り口に戻もどる自信はない。

　何度目かの角を曲がるとそこは袋ふくろ小こう路じで、蘭の店は袋小路の突つき当たりにあった。

「はい、到とう着ちやく。ここがうちの店だよ」

　卯壬はまじまじと目の前にある店を眺ながめた。

　黒い瓦かわら屋根と黒漆しつ喰くいの壁かべの、二階建ての和風建築である。時代劇なんかに出てくるような、大きな商家の店構えだ。袋小路にあるのはこの店だけで、奥行きはわからないが間口は広い。

「すごい。由ゆい緒しよあるお店なんですね」

　感心して言うと、蘭が苦笑いする。

「いいや、立派なのは外見だけ。先代の趣しゆ味みだ。私は二代目でね。蔵くら造づくりらしいけど、蔵造り風、なんちゃって蔵造り、ってところか。中は鉄筋。店そのものは、私が生まれる前からあるけど、この建物は私より若いんじゃないかな」

　軽い口調と共に、店の入り口に立つ。ぴたりと閉まった黒くろ塗ぬりの格こう子し戸どの脇わきに、周りと同じ黒色に塗と装そうされた小さなパネルがあった。

　蘭がわずかに身を屈かがめて目をかざすと、ピッという電子音と共に扉とびらから解かい錠じようする音がした。虹こう彩さい認にん証しようだ。

　見てくれにそぐわぬハイテクさに驚いていると、さらに格子戸が自動でスライドした。

「うちは基本的に、一いち見げん客はお断りしてる。おかしな輩やからも多いから、店の鍵かぎは常に締しまってるんだ。お前さんの虹彩もすぐに登録しよう」

　格子戸をくぐると、外側とはがらりと印象が変わった。

　黒い木材を基調とした、中華風の重じゆう厚こうな内装だ。ただし、店内はそう広くはない。せいぜい二十畳じようといったところか。

　両脇にアンティーク調の立派なキャビネットが設しつらえられているが、棚たなはスカスカだった。ペットの給きゆう餌じ器と見られる陶とう器きの皿や、凝こった革かわ細工の首輪がぽつぽつと適当に陳ちん列れつされ、埃ほこりをかぶっている。

　店の一番奥には背の高いカウンターがあったが、レジなどは置かれていない。あとは真ん中に、これも中華風のテーブルと椅い子すがワンセット置かれているだけ。ペットの姿も、従業員も見当たらない。

　戸と惑まどう卯壬をよそに、蘭はつかつかと店の奥へ進んでいく。

　入り口からは見えないが、キャビネットの陰かげに扉があった。これも虹彩認証だ。いったい、何重のセキュリティになっているのだろう。

　扉の向こうは階段室で、下と上に階段が延びていた。

「上は住居、下は商品の生体を飼育する場所だったが、今は使ってない」

　蘭は言いながら、上へと向かう。

「生体を管理するには、コストがかかるからね。人手もそれなりに必要になる。面めん倒どうなんでやめちまったんだ。今は、お客に注文をもらってから仕入れるようにしてるんだよ」

　蘭の他に従業員はいないのだそうだ。それを聞いて、卯壬は不安になった。

　というのも、こうしてコストを大おお幅はばに削さく減げんする店舗は、経営状態がよくなかったりするのだ。

　卯壬が以前に働いていた店も、立派な設備はあるのに人を減らしたり、仕入れを極きよく端たんに少なくするようになると、みんなすぐに潰つぶれてしまった。

「あの、俺なんか雇やとって、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」

　ちょうど上の階にたどり着いた時だった。

　おずおずと声をかけると、蘭はくるりと振り返って面白そうに卯壬を見た。

「なんで？」

「だって、その。あまり人手が必要なようには見えませんし……」

「儲もうかっていなそうなのに、人を雇う余よ裕ゆうがあるのかって？」

　蘭がずばりと口にした。卯壬はへどもどしながらうなずく。

「余裕がないのに、人を雇うわけがないだろう」

　確かにその通りだ。

「でも、さっきの状じよう況きようが状況でしたし。俺に同情して、無理をされてるんじゃ……」

　その時、蘭が盛大に噴ふき出したので、卯壬はびっくりした。

　そこまでおかしなことを言った覚えはないのだが、蘭は「ははっ」と声を上げて笑った。

「私がそこまで、お人よしに見えたのかね」

　切れ長の目はどこか酷こく薄はくそうで、むしろ冷たく見える。しかし、卯壬は首を横に振った。

「優しく見えてひどい人はいますし、逆もありますから」

　天使かと思うくらい優しい人が、裏では信じられないくらいひどいことをしたり、そうかと思えば、冷たくて意地悪なことを言うくせに、卯壬が本当に困っている時は助けてくれる人もいる。

　最初の印象だけではわからないし、状況によっても人は変わるものだ。

「なるほど。苦労人らしい言葉だね」

　卯壬の言葉に、蘭は笑いを消して言った。

「渋谷で言ったことは噓うそじゃない。雑用係を探してたんだ。ここは特とく殊しゆな場所で、おいそれと求人もかけられない。といって、一人で切り盛りするには広すぎる。お前さんがここで働いてくれたら、私もありがたいんだよ」

「お金に困っているわけじゃないんでしょうか。その、お給料はきちんといただけますか」

　蘭の顔色をうかがいながらも、それだけはと確認する。いつも、雇い先でお金のことを聞くと嫌いやな顔をされるけれど、お金がもらえるかどうかは切実な問題だ。

　蘭はしかし、嫌な顔などしなかった。卯壬を安心させるかのように、柔らかな笑みを向ける。

「うちが儲かってるかどうかはともかく、お前さんを一人雇うくらいの余裕はあるよ。今から相談しよう。私が仕事の内容と給料を提示する。お前さんの就労条件も聞こう。お互たがいに納なつ得とくしたら、交こう渉しよう成立だ」

「交渉……」

「そう。雇こ用よう契けい約やくってのは、対等でなきゃいけない。獣じゆう人じんと人間もしかり、だ。今までいろいろ理り不ふ尽じんな目に遭あってきただろうけど、卑ひ屈くつになっちゃあいけないよ」

　そんなこと、社会に出てから初めて言われた。

　雇ってもらうのに交渉するなんて。獣人と人間が対等だなんて。

　資格も学歴もない、身元さえあやふやな獣人の自分が、雇ってもらえるだけでもありがたいと思っていた。

　平等なんて建前だけで、世の中は不条理だ。この先どれだけ仕事を変えても、卯壬が卯壬として生きている限りはずっと、そういう不条理が付きまとうのだと思っていた。

　禁龍門の店なんて、今までよりもっと怖こわくてひどい場所だと覚かく悟ごしていた。奴ど隷れいみたいな生活でも仕方がないと。

　でも、そうではないのだろうか。本当に自分を対等に扱あつかってくれるのか。

　それとも蘭は、甘い言葉で卯壬を騙だまそうとしているのだろうか。

　この後、奥に行ったら殺されて臓器を売られてしまうとか。あるいは身売りをさせられるとか。卯壬のような兎うさぎを買う客がいればの話だが。

（でも、それでもいい。今の言葉、嬉うれしかった）

　たとえ、おためごかしでもいい。獣人にそんな言葉をかけてくれる人間なんて、初めてだったから。

　蘭が拾ってくれなかったら、自分には行く場所なんてない。お金がなければ食べていけないし、薬が買えなかったら、死んだ方がましだと思うような苦しい目に遭うかもしれないのだ。

　それなら最初だけでもいい、優やさしくしてくれる人の所にいたい。

「ありがとうございます。俺、蘭さんに拾ってもらえてよかった」

　卯壬は心から感謝した。この後、蘭の態度が一変するかもしれない。でも、もしそうなっても、裏切られたなんて思わない。

　最初から、大きな期待や希望なんて、抱いだいてはいないから。

「気弱なだけの子かと思ったら、なかなか面おも白しろい」

　笑え顔がおの奥で、蘭の目がすうっと細められる。それが冷たく見えて怖かったが、感謝の気持ちに変わりはなかった。

「が、頑がん張ばりますので、よろしくお願いします」

　ぺこりとおじぎをすると、蘭は面白そうにクスッと笑った。それから不意に顔を近づける。

「それはそうと、お前さん、いい匂においがするね」

　卯壬はえっ、と驚おどろいて自分の身体からだを嗅かいでみる。何の匂いもしなかった。

「居酒屋で朝までバイトをしていたので、食べ物の匂いが移ったんでしょうか。あ、前のお店、唐から揚あげが名物で」

　その匂いだろうか。卯壬が首をひねると、「そんなんじゃないよ」と、またおかしそうな顔をした。

「お前の身体から甘い匂いがしたと思ったが、気のせいかな。私はアルファのせいか、人の体たい臭しゆうが気になってね」

　さらりと告げられた事実に、息を吞のんだ。

「アル、ファ……？」

　蘭は「珍めずらしいかい」と微笑ほほえむ。表情は和なごやかなのに、切れ長の目は冴さえ冴ざえとして、冷たさが増している。

「さっき卯壬の性別を確かく認にんしたのは、私がアルファだからなんだよ」

　この店に来るまでに何か言いかけていたのは、このことを言わんとしていたのだ。

「オメガがきちんと抑よく制せい剤ざいを飲んでくれさえすれば、なんてことはない話なんだがね。お前さんも学校で、オメガの発情期くらいは習っただろ」

　ねえ、と振ふられて、卯壬はぎこちなくうなずいた。震ふるえそうになる手を、ぎゅっと握にぎりこむ。

　抑制剤を飲んでいれば、なんてことはない。そうとも、大丈夫だ。

　今まで一度だって、気づかれたことはなかった。

「これから一つ屋根の下で暮らすんだ、間ま違ちがいがあっちゃいけないと思ってね。でも良かった。卯壬がベータなら、面めん倒どうはなさそうだ」

　面倒、という言葉を聞いて、ツキンと胸が痛んだ。そう、たいがいの人にとって、オメガというのは面倒ごとなのだ。

　やっぱり、本当のことを言ってはいけない。

　卯壬は蘭におもねるように、へらっと卑屈な笑いを浮うかべた。

「大丈夫です。俺は普ふ通つうのベータですから」

　蘭が、にこりと微笑みで答える。

「それじゃあ、今日からよろしく頼たのむよ、垂れ耳ちゃん」

　卯壬は安心した。よかった、疑われていない。

　けれど同時に、背筋がひやっと冷たくなった。

　なぜだか、自分が取り返しのつかない選せん択たくをしてしまったような、そんな気がしたのだった。










　人間のオメガの発現率は八パーセント。人間の男性のうち、百人に八人がオメガだ。

　それに比べると、獣人のオメガの発現率は〇・一パーセントと、極端に少ない。獣人男性の千人に一人の確率となる。

　獣人の人口は人間の約半分だから、滅めつ多たに出会うことはないだろう。

　オメガは自分の性を隠かくしていることが多いから、もしかしたら気づかぬうちに知り合っていることもあるかもしれないが。

　卯壬はオメガだ。

　中学生の時、国が義務化している性別判定検査で、自分の第二性を知った。

　最初は信じられなかったし、信じたくなかった。オメガがこの世の中でどんなハンデを背負っているのか、もう十分にわかる年とし頃ごろだった。

「オメガであることは悪いことじゃない。でも、決して人に言ってはいけないよ。卯壬はこれから、ベータとして生きて行くんだ」

　お父さんとお母さんからも、何度も繰くり返しそう言われた。

「獣人で身寄りのないお前がオメガだと知られたら、いじめられてしまうから」

　卯壬には身寄りがない。お父さんとお母さんは本当の両親ではない。

　赤ん坊ぼうの頃、乳児院の前に捨てられていたのだそうだ。それから十六歳になるまで、グループホームと呼ばれる少人数制の施し設せつで育てられた。施設にいたのは、お父さんやお母さんも含ふくめ、みんな獣人だった。

　ホームにはいろいろな子がいたし、たまに問題も起こった。卯壬自身、施設のみんなに対して反発心を抱いていた時期もあったけど、そうした反はん抗こう期も含めて、ごく普通に育ったと思う。

　学校では、施設育ちの「ケモ耳」だということ、白しろ兎うさぎのくせに垂れ耳なのをからかわれることもあったが、さほどひどくはなかった。それに、家に帰れば家族がいた。

　まあまあ幸せだった。幼い頃はそれほど、自分の置かれた境きよう遇ぐうを悲観することはなかった。

　──自分の第二性を知るまでは。

　これから自分は一生、性に怯おびえて生きなくてはならない。

　人間のオメガだって差別されているのに、獣人の自分がオメガだと知られたら、どうなってしまうのだろう。

　昔は、獣人は人として扱われていなかった。人間に使し役えきされる動物の一種だったのだ。

　その中で、身体的にも頭脳的にも優ゆう秀しゆうなアルファの獣じゆう人じんは重宝された。

　アルファはベータの親から生まれることは滅多になく、ほとんどはアルファとオメガによる交配から生まれる。

　統計や遺伝子学が発達する前の時代でも、そうした事実は経験として世に広く知られていて、だから人間は、優秀なアルファの獣人奴隷をたくさん産ませるために、アルファとオメガを強制的に番つがわせた。いわゆるブリーディングである。

　恐おそろしいのは、それがつい半世紀前まで合法だったということだ。今は法律で禁止されているけれど、人の意識はそう簡単には変わらない。

　オメガは淫いん乱らんで、性の捌はけ口にされて当然なのだと思っている人が、いまだに少なくない。獣人の中にさえ存在する。

　自分自身を守るために、卯壬は性を秘ひ匿とくしなければならない。

　今どきは第二性はもっとも重要でデリケートな個人情報とされており、就学就職の際に第二性を正直に申告する必要はないから、偽いつわるのは簡単だった。

　発情期の抑制剤は、病院なら科を問わずどこでも処方してもらえる。

　体質にもよるが、抑制剤をきちんと服用していれば、大たい抵ていの場合は発情期でも問題なく日常生活が送れると言われている。

　卯壬は発情期が軽く、抑制剤もよく効いた。通っていた学校にはアルファの人間が数人いたが、発情期にトラブルに遭あったことはない。

　ちょっと人より気を付けなければならないことはあるけど、大だい丈じよう夫ぶ。きっとこの先も何事もなく生きていける。

　暗いことはなるべく考えないように、できる限りポジティブに生きようと努力してきた。

　でも、どんなに頑張っても、うまくいかないこともある。

　高校二年の時、お父さんとお母さんが相次いで亡なくなった。

　最初にお母さんの病気が発覚して、入院だ手術だとバタバタしている間に、今度はお父さんが体調を崩くずして入院した。

　その時にはもう、病気が進んで手の施ほどこしようがないほどになっていて、それから数日で亡くなってしまった。お母さんも同じ年、後を追うようにして亡くなった。

　ホームは維い持じが難しくなり、子供たちは別の施設に振り分けられることになった。

　小さい子は数人まとまって同じ施設に預けられたが、卯壬は一番の年長で、高校生だったので、一人で遠方の施設に移ることになった。

　新しい施設は前とは違ちがう大きな養護施設で、人間の子も獣人の子も一いつ緒しよだった。

　そこでの生活は、あまり思い出したくない。

　人間の子や、そのうち施設の職員からもひどいいじめを受けるようになり、耐たえきれなくなった卯壬は一年と経たたずに施設を飛び出した。

　高校中退で、身寄りのない獣人が働ける場所は少ない。何とか住み込みで働ける場所を探したけれど、仕事はきつくて給料は低く、生活はいつも苦しかった。

　保険に入っていなかったから、発情抑制剤は重い負担になった。それでも、薬をもらいにいかなくてはならない。

　身内のいないケモ耳がオメガだなんて知られたら、何をされるかわからない。

　せめてオメガではなかったら。もしくは兎じゃなくて、もっと大型の獣人だったら、こんなに苦労をしなかったかもしれない。

　施設を出て一人で暮らすようになってから、卯壬は自分を産んだ親たちを怨うらむようになった。

　どうして産んだりしたのだろう。どうせ捨てるなら、産まなければよかったのに。

　そんなふうに考える自分が嫌いやだった。自分の境遇を恨うらまないようにと、ホームのお父さんやお母さんは、大事に育ててくれたのに。

　気づけば、お金のことばかり考えるようになった。

　手っ取り早く身体からだを売ることを考え、風ふう俗ぞく店てんの面接に行ったが、提示された給料の安さに驚おどろいた。風俗ならもっとお金を稼かせげると思ったのに。

　給料が安い理由は明白だ。身体を売る小型系獣人が多すぎるのだ。

　普通の仕事にありつけない獣人が売春に走り、供給が需じゆ要ようを上回って給料が下がる。悪あく循じゆん環かん。

　さらに、兎は嗜し虐ぎやく嗜し好こうのある客が付きやすいから、身の安全は保証しかねるとも言われた。

　危険なわりに儲もうけの少ないことがわかって、身体を売ることは諦あきらめた。どんなにブラックでも、飲食店のバイトの方がまだ危なくない。

（ずっと、こうなのかな）

　生きていくことに意味はあるんだろうか。お父さんやお母さんたちのいるところに行った方が、幸せなのではないか。時々、そんなふうに思うこともある。

　楽しいことも、ほんの少しはあった。優やさしい人もいた。でも、悲しいことのほうがずっと多い。

　生きていればきっと、いいことがあるかもしれない……そんな淡あわい期待を寄せることも、いつしかなくなった。

　何も期待しない。希望を持たなければ、絶望することもないのだ。

　生きていくためなら噓うそもつく。どんなに親切にしてくれる人にも、オメガであることは隠しておこうと決めた。

　そのことを、疚やましいなんて思わない。

「この部屋はこれでよし、と」

　床ゆかの隅すみ々ずみまでモップをかけて、卯壬はふうっと息を吐はいた。

　放置されて埃ほこりっぽかった部屋が、床から壁かべ、天てん井じようの照明に至るまで磨みがかれて、さっぱりと気持ちの良い空間になっている。二日もかけた甲か斐いがあった。

　何もない、四畳じよう半はんほどの部屋を見み渡わたして、一人で達成感に浸ひたる。

　卯壬が『阿良々木堂』で住み込みをはじめて、一か月が経った。

　幸いまだ、どこかに売り飛ばされることも、殺されることもなく元気に暮らしている。

「休みは週二日。いつ休んでもいいが、こっちの用事もあるから、月の初めにシフトを決めておこう。有給休きゆう暇かは年に十日。まあ、面めん倒どうだからこれも休みたい時に休んでいいよ。日ひ払ばらいや週払いもできるが、月給制でいいかい？　残業はまずないけど、もしあった時は、一時間これくらい」

　卯壬を迎むかえた日、蘭が労働条件を提示してくれた。

　とりあえず最初はこの額で、と出された月給は、今までの卯壬からしたら、そわそわするくらい好条件だった。

「いやいや、これくらいが相場だよ」

　今までいくらもらってたの、と呆あきれ半分、哀あわれみ半分に言われた。今まで、この半分くらいの給料だったのだ。残業代なんて一度ももらったことがない。

　さらに蘭は、卯壬の前の職場のことを顧こ問もん弁護士に相談してくれた。弁護士を通して居酒屋チェーンの本社と交こう渉しようをし、しばらくして卯壬の銀行口座には、未払いの給料と、入店からの残業代が一いつ括かつで振ふり込まれた。

　おかげで卯壬の預金口座は、今までにないくらい潤うるおっている。何かあっても当面、生活できるだけのお金があるというのは、すごくありがたい。

　お金が入ってすぐ、卯壬は身の回りの物を買い足しに行くと言って、電車を乗り継ついでかかりつけの医者に行き、発情抑よく制せい剤ざいをもらった。

（薬は絶対、切らさないようにしないと）

　アルファのいる職場に住み込みで働くことになったと打ち明けたら、突とつ発ぱつ的に発情した場合の緊きん急きゆう抑制剤と、アフターピルも処方してくれた。

　卯壬はそれらの薬を小さな斜ななめ掛がけのポーチに入れて、肌はだ身み離はなさず持っている。

　蘭がアルファだというのは驚いたし、一緒に暮らすことに不安はある。蘭とて、オメガは面倒だと言っていたから、卯壬がそうだと知ったら、きっとクビにするだろう。

　でももう、こんなに条件のいい職場には二度と出会えない。

　不安でも怖こわくても、何でもないふりをしてオメガであることを隠かくし通さなくては。

　店に来て最初のうちは、諸もろ々もろの不安やら気負いも相まって、始終ビクビクしていた。

　でも今は少し気が抜ぬけて、仕事を楽しむ余よ裕ゆうも出てきた。

　発情期には今まで以上に気を付けなければいけないが、それを除けば、阿良々木堂での暮らしは拍ひよう子し抜ぬけするほど穏おだやかで、快適だった。

　束つかの間の安息かもしれないけれど、できるだけ長く続くように、ここでの仕事を頑がん張ばるつもりだ。

「なんて言っても、大した仕事はできないけど」

　モップを手に、がらんとした空き部屋で独りごちる。

　すると、壁の向こうからロボット掃そう除じ機きのピーッピーッというアラート音が聞こえてきて、卯壬は隣となりの部屋へ向かった。

　タイル張りの部屋の床の真ん中に、ゴミでいっぱいになった掃除機が往生していて、『ゴミを捨ててください』と機械的な女性の声で繰くり返している。

「今日の掃除は、ここまでかな」

　携けい帯たい電でん話わで時間を確かく認にんし、掃除を切り上げることにした。

　阿良々木堂は地上二階、地下一階建てで、卯壬が掃除をしているここは地下室である。

　建物いっぱいに延びた長い廊ろう下かの両りよう脇わきには、ずらりと個室が並んでいる。すべて四畳半ほどの広さで、窓のない、タイル張りの造りになっていた。

　かつてはここで、生体を飼育していたのだそうだ。様々な動物を扱あつかうから、温度や湿しつ度ど、明るさなども個室ごとに調節できるようになっている。

「代だい替がわりを機に、商売のやり方を変えたんだ。最近は取り締しまりも厳しいし、生体を抱かかえておくのはリスクがある。在庫は抱えないでおいたほうが合理的なんだよ」

　蘭からそんな話を聞いて、ホッとした。

　資し金きん繰ぐりが危あやういわけではないとわかったし、窓のない個室に閉じ込められた動物を想像して、自分が閉じ込められているかのような息苦しさを覚えたからだ。

　十年以上使われていないという地下の個室は、物は何もないのに、まだうっすらと獣けもの臭くささが残っていて、卯壬はここに来た翌日から空いた時間に地下の掃除を始めた。

　今後も地下は使う用よう途とがないというから、掃除にあまり意味はないのかもしれないが、何となく空気が淀よどんでいるような、荒すさんだ雰囲気を感じて怖かったのだ。

　数日かけて一部屋をピカピカにすると、不ふ穏おんな空気も消えて気持ちが良くなった。

　あまり地下室の掃除にばかりかまけていられないので、すべての部屋を掃除し終えるまでには、まだまだ時間がかかる。できることなら、ぜんぶ終わるまでここにいたい。

「よし。シャワーを浴びて、朝ご飯にしよう」

　掃除機のごみを捨て、掃除道具を片付けると、上の階へ移動する。

　地下は飼育室、一階は店てん舗ぽと物置、金庫室がある。卯壬の虹こう彩さいも認証登録してもらい、どこの部屋にも入れるが、金庫室だけは蘭しか立ち入れないようになっていた。

　二階は住居スペースだ。蘭の代になってリフォームしたという、近代的でモダンなダイニングキッチンがある。

　リビングはなくて、蘭の書しよ斎さいと、学校の教室二つ分くらいの図書室、それに蘭と卯壬の居室。

　卯壬がもらったのは、二十畳もある洋室だ。先代が亡なくなるまで蘭の部屋だったそうで、ベッドと事務机とチェスト、それにウォークインクローゼットが付いている。さらにはなんと、部屋の中にバスルームとトイレまで付いていた。

「風ふ呂ろに入る時間？　お前の部屋の風呂はお前しか使わないんだから、好きな時に入ればいいよ。何回入ったって構やしない。光熱費？　そんなみみっちいこと言わないよ」

　風呂をいつ使えばいいのかと尋たずねたら、呆れたように返された。

　自分だけのトイレとお風呂。夢みたいに贅ぜい沢たくだと思う。今までの住まいは風呂もトイレも良くて共同、風呂がないというパターンが多かったから、なおさら嬉うれしかった。

　掃除の後、自分の部屋に戻もどってシャワーを浴びる。さっぱりして、朝ご飯を作ろうとキッチンに立つと、蘭がのっそりと自分の部屋から起きてきた。

「おはよう卯壬。今日も早いね」

　いや、今から寝ねるのだろうか。眠ねむそうに目をしょぼつかせた蘭からは、わずかにアルコールの匂においがしている。

　昨日の夜に店を出た時は洋装だったが、今は粋いきな着流し姿だ。

　蘭は大たい抵てい、外出時には出会った時のような黒いスーツに中折れ帽ぼうという洋装で、家では着物を着ている。

　スーツも見み惚とれるくらいカッコいいけれど、ぞろりとした着物姿はさらに色気が増したようで、何となく目のやり場に困った。

「これから朝ご飯なんですが、蘭さんもいかがですか」

　蘭を見てそわそわする気持ちを紛まぎらわすために、声をかける。

「いや、これから寝るから食事はいい。それより、何かさっぱりした飲み物はないかな」

　やはり夜通し飲んでいたらしい。卯壬はこっそり苦く笑しようしつつ、こういう時のために作っておいたレモンのはちみつ漬づけを冷蔵庫から取り出した。

　マグカップに入れて、お湯を注ぐ。蘭は温かい飲み物が好きなのだ。

「また、武ウー先生のところで麻マー雀ジヤンですか？」

「そうだよ。……うん、美味おいしい」

　はちみつレモンを一口飲んで、蘭がほっと息を吐はく。

「武先生は年寄りだから寝るのも早いんだけど、若い衆がね。なかなか終わらせてくれない」

　愚ぐ痴ちを言うような口調だが、表情は楽しそうだ。

　武先生のところ、というのは、この阿良々木堂のワンブロック先にある「九きゆう福ふく楼ろう」という中ちゆう華か料理店のことである。

　先生といっても、教師ではない。武先生は、この土地が中華街と呼ばれるよりさらに以前からいる、古い華か僑きようの家いえ柄がらで、「九福楼」の他ほかにも全国各地にお店や不動産を持つ実業家なのだそうだ。

　本人は、八十過ぎの小柄で温和な人間の老人だ。卯壬もこの店に来てすぐ「九福楼」に連れて行ってもらったが、獣じゆう人じんに対して少しも態度を変えることがなかった。

　たくさん食べて行ってね、と声をかけてくれた、おっとりした微笑ほほえみが、亡くなったお父さんに似ていて、親近感を覚える。

「九福楼」はごく普ふ通つうの、どこにでもある中華料理店で、でも料理はとびきり美味しい。禁龍門にも、こんな温かなお店があるのだと驚おどろいた。

　そんな武先生と蘭はご近所同士、蘭が子供の頃ころからの付き合いだそうで、気心が知れた仲のようだ。

　武先生に呼ばれた、と言っては麻雀をしに行ったり、店に飲みに行ったりしている。「九福楼」には蘭が「若い衆」と呼ぶ、文字通り若くて体格のいい男性従業員がたくさん住み込みで働いていて、彼らとも仲良くしているらしい。

　それほど大きくはない料理店に、どうしてそんなにたくさん従業員がいるのか不思議だったが、その疑問を口に出す機会はまだなかった。

「それより卯壬。お前さん、今日は何か予定があるかい」

　カップの中身を飲み干して、蘭が唐とう突とつに言った。えっ、と卯壬は戸と惑まどう。

「いいえ、何も」

　店の仕事と言ったら掃除と店番だけだ。店番だって、一いち見げんはお断りだからほとんど必要ない。

　ごくたまに、武先生が若い衆を連れて立ち寄るが、一か月働いて、まだ客らしき相手には会ったことがなかった。

　十時から十七時まで店番をしたら、あとは自由時間。休みは週に二日で、好きな曜日に休んでいい。今のところ、水曜日と日曜日にお休みをもらっている。

　家賃と水道光熱費はタダ。そのかわりに、店や住居部分の掃除、蘭の身の回りの世話をすること。

　とはいえ、蘭はこんな感じで夜にはふらりと出かけることが多いし、店にいても書斎で本を読んでいるか寝ているだけなので、世話というほどのこともない。

　こんなことで、本当にお給料をもらえるんだろうか。そんな心配は杞き憂ゆうで、先日の給料日にはちゃんと銀行の口座にお金が振ふり込まれていた。

　いつまでこの生活が続くのかわからないけれど、今のところ毎月の薬代以外にお金を使うこともないから、できるだけ貯金しておくつもりだ。

「夜に仕事で出かけるんだが、荷物持ちについてきてもらいたいんだ。残業代は払はらうよ」

　どうだい、と尋ねる口調からして強制ではなく、こちらの意思を聞いているようだった。

　卯壬の垂れ耳がピクッと動いた。仕事。ここに来てから初めての、仕事らしい仕事だ。荷物持ちとはいえ、嬉しい。

「やります。残業代はいりません。ここに来て、まだろくに仕事もしてませんし」

　はりきって、前のめりになりながら答えたのだが、「こら」とたしなめられた。

「金はいらないなんて言うもんじゃない。こっちは仕事を頼たのんでるんだ。きちんとこなして、気持ちよくお代を受け取ってもらわないと。次から頼みづらいよ」

　そういうものなのか。

　今までタダ働きなんて珍めずらしくなかったから、蘭の考えを新しん鮮せんに感じた。

　でもそういえばホームにいた頃、ホームの仕事を手伝ってお駄だ賃ちんを遠えん慮りよした卯壬に、お父さんが同じようなことを言ったっけ。

　一人で生きていくようになって、いつの間にか卯壬自身が卑ひ屈くつになっていたのかもしれない。

「はい。じゃあお給料分、頑がん張ばって働きます」

　うなずくと、蘭は目元を和なごませて微笑んだ。

「素す直なおさってのは得え難がたい美点だね。特に大人になってからは。で、店を閉めてから夜の予定まで時間がある。外で食事をしないか？」

「食事」

「ここに来てから、ほとんど店にこもりっぱなしだろう。まあ、私が言ったんだが。だからたまには、外に出た方がいいと思って」

　蘭から、夜には一人で店の外に出ないように言われていた。

　早朝もだめだ。午前中の遅おそい時間から、夕方になる前の明るい間だけなら、一人で外出してもいい。雨の日も危ない。何しろここは、禁龍門だから。

　お前さんみたいな無害そうな兎うさぎをかどわかして、そのまま売り飛ばしたり、さばいて中身を売り飛ばすような連中がいるんだよ、と蘭は言った。

　蘭の言葉が脅おどしではないこと、禁龍門が噂うわさ通り恐おそろしい街なのだということを、卯壬はすでに身をもって体験している。

　それは卯壬が阿良々木堂に来てすぐ、武先生の中華料理店に連れて行ってもらった、その帰りのことだ。

　卯壬が一人で禁龍門を歩く時のために、蘭が禁龍門の街をぐるりと案内してくれた。

「この街には、お前さんみたいな素人しろうとが通れる場所と、通っちゃだめな場所とがある。これから通る道を覚えておくこと。必ずこの道を通るんだ。他の道は、たとえ昼でも近づいちゃいけないよ」

　蘭が言い、卯壬は戦せん々せん恐きよう々きようとなりながら隣となりにぴたりと付いて歩いた。

　細い路地の前を通りかかった時だった。

　ちらりと視線をやった路地の入り口に、全身入れ墨ずみだらけの枯かれ枝みたいに瘦せた男が、ナイフを持ってニヤニヤ笑っていた。男の背後にある路地から赤黒い水が流れ、男の足元に水たまりを作っている。ナイフは赤いもので汚よごれていた。

　身体からだが凍こおり付いたようになり、男から目が離はなせずにいると、蘭がさりげなく身体を傾かたむけて視界をふさいだ。

　おいで、と小さく言って卯壬の肩かたを抱だく。蘭の腕うでの中は温かい。それだけで、身体がふっと軽く自由になった。

「何かあっても、見て見ぬふりをすること。走らずに、何食わぬ顔でその場を立ち去ること。いいね」

　黙だまって何度もうなずいた。そうして歩くうちに、阿良々木堂の店先が見えてほっとする。

　蘭も武先生も優やさしいからすっかり油断していたけれど、やはりここは禁龍門なのだ。

　店に戻もどってから蘭は、まだショックを受けている卯壬をリビングのソファに座らせ、お茶を淹いれてくれた。

「ああいうのは、日常的によくあるんだ。私も最初はビビッて、なんてところに来ちまったんだって思ったけどね。そのうち慣れるよ」

　その口ぶりからすると、蘭の生まれは禁龍門ではなく、物心ついてからここに来たようだ。

　しかし、その時の卯壬はそんなことまで考えられなくて、先ほど見た光景を頭から振り払うのに必死だった。

　耳がぷるぷるとひとりでに震ふるえる。ぎゅっとそれを抑おさえ込んだ。

　警察に通報、と咄とつ嗟さに考えたが、おそらくここでは無意味なのだろう。見て見ぬふりをするしかない。卯壬が何か問題を起こせば、蘭にだって迷めい惑わくがかかる。

　問題からは目をそらし、関かかわらないようにして足早に遠ざかること。この街で生きるには、それしかないのだ。

　蘭の手を取った時から、覚かく悟ごはしていたはずだ。自分がどこかに売り飛ばされるか、殺されるかもしれない、とすら考えていた。

　それを思ったら、ちょっと怖こわい思いをするくらい、目の前の犯罪を見て見ぬふりをすることくらい、なんてことはない。

　まともな道を踏ふみ外してしまう気がして不安になったが、どのみちお父さんとお母さんが死んでホームがなくなった時から、まともな人生などなくなってしまったのだ。

（だったら別に、不安になることなんかないじゃないか）

　大だい丈じよう夫ぶ。蘭は今のところ優しいし、美味おいしい中ちゆう華か料理だって食べさせてくれる。武先生だって優しい。それで十分。言い聞かせ、卯壬は衝しよう撃げきから立ち直った。

　取り乱してすみません、と顔を上げた卯壬をどう思ったのか、蘭は目を細めて「強い子だね」と言った。

　卯壬は強くはない。ただ、小こ狡ずるいだけだ。生きていくために、狡さと卑屈さを身に付けた。

　だから反論するほどの意思も持てなくて、かぶりを振ってそっとうつむくしかなかった。

　日中は店番があるので、休みの日しか外に出る機会はないけれど、それで不便はない。

　買い物は、ネットで注文すれば翌日には届く。宅配業者は、こんなところにも律りち儀ぎに荷物を配達してくれるのだ。

　聞けば日中は、業者など街の外部の人たちも頻ひん繁ぱんに行き来しているのだそうだ。

　蘭が卯壬を案内してくれたように、決まった道を通れば大丈夫らしい。それでも、絶対に安全とは言い切れないようだが。

　ともかく、店から一歩も出なくても何ら不自由ない生活を送っている。毎日、巣穴の中でぬくぬくしているような気分だ。

　なのにその上、蘭は外食に連れて行ってくれるという。

「食事」

　神様だろうか、と思いながら卯壬は、呆ぼう然ぜんと蘭の言葉を繰くり返した。

「たまには禁龍門の外に出るのもいいだろう。それとも外食は嫌きらいかい？」

「大好きです」

　慌あわてて答え、力み過ぎて鼻からフスッ、と変な音が出てしまった。恥はずかしい。鼻を押さえると、蘭が口を開けて笑った。

「そりゃ良かった。何が食べたい？」

「えっ。あの、何でも」

　外食なんて何年ぶりだろう。なんだって嬉うれしい。

「何でもか。焼き肉……は、匂においがつくね。仕事の前はやめておこう。寿す司しなんかどうだい。それとも、兎さんは野菜のほうがいいかな？」

　焼き肉、という言葉に卯壬の耳がピクッと震え、寿司と聞いてピクピクッとさらに震えた。

　自分の意思にかかわらず反応してしまうのだが、蘭は面おも白しろそうに卯壬の耳を見る。野菜と聞いた時は震えなかったので、蘭が噴ふき出した。

「正直な垂れ耳だ」

　その声は甘やかでくすぐったく、卯壬は自分の両耳をギュッと握にぎった。何だか胸が苦しい。

「それじゃあ寿司にしよう。買い物もしたいから、夕方の四時に起こしておくれ。店はその一時間前に閉めていい。お腹なかを空すかせておくように」

　蘭はそう言って自分の寝しん室しつに引っ込んだけれど、卯壬の胸の苦しさはそれからしばらく続いた。










　その日の卯壬は一日、気もそぞろだった。

　荷物持ちというが、どんな荷物なのか、蘭と食事に行く店はどんな所だろうと思いを馳はせた。

　仕事中にぼんやりしてはいけないと思うのだが、いかんせん、店番といっても何もすることがない。三時きっかりに店を閉めると、念入りに施せ錠じようの確かく認にんをして二階に上がった。

　自分の部屋でシャワーを浴びて、耳の裏まで丁てい寧ねいに洗った。髪かみをドライヤーで乾かわかし、耳の毛並みを撫なでて整える。

　服は迷って、白いシャツとベージュの綿のパンツに着き替がえた。それが一番新しくて綺き麗れいだったからだ。

　すっかり身だしなみを整えた後、四時に蘭を起こした。彼の寝室のドアを薄うすく開いて声をかけると、暗くら闇やみの中で「んん」と、呻うめきとも返事とも取れない声がした。

「もう時間か」

「はい。四時ちょうどです」

「……ん。起きるよ」

　長い沈ちん黙もくの後、気の抜ぬけた声がする。卯壬はひっそり笑って蘭の部屋を後にした。彼が起きてくるまでの間に、温かいほうじ茶を用意しておく。

　やがて綺麗にヒゲを当たり、身み支じ度たくを整えた蘭がダイニングにやってきた。朝は酒さけ臭くさくて気だるげだったが、今はしゃっきりしている。

　ダイニングテーブルの端はしにスーツの上着と中折れ帽ぼうを載のせると、ゆったり椅子に腰こし掛かけて卯壬の出した湯飲みを受け取った。

　一口飲んでほっと息を吐はいてから、テーブルの横に立つ卯壬に、つと視線をやる。

「その服は、お出かけ用かい」

　蘭の口調は決して揶や揄ゆするものではなかったが、そんな恰かつ好こうで行くのかと言われた気がして、自然と身体が縮こまった。

「すみません。あまり服を持ってなくて」

　よそ行きの服はない。今まで食べるのにもカツカツだったから、服を買う余よ裕ゆうはなかった。蘭も何となく察したのだろう。

　謝ることはない、と優しく言った。湯飲みを空にすると、「さて」と立ち上がる。

「それじゃあ行こうか」

「あの、この服で大丈夫でしょうか」

　外食するし、荷物持ちとはいえ仕事に行くのだ。にわかに心配になった。

「その服でも悪くはないよ。でもどうせならもうちょっと、お洒落しやれをさせたいね」

　どうしよう。食事に行く前に時間をもらって、服を買いに行くべきだろうか。

　蘭が交こう渉しようしてくれた居酒屋の給料と残業代がある。あの貯金を下ろせば、もっとましな服が買えるだろう。しかし、卯壬が何か言うより前に、蘭は立ち上がった。

「じゃあ行こうか」

「あの、服……」

　オロオロする卯壬に、蘭は振ふり返り、安心させるように微笑む。

「まあいいから、心配せずについておいで」

　蘭の声には不思議な作用がある。少なくとも卯壬にとってはそうだ。彼の一言で、どうしようとうろたえていた気持ちが落ち着いた。

　蘭が心配するなと言う。黙だまってついていくことにした。

　店を出て、禁龍門の入り口近くでタクシーに乗った。

　タクシーは「送そう迎げい」となっていたし、禁龍門のあたりに流しのタクシーはまずいないから、蘭があらかじめ手配していたのだろう。

　今回の運転手は、禁龍門から出てきた客に怯おびえた様子もなく、行き先を聞くこともなく車を発進させた。

　向かった先は新宿だ。鉄道駅を通り過ぎ、百貨店の前でタクシーを降りた。百貨店の中のレストランで食事をするのかと思ったら、行く先はメンズファッションのフロアだった。

　蘭は、高そうな輸入物のスーツが並んでいる店へ迷わず進む。店内のスタッフがすぐにやってきて「何かお探しですか」と尋たずねた。

「この子に合うスーツが欲しいんだ。シャツや小物も。スーツは取りあえず、二、三着あればいいかな」

　卯壬は驚おどろいたが、スタッフは体形を確認するように卯壬を見て、すぐに生き地じやデザインの違ちがうスーツを何着か持ってきた。

「うん、黒は一着持っておきたいね。その紺こん色いろはダメだな。野や暮ぼったい」

　いかがでしょう、と差し出されたスーツを、蘭は一いつ瞬しゆんで判断する。スタッフははじかれたスーツを引っ込め、さらに新しいものを持ってきた。

　卯壬はその間に、そっとスーツの値札を確認する。目まいがした。ゼロが多い。

　一着なら何とかなるが、二着も三着も買えない。シャツや靴くつだって、こういう店では値が張るだろう。

　どうしよう。この場でお金が足りないと言ったら、卯壬だけでなく蘭も恥ずかしい思いをするだろう。でも、ここで大事な貯金を使い果たすことはできない。

「あの」

　勇気を出して隣となりの蘭を見る。彼はすでに卯壬を見ていた。何か興味深い生き物を観察するかのように、じっと見つめている。

　目が合うと、蘭の目が笑いの形に細められた。

「お代の心配は無用だよ。店の制服だと思ってくれればいい」

「でも」

　高価すぎる、と言いかけた卯壬を、蘭は柔やわらかく制した。

「仕事で必要なものだ。従業員が安い吊つるしなんか着てたら、足元を見られちまう。そのかわり、これからは店に出る時もスーツを着ておくれ。せっかく可愛かわいい店番を雇やとったんだ、見み栄ばえよくさせたいじゃないか」

　ね、と微笑む。

「遠えん慮りよするだけ無む駄だだ。返事は『はい』か『ありがとう』だけだよ」

　澄すました顔で言われて、卯壬は「ありがとうございます」と頭を下げた。

　申し訳ない気もするけれど、本心は嬉うれしくてふわふわした。

　たとえ意味合い的には制服の貸たい与よでも、誰だれかに物を買ってもらえるのは嬉しいことだった。しかもとびきり上等な買い物だ。

　いつか返さなければならないものだとしても、自分のために服を買ってくれるという行こう為いが嬉しい。

　蘭はスタッフが持ってきたスーツの中から、三着を選んだ。黒と明るい紺色、それに濃こい茶ちやがかった灰色。卯壬に試着をさせ、シャツやネクタイ、靴などを合わせる。

　ズボンの裾すそ上あげを頼たのむ間に、百貨店の外へ出た。少し歩いて寿す司し屋やの暖簾のれんをくぐる。もちろん、廻まわらない寿司屋だ。

　あらかじめ予約をしていたのか、二階の個室に通された。カウンターだと緊きん張ちようするから、卯壬にとってはありがたい。

　きっと蘭も、そんな卯壬の気持ちを見み越こして個室にしてくれたのだろう。

　お任せのコース料理を頼んでいたようで、嫌きらいなものや食べられないものを聞かれた後は、寿司や小料理が次々と出てきた。

（……美味おいしい。すごく美味しい）

　付き出しから何もかもが美味しい。回転寿司には一度だけ、お父さんたちに連れて行ってもらったことがある。あれも美味しくて楽しかったけど、このお寿司は廻っているものとはぜんぜん味が違う。まるで別の料理みたいだ。

　興奮して、耳がぷるぷる震ふるえるのが止められない。一口ずつ大事に、ギュッ、ギュッと嚙かみしめた。

「イクラは食べないのかい？」

　正面で卯壬が食べる様子を眺ながめていた蘭が、寿司の皿に最後までイクラが残っているのを見て言った。この後に仕事があるからか、蘭も酒は頼まず、卯壬と同じお茶を飲んでいる。

「えっ、あっ」

　イクラは卯壬の大好物だ。最後の最後に食べようと思ったのだが、そう口にする前に蘭が手を伸のばした。

「食べないならもらうよ」

「ああっ」

　思わず大きな声を出してしまった。慌あわてて口をつぐむ。恥はずかしい。ちらりと前を窺うかがうと、蘭は肩かたを震わせて笑っていた。

「噓うそだよ。冗じよう談だんだ。悪かった。あんまり一いつ生しよう懸けん命めい食べてるから、いたずらしたくなったんだ」

「すみません。すごく美味しくて」

　そういえば食べるのに夢中で、会話もろくにしていなかった。ガツガツしている自分が嫌いやになる。

「あの。イクラ、食べますか」

　蘭もイクラが好きなのかもしれない。冷静になってそっと差し出すと、蘭はプッと噴ふき出した。

「そんな、この世の終わりみたいな顔をしないでおくれよ。悪かった。お前さんの分を取らなくても、欲しかったら自分で頼むよ」

　卯壬が恥ずかしさに耳を押さえていると、蘭は人を呼んで追加の握にぎりをいくつか頼んだ。

　ややあって、卯壬の前にイクラの軍ぐん艦かんがずらりと並ぶ。どうぞ、と蘭に言われて息を吞のんだ。

「食べれるだけ食べな。足りなきゃまた頼めばいい」

　好きなものをたくさん、食べたいだけ食べていいなんて。いただきます、と言ってイクラをほおばった。美味しい。何個食べても美味しい。

「ありがとうございます。俺、もう死んでもいい」

「馬ば鹿か言うんじゃないよ。これくらいのことで、簡単に死んでもいいなんて」

　蘭が軽く睨にらんだ。もちろん卯壬は冗談で言ったのだけど、でも軽けい率そつだった。死にたくなくても、人は簡単に死んでしまうのだ。お父さんやお母さんみたいに。

「さあ、遠慮はいいからお食べ。お前さんは美味しそうに食べるから、食べさせ甲が斐いがある」

　卯壬はそれから、イクラを五貫かんも食べた。コース料理の残りを食べると、お腹なかがパンパンになる。最後のデザートは、これも卯壬が好きなレモンシャーベットで、甘い物があまり好きではないという蘭が、自分の分も卯壬にくれた。

　うっとりするような食事の後、百貨店に戻もどると裾上げが終わっていた。

　三着買ったスーツの中から、蘭は茶灰色のストライプスーツを卯壬に着せた。卯壬の尻尾しつぽは短いので、お尻しりに尻尾穴のないタイプだ。でもちゃんとした獣じゆう人じん用のスーツなので、尻尾が中でゴロゴロしない。ジャケットも着き心地ごこちが良かった。

　靴はウイングチップというそうな、優ゆう雅がな飾かざりの付いた革かわ靴ぐつだ。

「うん、卯壬の白い髪かみと耳によく映はえるね。いいところのお坊ぼつちゃんみたいじゃないか」

　着き替がえた卯壬を頭の先から爪つま先さきまで眺めて、蘭は満足そうに言った。

　本当によくお似合いで、とスタッフがお追つい従しようを並べる。卯壬は照れてしまい「いえ、そんな」とモゴモゴ言ったが、確かに卯壬の白い髪と耳に、よく映えるスーツの色だった。

　残りの買い物と卯壬が着てきた服は、自宅に配送するよう頼んだ。

　配送先の住所が禁龍門だと知ったスタッフが一瞬、表情を凍こおり付かせたが、すぐに営業スマイルに戻って客の二人を見送った。

　百貨店を出てタクシーに乗る。メーターが二回ほど上がったところで降りた場所は、西新宿にある小さなビジネスホテルの前だった。

「ここで、仕事ですか」

　何をするのだろう。細長いホテルを見上げて卯壬が尋たずねると、蘭は安心しな、というように卯壬の頭をポンポンと撫なでた。

「ただの商品の受け渡わたしだ。怖こわいことは何もないよ」

　ついておいで、と言い、蘭はホテルの中に入った。フロントの前を素す通どおりして、エレベーターに乗る。最上階の端はしの部屋の前に立つと、軽くノックをした。

　数秒待ったが、応こたえはない。蘭は再びノックをして待った。やはり反応はない。

「留守……」

　なのでは、と口にしかけた卯壬を「静かに」と小声でたしなめ、もう一度、今度はコン、ココン、と変わったノックをした。

　すると部屋の奥から、くぐもった声が返ってきた。

「どちらさま？」

「蘭だ」

　ＯＫ、と小さく声がして、ようやくドアが開いた。蘭は卯壬の手を引いて、ドアの隙すき間まから滑すべりこむようにして部屋に入る。

　グレードの高い部屋なのだろう、簡素ながら、部屋は広かった。ダブルサイズのベッドと、窓まど際ぎわにはソファセットがある。ダブルベッドの上には大おお振ぶりのショルダーバッグが置かれている。

　部屋には、瘦やせたつり目の男が一人、立っていた。男は蘭を見るなり、ニコッとわざとらしいほど明るい笑いを浮うかべる。

「お久しぶり、蘭さん。あれ、兎うさぎちゃん？　また先代の商売を再開したのか」

「まさか。うちの丁稚でつちだ。荷物持ちだよ」

　蘭は言って、男から遠ざけるように卯壬を自分の後ろにやった。

「冗談だろ？　あんたが他人を雇やとうなんて」

「今まで信用のおける人材がいなかっただけさ。与よ太た話はいいから、商品を渡しとくれ」

　男が好こう奇き心しんに満ちた目でこちらを見たが、商品という言葉でパッと切り替えたように視線を外した。

「そうそう。ナマモノはお早めにお引き取りいただかないとね」

　男が言って、ベッドの上のショルダーバッグを指した。蘭がベッドに近づく。おいで、と言われて卯壬も近寄った。

　男は二人の前で、バッグをそっと開く。中には真っ白なもこもこの塊かたまりが入っていた。

　よく見ると、それは猫ねこだった。

　普ふ通つうの猫に比べて、かなり大きい。怯おびえているのか、バッグの底に突つっ伏ぷすようにして、震えていた。

「成せい猫びようじゃないか」

　蘭が非難するように言った。男は肩をすくめる。

「生後七か月だから、まだ子猫だ」

「詭き弁べんだね。私は子猫を頼たのんだんだよ」

「生まれたてなんか手に入るもんか。嫌ならいいんだぜ。取り引きはなしだ」

　突っぱねる口調にその場の空気が変わるのを感じて、卯壬はハラハラした。もし取り引きが成立しなかったら、この猫はどうなるのだろう。

「まったく。しょうがないね」

　ため息とともに、折れたのは蘭だった。男は嬉うれしそうに「まいど」と笑う。

「子猫にしては薹とうが立ってる分、多少の値引きには応じるぜ」

「結構だ。そのかわり、お代はこいつで払はらわせとくれ」

　蘭はスーツの内ポケットからハンカチの包みを取り出し、男に渡した。男はハンカチを広げて中身を見るなり、複雑そうな顔をする。

「こりゃまた、面めん倒どうなものを」

　ハンカチの中身は指輪だった。繊せん細さいな金細工に大おお粒つぶのルビーらしき石が付いている。本物だろうか。

「お前さんとこなら何とかできるだろ？」

　ニヤリと笑う蘭に、男はしてやられた、とばかりに天をあおいだ。

「まったく。わかったよ。あんたにはかなわないや」　>>>♥

　降参、と男が両手を上げる。交こう渉しようは成立したらしい。卯壬はホッとした。

「こいつのトイレと餌えさはバスルームだ。飼育方法は普通のイエネコと変わらない」

　ということは、ショルダーバッグの中にいるのは、普通のイエネコではないのだ。

「卯壬、バスルームに荷物を取りに行ってくれ」

　蘭に言われて、入り口手前にあるバスルームに向かった。

　シンプルなユニットバスには、大きなランドリーバッグがぽつんと置いてあるだけだった。少し迷ってから中を開けると、封ふうの開いたキャットフードのパッケージと、真新しい猫用のトイレが無造作に突っ込まれていた。トイレの中には新聞紙を割さいたものが入っていたが、トイレが使われた形けい跡せきはない。

　それらをランドリーバッグごと肩かたに提さげて出ると、蘭はすでに猫の入ったバッグを手に、部屋の入り口に立っていた。

「因いな幡ばの白兎ちゃんか。おまけに垂れ耳だ。いいね。器量もいい。蘭さんのところが嫌になったら、お兄さんのところにおいで」

　部屋の奥にいた男が、ぬっと卯壬に近づいてくる。名めい刺しのようなものを差し出され、手を出すべきか迷っていると、背後から蘭の手が伸のびてそれをひったくった。くしゃりと紙し片へんを握りつぶして床ゆかに放る。

「よしとくれ。この子はうちの丁稚だよ」

　迷めい惑わくそうに言い、ドアを開けて卯壬を促うながした。蘭の後ろについて部屋を出る。ドアが閉まる寸前、ちらりと後ろを振ふり返ると、男が手を振っていた。

「毎度。またどうぞご贔屓ひいきに」

　帰りのエレベーターの中で、蘭は無言だった。機き嫌げんを損そこねただろうか。そっと相手の顔色を窺うかがうと、蘭が気づいてにこりと笑った。

「お疲つかれさん。これでひとまず、今日の仕事は終しゆう了りようだ」

　よかった、怒おこったり機嫌を損ねてはいないようだ。安心して、こくりとうなずいた。

　猫をどうするのかとか、気にはなるがこの場で尋ねることはしなかった。気になるといえば、先ほどの男の言葉。

（因幡の白兎って、何のことだろう）

　渋谷で蘭に助けられた時にも言われた。日本神話に出てくる兎だということは知っているが、何かの隠いん語ごだろうか。

　後でネットで検けん索さくしてみよう、と考えながら、やっぱり蘭に直接確かめることはしなかった。

　何となく、あまりいい意味で使われているとは思えなかったからだ。

　蘭と、それに先ほどの男が「因幡の白兎」と口にした時、その声こわ音ねや卯壬を見る眼まな差ざしはどこか冷たかった。

　あまり、このことには触ふれないほうがいい。直感が告げている。危険を察知したら、息をひそめてじっと黙だまっている。それが卯壬なりの処世術だった。










　蘭が男と取り引きをした白猫は、東アジア原産の希少なネコ科動物なのだそうだ。

　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで、条約で日本への持ち込みが禁止されている。だからもちろん、違い法ほうな売買だ。

　本来は砂色の被毛を持つが、この個体はアルビノで、真っ白の被毛と赤い目をしていた。

　こうした珍めずらしい鳥ちよう獣じゆうを好こう事ず家かに売るのが、阿良々木堂の商売だ。たとえ違法でも、目の飛び出るような金を出してでも希少動物を手に入れたい、という金持ちがいるのだという。

　阿良々木堂の商売は、しかしそれだけではなかった。

　白猫の仕入れ代金を指輪で支払ったように、取り引きの対価は現金とは限らない。「ペットの仕入れ販はん売ばい」という名目で、まっとうな市場には出せない物品を裏で流通させ、その差額を利益とするのも仕事の一つだった。

「まあ、まともな商売じゃないね。これでもまだ、先代の時よりはましになったんだよ。年々、禁龍門の商売もお上かみの締しめ付けが厳しくなってる。あんまりえげつないことをやってると、自分の首を絞しめることになるのさ」

　店に戻もどってから、蘭はぽつぽつそんなことを教えてくれた。

　先代がやっていたえげつない商売、というのがどんなことなのかわからないが、卯壬はやはり何も聞かずに黙ってうなずいた。

　白猫は阿良々木堂に持ち帰り、顧こ客きやくに引き渡わたすまでの間、卯壬が世話をすることになった。

　店番があるので、猫トイレは店の隅すみに置いてそこで飼うことにする。

　最初はショルダーバッグの中から出てこなかったが、餌と水を近くに置いて見守っていると、一日の終わりには顔をのぞかせるようになった。

　怯える猫の姿が自分と重なって、卯壬は携けい帯たい電でん話わで猫の飼い方をネット検索しながら、甲か斐い甲が斐いしく世話をした。

　新聞紙を割いただけのトイレをなかなか使おうとしないのを見て、通販で猫砂を何種類か取り寄せたり、段ボールにタオルを詰つめて猫ベッドを作ったりした。

　三日も経たつと、猫はようやく少し警けい戒かいを解き、卯壬の前で餌を食べるようになった。ナァ、と甘えた声で鳴くこともある。

　ふわふわの猫が可愛かわいくて、片時も目を離はなすまいと世話をしていたのだが、四日目に再びショルダーバッグに入れられて、客のところへ行ってしまった。

　新しい飼い主は、ちゃんと世話をしてくれるだろうか。途と中ちゆうで飽あきてしまって、ほったらかしたりしないだろうか。

　再びバッグに押し込められた時、卯壬に助けを求めるようにナァナァ鳴く猫を見て、不安でたまらなくなった。

　余計なことを尋たずねないでいようと思っていたのに、猫を納品して戻ってきた蘭に、新しい飼い主のことをあれこれ聞いてしまった。

「今回のお客様は、ちゃんと専用の飼育係を雇やとってるお金持ちだからね。ご主人様が飽きても、放置されるってことはないだろうよ」

　蘭は必死な様子の卯壬にそう言ってから、「けど」と付け加えた。

「どんなに可愛くても商品だからね。余計な情はかけないほうがいい。売った先で動物がどうなるか、本当のところはわかりはしない。それでもお客が欲しいと言ったものを用意するのがうちの商売だ。里親ボランティアじゃないんだよ。そこんところは、間ま違ちがえないどくれ」

　いつもより少し厳しい蘭の言葉に、卯壬は黙ってうなずくしかなかった。

　蘭の言う通りだ。生体販売とはそういうものだろうし、そもそもここは禁龍門で、まっとうな店ではない。

　ここで働く以上、卯壬も割り切らなくてはいけないのだ。

（あの子の……猫ねこのことは、なるべく考えないようにしよう）

　自分に言い聞かせたのに、ついあれこれ考えてしまう。これから何度も、こういうことがあるのだろう。

　店奥のカウンターで、いなくなった白猫を思い出してはため息をつく。

　今日も卯壬は、客の来ない店で店番をしている。

　この一ひと月つきの間に、店内はぜんぶ磨みがき終えてしまった。どこもかしこもピカピカで、もう掃そう除じをするところがない。

　客がいない間は好きに過ごしていいと言われているが、ほとんど毎日が自由時間だった。

　そもそも、蘭は卯壬の仕事ぶりについて、そこまで細かくチェックしていない。

　家事も仕事も彼一人でできるけど、面めん倒どうだから人にやってもらいたい、という程度なので、ちょっとくらいサボったって気にしないだろう。

　なのに卯壬は、気づくとキャビネットの商品を見み栄ばえのいいように並べ直したり、もうじゅうぶん綺き麗れいな床を磨いたりしていて、ちょこまかと動き回っている。自分でも呆あきれてしまう。

「こういうの、貧びん乏ぼう性しようっていうんだろうなあ」

　カウンターに肘ひじをついてぼやいた時、店のインターホンが鳴ったので、耳がぴょん、と跳はねてしまった。

　いつものように、カウンターの内側にあるモニターで店の入り口を確かく認にんする。

　武先生だった。

　この店ではたとえ客が来ても、それがあらかじめ来訪の予定がある相手でない限り、決して玄げん関かんを開けてはいけないと言われている。

　例外は武先生だけだ。武先生だけは無条件に招き入れてもいいことになっている。

『今、開けます』

　卯壬はインターホンでそう告げると、決められた手順で玄関の施せ錠じようを解除した。ガシャン、と大きな音が店に響ひびいて、一見軽そうな格こう子し戸どが開く。

　ポロシャツにスラックス姿という、どこにでもいそうな白しら髪がの小こ柄がらな老人が、ゆっくりした足取りで入ってくる。

　後ろには屈くつ強きようそうな若い男性が二名、付き従っていた。九福楼の若い衆だ。一人は人間だが、もう一人は犬型の獣じゆう人じんだった。

「おはようございます、武先生」

「おはよう、卯壬君。いつも突とつ然ぜんですまないね。若わか旦だん那なはご在宅かな？」

　武先生は蘭のことを、若旦那と呼ぶ。蘭いわく「武先生にとって、私はいつまでもひよっこなのさ」ということだ。

「すみません。今、仕事で出かけてるんです」

　武先生の来訪はいつも唐とう突とつなので、こうして蘭が留守のこともしばしばだ。しかし、武先生は特に気に留めていないようだった。用事があるのかないのか、毎度よくわからない。

　しかし、店番も暇ひまを持て余している卯壬としては、こうして訪ねてきてくれるのは嬉うれしい。

　店の真ん中に置かれたテーブルに武先生を案内すると、いったん奥に引っ込んだ。二階でお湯を沸わかし、中国茶用の茶器と茶ちや菓が子しを持って店に戻る。

　中国茶の淹いれ方は、ここに来てから武先生に教わった。レクチャー通り丁てい寧ねいに淹れると、立っていた若い衆にも席を勧すすめ、みんなにお茶と茶菓子を振ふる舞まった。

「卯壬君、お茶の淹れ方がずいぶん上達しましたねえ。大変美味おいしいですよ」

　香かおりを楽しんだ後、お茶を飲んで武先生がにっこり微笑ほほえんだ。卯壬の耳が喜びに跳ねる。

「本当ですか。良かった。せっかくいいお茶をいただいたから」

　この間、武先生が遊びに来た時、お土産みやげにと茶葉をくれたのだ。蘭に聞いたら、とても高価なお茶なのだそうだ。

「店内も、見違えるように綺麗になってる。若旦那はいい従業員を雇いましたよ」

　手放しに褒ほめられて、照れながらも嬉しかった。自分の仕事をこうして目に留めてくれる人がいるのが嬉しい。

　ありがとうございます、と卯壬がはにかむと、武先生は幼い孫を見るように、皺しわの寄った細い目をさらに細めた。

「ときに卯壬君は、最近どうですか。ここでの暮らしには慣れましたか」

「はい。蘭さんはすごく良くしてくれますし。毎日が楽しいです」

　店番が暇だな、なんてぼやく余よ裕ゆうがあることも、幸せに感じる。卯壬がそう言うと、武先生はそれは良かったと大きくうなずいた。

「若旦那も、卯壬君が来てから楽しそうですしね」

「それは……どうでしょうか」

　卯壬は蘭と一いつ緒しよにご飯を食べるのが嬉しかったり、楽しかったりするけれど、蘭はそんなふうには見えない。

「本当ですよ。まあ、見かけはわかりにくいかもしれませんが。若旦那は子供の頃ころからずっと、家族もおらず一人でしたから。あなたのように、何かと世話をしてくれる人がいると、生きる張り合いができるんでしょう」

　武先生の言葉は嬉しいけれど、何だか自分には分不相応な気がした。自分はそこまで、蘭に必要とされていない。

「あの、ここの先代の店主は、蘭さんの家族ではなかったんですか」

　それよりも、気になっていたことを口にした。子供の頃から家族がいないなんて。

　詳くわしいことは知らないが、蘭は店の二代目だと言っていたし、卯壬は勝手に、先代は蘭の父親だと思っていたのだ。

「ああ、若旦那……志連君は、先代の養子なんです。血は繫つながってないんですよ」

　初めてもたらされた情報に、卯壬は納なつ得とくした。

　以前、蘭はこの街の生まれではないと言っていた。阿良々木堂は蘭が生まれる前からここにあったのだそうだ。養子ならつじつまが合う。

「ここに来た事情はいささか複雑でね。子供の頃に連れてこられたが、最初から先代の養子というわけではなかった。才覚を買われて後あと継つぎになったんです。だから先代とは、親子というより上司と部下といったほうがしっくりくるんでしょう」

　実の親はいるのか、いないのか。武先生はそれ以上は語らなかった。

「まあそんなわけだから、卯壬君には、この先もここにいてもらいたいですねえ」

　蘭が本当はどう思っているのかわからないけれど、武先生にそう言ってもらえるのは嬉しい。

　それからしばらく、武先生とはお茶を飲んで話をした。先生は物もの腰ごしも喋しやべり口調もおっとりしているが、何でもよく知っていて話し上手だ。

　聞き上手でもあって、口くち下手べたな卯壬もつい、いろいろなことを話してしまう。

　若い衆の一人が「ご隠いん居きよ、そろそろ……」と促うながした時には、かなりの時間が経たっていた。

「ああ、そうそう。忘れるところでした。若旦那に伝えてほしいことがあったんです」

　帰りしな、武先生は思い出したように言って、店の入り口まで見送る卯壬を振ふり返った。

「はい、何でしょう」

　耳をピッと伸のばしてはりきると、武先生は少し微笑んでから、その細い目を見開いて卯壬を見つめた。

「武剣ウー・ジエンが日本に帰ってきています。まだこの街で彼の姿を見た者はいませんが、気をつけてほしいと」

「ウー……ジエン？」

「そう伝えてもらえれば、わかります」

　ではまた、と会え釈しやくをして、武先生は去っていく。

　聞き慣れない男の名を頭の中で反はん芻すうして、卯壬は嫌いやな予感を覚えた。
















　蘭はその日、夜になって戻もどってきた。

　卯壬はちょうどダイニングテーブルで、夕ご飯を食べているところだった。

「おや、美味しそうだね」

　音もなく入ってきた蘭に驚おどろいていると、彼はひょいとテーブルを覗のぞいて言った。

「お帰りなさい。あの、蘭さんも召めし上がりますか」

　前まえ触ぶれなくふらりと外出することのある主人は、まず決まった時間に食事を摂とらない。

　なので、時間に関係なく、普ふ段だんから適当に食べられるものを用意しておくよう言われている。

　カップ麵めんでも冷れい凍とう食しよく品ひんでもこだわりはないと言われたが、卯壬はおかずを多めに作り置きして、いつでも食べられるようにしていた。

　今日はてっきり外で食べてくると思っていたが、存外に早く帰ってきた。

「少しいただこうかな。客先ではあまり、食べられなかったから」

「はい」

　蘭と一緒にご飯が食べられるのは嬉しい。ぴょんと立ち上がって、キッチンに向かった。

　冷蔵庫のおかずを温めて皿に盛り付け、熱いお茶と一緒にテーブルに運ぶ。

「美味しい。ホッとするね」

　煮に物ものを一口食べてお茶を飲み、蘭は言葉通りほっと息を吐はいた。仕事で疲つかれているのかもしれない。

「ありがとうございます。母に教わった家庭料理ばかりで、凝こったものができないんですが」

「これでじゅうぶんさ。グループホームのお母さんか」

　蘭には、この店に来た時におおよその経歴を話している。施し設せつで家族同然に育てられたこと、お父さんやお母さんと死別したことも。

　はい、と答えてから、今日の武先生から聞いた蘭の生おい立ちを思い出した。彼も同じ境きよう遇ぐうだったのだ。

「どうした。私のいない間、何かあったのかい」

　正面から問われて、えっと驚いた。

「何でわかったんですか」

「急にしょぼくれて、耳を垂らしてるからさ」

「耳はもともと、垂れ耳ですっ」

　咄とつ嗟さに両耳を押さえてしまったのが悔くやしい。蘭はクスクスと楽しそうに笑った。

「実は……昼間に武先生がいらして」

「ああ、なるほど。先生から私の生い立ちでも聞いたのかい」

　どうしてわかるのだろう。しかし、なぜと尋たずねるとまたからかわれそうなので、やめておいた。

「蘭さんが先代の本当の息子むすこさんではなく、養子だと聞きました。俺と同じように、施設で育ったんだと。……本人のいないところで、すみません」

　卯壬が頭を下げると、謝らなくてもいいよ、と鷹おう揚ように言われた。

「この界かい隈わいじゃ、誰だれでも知ってることだ。けどなんだ、先生はそこまでしか話してないのか」

「そこまで、とは」

　拍ひよう子し抜ぬけした、とでも言いたげな言葉に、卯壬が首を傾かしげると、蘭は澄すました顔で視線を避さけた。

「今は内ない緒しよにしておこう。情報は何でも小出しにするもんだよ」

「ずるいです。余計に気になるじゃないですか」

　卯壬が睨にらむと、愉ゆ快かいそうに笑う。蘭は時々こうして、卯壬をからかって楽しむことがある。

　翻ほん弄ろうされる身としては悔しいのだけど、こういう時の蘭は本当に楽しそうなので、憎にくみきれないのだった。

「あの、武先生に伝言を言付かったんです」

　もうちょっと蘭の笑え顔がおを見ていたいけれど、大事なことを伝えておかなければいけない。卯壬は切り出した。

「伝言？」

「はい。武剣という人が、日本に帰ってきているそうです。まだ禁龍門で彼を見た人はいないけれど、気を付けるようにと」

　武剣、という言葉が出た瞬しゆん間かん、蘭の表情がすっと険しくなった。

「そうか。剣が」

　蘭はそれきり黙だまり込んでしまったので、卯壬も何も聞かずに席を立ち、蘭のお茶を淹いれなおした。蘭は湯飲みを受け取って、くすりと笑う。

「お前さんは、何も聞かないね。耳がぴくぴくしてるから、好こう奇き心しんがないわけじゃなかろうに」

　卯壬は指し摘てきされて、うっ、と耳を押さえた。また勝手に動いていたのか。

「あまり、人にあれこれ聞くのはよくないかなと」

「なるほど。それが卯壬なりの処世術なわけだ」

　その通りだ。社会に出て理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けるうちに、気になっても黙っているくせがついてしまった。できるだけ目立たないように、道みち端ばたの石ころみたいにじっとしてやり過ごすくせが。

「間ま違ちがっちゃいないよ。問題がありそうなところには首を突つっ込まずに、避けたり逃にげたほうがいい。その方が長生きできる。ただ、今回のことはある程度、知っておいてもらったほうがいいかな」

　ちょっと待ってな、と蘭は席を立った。部屋を出ると、すぐにタブレット端たん末まつを持って戻ってきた。

「どこだったかな。確か、あの男の画像がどこかに入ってたんだが。……ああ、これだ」

　呟つぶやきながら、端末を操作する。やがて目当てのデータを見つけると、タブレットを卯壬の前に提示した。

「ここに映っているのが、武剣」

　卯壬は身を乗り出して、タブレット端末を覗き込んだ。

「画像は十年前のものだが、そう顔は変わってないだろう。武先生が言げん及きゆうしなかったんだから、整形もしていないはずだ。私より八つか九つ上だから、今は四十三、四になるかね」

　ディスプレイには、一人の男の顔が大写しで映っていた。動画を一部切り取ったような、不自然な静止画だ。

　防犯カメラだ、と直感的に思ったのは、この店にきてから、仕事の一いつ環かんとして防犯カメラの画像を定期的にチェックしているからだ。

　男はやや下方から、カメラを見み据すえて微笑ほほえんでいるように見えた。

　すらりと鼻筋の通った、端整な顔立ちをしている。眦まなじりの切れ上がった一ひと重え瞼まぶたの目は涼すずしげで、微笑み一つで女性を虜とりこにしてしまいそうな華はなやかさがある。蘭と同じような中折れ帽ぼうとスーツ姿だが、よく似合っていた。

　それでいて、卯壬はこの男が怖こわいと思った。じっと、迷いなくこちらを見据える目が怖い。

「写真は帽子を被かぶっていてわからないが、彼も獣じゆう人じんだ。狼おおかみだよ。中身は蛇へびみたいな男だが」

　歌うように軽い口調で蘭は言った。その口ぶりからして、武剣という男をよく知っているようだ。

「この男の顔を覚えておいてくれ。もしどこかで見かけたら、すぐに逃げること。関かかわり合っちゃいけない」

「マフィア、ですか？」

「いや。マフィアでもヤクザでもない。無関係でもないが。こいつみたいなのも、半グレっていうのかねえ。組織には属してないが、マフィアと同じくらい無法で危険な男だよ。人を殺してこの街を出て、ヤクザやマフィアと仕事をしながら、国内を転々としていたと聞いた。何年か前、ヤクザとの交こう渉しようでヘタを打って国外逃とう亡ぼうしたんだ。……そうか、帰ってきたか」

　最後のつぶやきは、どこか懐なつかしげに聞こえた。卯壬は蘭とこの男との関係が気になったが、聞けないままじっと画像を見つめる。

　それから、あることに気がついた。

「……この画像、うち……阿良々木堂ですか」

「おや、よく気づいたね。そうだよ。これはうちの防犯カメラの映像だ」

　卯壬の指摘に、蘭は大おお袈げ裟さに驚いてみせた。

　大写しになった武剣の後ろに、ちらりと模様が映りこんでいる。一階の店に据すえられたキャビネットの飾かざり細工によく似ていた。キャビネットが映る位置にカメラがあることも知っている。そう告げると、蘭は小さな子供を褒ほめる時のように目を細めた。

「その通り。十年前まで、うちの玄げん関かんロックは虹こう彩さい認にん証しようではなく、暗証番号だったんだ。それも長年同じ番号のままってんだから、押し入ってくれって言ってるようなもんさ」

　皮肉っぽい口調からして、それを設定したのは蘭ではなく先代店主だろう。

「剣は昔この店にいたから、番号を知る機会があった」

「その人は、ここの従業員だったんですか？」

　蘭はその問いに、すぐには答えず笑みを深くした。卯壬は自分の過あやまちに気づく。

　もし従業員だったなら、店の暗証番号を「知る機会があった」とは言わない。出入りをするのだから、知っていて当然なのだ。

「従業員なんかじゃないよ。武剣はここの売り物だったんだ」

　えっ、と喉のどから出た自分の声が掠かすれていた。不意に、地下の飼育室を思い出したからだ。

　四畳じよう半はんほどの小部屋。天てん井じようが高く、犬や猫ねこを飼うケージにしては広すぎる。便所のような排はい泄せつ溝こうがぽっかり空いていて、まるで刑けい務む所しよのようだと思った。

「まさか……」

「先代はえげつない商売をしていたって、言っただろう？　昔々はこの地下室で、獣人を飼っていたんだよ。ただ飼うだけじゃない、繁はん殖しよくもやっていた。剣は獣人のアルファでね。オメガの獣人と交配させて子供を産ませるための種馬を、長年やっていた」

　毎日掃そう除じをしていた、あの地下室。あそこにかつて、獣人たちが閉じ込められていたのだ。繁殖し、売買されるために。

　卯壬は動どう揺ようを隠かくすためにお茶を飲もうとして、やめた。手が震ふるえてうまく持てそうにない。蘭はそれに、気の毒がるような目を向けた。

「十年前……その時にはもう、彼はこの店を出ていたんだけどね。昼の日中、私の留守中にあの男はここにやってきて、先代の店主を殺した」

　タブレットの中の画像は、その時のものだよ。

　そう聞いて、卯壬の身体からだはぶるっとひとりでに震えた。










　蘭が阿良々木堂に来たのは十二歳の時で、その時すでに武剣は店を出ていたのだそうだ。

「私が来る一年ほど前かな。店から逃げ出したんだそうだよ。そりゃ、あんな狭せまい部屋に飼い殺しにされてりゃ、逃げたくもなるわな」

　吐はき捨てるように、蘭は言った。彼が獣人の繁殖や売買を嫌けん悪おしていることがわかって、卯壬はホッとする。

　剣は精通が始まったばかりの頃ころに売られてきて、それからずっと、あの地下室で繁殖のための交配をさせられていたのだという。

　彼は、種馬として非常に優ゆう秀しゆうだったのだそうだ。何度でも種付けできるし、武剣と交わったオメガは高確率でアルファの子供を産んだ。

　それで彼は、他ほかの獣人のように売られることなく、長いこと地下に留め置かれていたらしい。

　売られても売られなくても、地下室の獣人にとっては地じ獄ごくだっただろう。

「店から逃げた時、彼にはある程度、外に出る自由があったようだがね。それでも遊女と同じで、禁龍門からは出られなかったんじゃないかな」

　地下から出る時も、もちろん一人ではなかった。せいぜい、先代の目の届く場所までの自由だろう。

　しかし、逃げたところで、学校にもろくに行ったことがない、無一文の獣人がそう簡単に生きていけるはずがない。

「それでも剣は逃げた。もう耐たえきれなかったんだろう。逃げた先が武先生のところだった。あのお方は、禁龍門の顔役だからね。ここの獣人売買も快く思っていなかった。その辺のことは、剣もわかっていたんじゃないかな」

　先生は任にん俠きようを重んじるお人なんだよ、と言う。

「任俠」

　物々しい言葉だ。怪け訝げんな顔をする卯壬に、蘭は呆あきれた顔をした。

「まさかまだ、武先生がただの中ちゆう華か料理屋の店主だと思ってる？　マフィアだよ。華か僑きようマフィアのボス」

　それも、日本の華僑マフィアを束ねる存在だと聞いて、卯壬は耳がピンと立つほどびっくりした。とてもそんなふうには見えないからだ。

「もっとも、マフィアだボスだって言われるのを本人は嫌いやがってるけどね。汚よごれ仕事をするのも下々の連中だから、見てくれは吞のん気きな爺じいさんだけども。それにしたってお前、ただの中華料理屋に、あんな屈くつ強きようなお兄さん方がゾロゾロ住み込んでるわけないだろう」

　してみれば、九福楼にいる若い衆はマフィアの構成員というわけだ。そして蘭は、そんな人たちと仲良く麻マー雀ジヤンに興じたり、酒を酌くみ交かわしている。

「それはともかく、剣のことは武先生が間に入って、丸く収めたんだそうだ」

　武剣は……当時はただの剣だったそうだが、武先生の預かりになった。阿良々木堂の先代も、禁龍門の顔役、華僑マフィアのボスには逆らえない。

　剣は武剣と名乗るようになり、武先生のところで下働きのようなことをしていたようだ。マフィアの準構成員といったところだろうか。

　そのうち武剣は、個人で仕事をするようになった。何の商売なのか蘭も詳くわしくは知らなかったが、まっとうな取り引きでないことは確かだ。

「正式に武先生の下につくこともできたはずだが、群れるのを嫌がっていた。文字通り、一いつ匹ぴき狼おおかみってやつだね」

　頭のいい男で、一人でマフィアやヤクザたちの間を渡わたり歩きながらも、武先生の顔を立てることも忘れなかった。

　阿良々木堂から逃にげ延びて十余年、そうやってことを荒あら立だてずに生きてきた。

「ところが十年前、何を思ったのか古巣に押し込んで、店主を殺して逃げたんだ。人殺しなんてこの街じゃ問題にもならないが、武剣と阿良々木堂の間に立った武先生の顔に、泥どろを塗ぬったことになる。それで剣は、禁龍門にいられなくなったんだよ」

　武先生は面めん目ぼくを潰つぶされたことになる。これがマフィア同士のいざこざだったら、武先生もただではすまさなかっただろう。

　けれど、間に立ったと言っても四半世紀近く前のことだし、ご近所の揉もめ事を仲ちゆう裁さいしてやったくらいのものだ。先生も、禁龍門を出た武剣を追い立てて咎とがめることはしなかった。

　武剣はその後しばらく、国内を転々としつつ、怪あやしげな商売を続けていたそうだが、数年前にヘタを打って海外に逃亡した。

「ほとぼりが冷めたんで、また日本に戻もどって商売をしようと思ったのか。それとも何か用があって戻ってきたのかわからないが。剣はとにかく、この店を憎にくんでる。跡あと継つぎの私のことも憎んでるだろうね」

「そんな。だって、蘭さんが彼に何かしたわけじゃないのに」

　先代の死後、自分の代になってすぐ、獣じゆう人じんの売買はやめたと言っていた。蘭自身、先代の商売を良く思っていなかったのだ。憎まれる筋合いはないだろうに。

「いいや。あの男は私が憎いはずだよ。妬ねたんでると言ったほうが正しいかもしれないが。何にせよ、用心に越こしたことはない。剣は同じ獣人のお前に危害を加えることはないだろうが、とにかくこいつが現れたらすぐ逃げるように」

　それから卯壬は、蘭が外出するたびにハラハラするようになった。

　ちゃんと無事に帰ってくるだろうか、出かけた先であの男が待ち伏ぶせていて、殺されてしまったりしないだろうか。

　心配でたまらず、蘭が帰宅するまでどんなに遅おそくなっても起きているようになった。寝ね不ぶ足そくでフラフラする卯壬を見て、蘭は「心配しすぎだ」と逆に呆れていた。

「気を付けろって言ったのは、お前の身の回りだ。それだってそう、過か敏びんになることはない。私のことは心配してもらうまでもないね。物ぶつ騒そうだってんなら、そもそもこの街にいること以上の物騒はないんだから」

　そうは言っても心配で、やっぱり寝不足な日々は続いた。

「お前がそんなんだと、武先生のところに飲みにもいけないじゃないか」

　蘭は文句を垂れていたが、心配する卯壬のために、遊びに行く回数を減らしてくれていたらしい。武先生のところの若い衆が、若わか旦だん那なはとんと遊びに来ないが具合でも悪いのかと店まで聞きに来たくらいだ。

　こんな従業員の寝不足なんか気にしなくていいのに、申し訳なく思いつつ、気き遣づかってくれるのが嬉うれしかった。

　それから何事もなく、一ひと月つきが経たった。卯壬はちょっと安心して、蘭が帰ってくるまで起きて待っているのをやめた。

　さらにもう一月経ったがやはり何もなくて、その頃にはもう卯壬はすっかり安心していた。

　考えてみれば、武剣が先代を殺して禁龍門を出てから、国外逃亡するまで数年あったのだ。蘭を憎んで危害を加えるつもりなら、その数年の間に何かしていただろう。

　日本に戻ってきたからといって、今さら蘭を突つけ狙ねらう理由もないのかもしれない。

「垂れ耳ちゃん、心しん配ぱい性しようはやめたのかね」

　夜よる遅おそくに帰ってきても、卯壬がハラハラオロオロしなくなったのを見て、蘭がからかってくる。

「ちょっと落ち着いたんです。でも心配はしてます。武剣のことだけじゃなく、他にもいろいろ」

「他に何かあったかね」

「蘭さんがお酒を飲みすぎることとか」

　その日も九福楼の若い衆と飲んで遅く帰ってきた蘭に、卯壬は熱いお茶を淹いれながらも、ちくりと嫌いや味みを言った。

　阿良々木堂に来て、三か月が経っていた。

　最初は怯おびえたり遠えん慮りよするばかりだった卯壬も、この頃ごろは主人に嫌味を言えるまでになっている。変わるものだと我ながら感心するが、それもこれも蘭がよくしてくれるからだ。

　毎日が穏おだやかで、かつて生きることに疲つかれていたのが信じられないくらい、今は楽しい。

　休みの日でも出歩く時間は限られているし、店は相変わらず暇ひまだけど、それにも慣れた。

　地下室の大おお掃そう除じもほとんど終わって、今はその清潔さを保つためのルーティンワークに移っている。

　三度目のお給料をもらって、蓄たくわえも増えた。そうすると気持ちにもだいぶんゆとりが出てきて、卯壬は最近、空いた時間に勉強をしている。

　高校を中退してしまったから、高卒認にん定てい試験を受けたいと考えていた。

　通信制の高校に通うことも考えたが、いつまでここにいられるかわからないし、また中退、なんて事態は避さけたい。

　そこでとりあえず、認定試験の教材を取り寄せて勉強をしているのだった。

　いつまでここにいられるのだろう。

（この先もずっと、ここに置いてもらえますか）

　何度となく尋たずねようとしたけど、勇気が出なかった。曖あい昧まいに濁にごされたり、否定の言葉が返ってくるのが怖こわかったからだ。

　それがいつかはわからないが、覚かく悟ごはしておく。突とつ然ぜん、悲しいことがあっても傷つかないように。

　しかし、ともすればそんな消極的で後ろ向きな決意を忘れてしまうくらい、毎日が何事もなく過ぎている。

「卯壬は、明日は休みだったね。街の外に出かけるんだったか」

　ダイニングテーブルで酔よい覚ましのお茶を飲みつつ、壁かべにかかったカレンダーを眺ながめて蘭が言った。

「あ、はい。久しぶりに買い物に行こうかと」

　それは発情抑よく制せい剤ざいをもらいに病院へ行くための口実だったが、蓄えもできたし、ついでにデパートに寄って、身の回りのものをもう少し買い揃そろえておこうと思っていた。

「なるべく早く帰ってきます」

　卯壬が外出するので、明日は一日、蘭は家にいる予定だ。一いつ緒しよに晩ごはんが食べられる。

　内心それを期待しての言葉だったが、蘭は「気にしなくていいよ、そんなの」と、ぞんざいに手を振ふった。

「たまの外出なんだ。時間は気にせず楽しんでおいで」

「ありがとうございます。でも蘭さん、放っておくとろくな食事をしませんし」

　蘭は卯壬が休みなどでいなくなると、途と端たんに食事に構わなくなる。

　仕事の接待で有名なレストランに頻ひん繁ぱんに行くし、美味おいしいものはいっぱい知っているくせに、自分から積極的に食事を楽しむことをしない。

　卯壬が休みの日は、蘭の世話はしなくていいことになっているのだが、黙だまって見ていると酒ばかり飲んでいたり、カップ麵めんも何だか面めん倒どうだからと、つまみのナッツをボリボリ齧かじって食事代わりにしたりする。

　作り置きの総菜が冷蔵庫に入っているのだから、皿によそうか温めて食べればいいだけなのだが、それも面倒だという。

　それでは、とバナナなどのそのまま食べられる果物類を置いておいたら、「それを食べる気分じゃない」と手を付けてくれない。

　食べる気分ではないけれど、卯壬が皮を剝むいて器うつわに盛っておいたものなら、素す直なおに食べてくれたりする。

　なかなかどうして、阿良々木堂の店主はわがままなのだ。

「お酒も多いので、もう少し身体からだのことも気をつけて……いたっ」

　言葉の途と中ちゆうで、おでこをピン、と軽く弾はじかれた。卯壬は声を上げて額を押さえる。蘭は意地悪そうな笑えみを浮うかべた。

「うちの垂れ耳は最近、口うるさいねえ。小こ舅じゆうとみたいだ」

「ひっ、ひどい」

　涙なみだ目めになって抗こう議ぎすると、蘭はなおも楽しそうに笑う。

　出会った当初は優やさしいだけだったのに、この頃だんだん本性を現しはじめた。

　蘭は前よりあけすけに話すようになったし、卯壬もそうだ。以前は雇こ用よう主に小言を言うなんて、到とう底てい考えられなかった。いつだってビクビクしていたのに。

　そうして卯壬が生意気な口をきくと、デコピンされたり、ぐりぐり頭を撫なでられたりする。

　それは嫌いやではなくて、むしろ嬉しかった。お父さんやお母さん以外に、卯壬にこんなふうに触ふれてくれる人は、今までいなかったから。

「うちのことはいいから、楽しんでおいで。もし帰りが遅くなるようなら、迎むかえにいくから。その時は必ず連れん絡らくすること。遠慮して一人で戻ってくるんじゃないよ。危ないからね」

　優しく微笑ほほえまれて、心がふんわり膨ふくらんだ。

「はい。ありがとうございます」

　蘭のことを考える時、身体の奥がむずむずくすぐったい気持ちになる。何気なく触れられた部分がじわっと熱くなった。

　どうしてだろう、とは考えない。その感情に名前や理由がついたからといって、蘭との関係が変わることはないからだ。

　自分の心の変化に、見て見ぬふりをする。ただ蘭といて嬉しい気持ち、楽しい思いだけを大事にするつもりだった。

　翌日は朝からよく晴れていた。まだ寝ねているらしい蘭のためにサンドイッチを作り、ラップをかけてダイニングテーブルに置いておく。

　店を出て、決められた道を歩いて禁龍門を出た。ここにきて三か月、禁龍門の通りを歩いても、最初の頃ころほど緊きん張ちようしなくなった。

　電車を乗り継ついで、かかりつけの病院へ行く。頻繁に通院しなくてもいいように、三か月分の薬をもらった。リュックに薬を詰つめて電車に乗り、横浜駅で降りる時にはちょうど、昼ご飯の時間になっていた。

　駅ビルのショッピングセンターで少し迷った後、思い切ってレストランフロアへ向かった。

　何日も前から、ネットでお昼を食べるお店を検けん索さくしておいたのだ。

（デパートのレストランなんて、何年ぶりだろう）

　お母さんたちが生きていた頃以来で、一人で入るのは初めてだ。

　数か月前までは、自分がこんなふうに外食ができるようになるなんて、思ってもみなかった。ぜんぶ蘭のおかげだ。

（蘭さん、どうしてるかなあ）

　とろりとした半熟オムライスの美味しさを堪たん能のうしながら、蘭に思いを馳はせる。

　そろそろ起きただろうか。ちゃんとご飯を食べているといいけど。

　そこで、昨日の「うちの垂れ耳」という甘いフレーズを反はん芻すうして、にまにましそうになった。

　ご飯を食べて店を出ると、今度は同じ駅の別のデパートへ向かう。

　今日は新しいリュックを買うつもりだった。今、卯壬が背負っているリュックは中学に入る時に買ったものだ。容量は大きいのだが、安いナイロン素材なので破れやすく、繕つくろいながら使っていた。

　今度はもう少し丈じよう夫ぶで長持ちしそうな、そしてできればおしゃれなのが欲しい。

　しかし、リュックを扱あつかう店を一通り回ってみたものの、手ごろな値段のものがない。いいな、と思うものはどれも予算をオーバーしていた。

（まあいいか。これもまだ使えるし）

　鞄かばん探しはひとまず諦あきらめることにして、他ほかの店を見て回った。雑貨屋で新しいハンカチと、書店で本を一冊購こう入にゆうする。

　デパートを出て帰路につく頃には、久しぶりの人ごみですっかりくたびれていたが、心地ここちよい充じゆう足そく感があった。今日はとても充実した一日だった。

　禁龍門の最も寄より駅である横浜中華街駅に着いたのは、午後四時だった。この季節はまだ日が明るいけれど、一人で歩けるギリギリの時間だ。

　時刻を確認し、駅前の通りを早足で歩き出した。

　禁龍門の牌はい楼ろうが見えてきたその時、後ろから一台のタクシーが滑すべりこんできて、卯壬のわずか前方で停とまった。

　一いつ瞬しゆん、緊張したが、車がタクシーだとわかって警けい戒かいを解く。

　しかし、その脇わきを通り過ぎようとした瞬間、後部座席が開いて腕うでが伸のびてきた。

　えっ、と驚おどろいた時にはもう、卯壬は車内に引きずり込まれていた。

「出してくれ」

　男の声が言い、ドアが閉まって車が走り出す。時間にしてほんの数秒のことだ。

　卯壬は必死にもがいて、自分を拘こう束そくする腕から抜ぬけ出したが、その頃にはもう、車はじゅうぶんに速度を上げていた。

　拉ら致ちされた。どうして。本当に？

　あまりに突然のことで頭が回らない。呆ぼう然ぜんとしながら、自分を連れ去った男を見る。そしてさらに驚きよう愕がくした。

「ウー……ジエン」

　阿良々木堂の先代を殺害した男。蘭から見せられた写真よりいくぶん老けてはいたが、あの男だった。

「初めまして、桜卯壬君」

　男は言い、ニタリと笑った。










「その様子だと、自己紹しよう介かいは必要ないみたいだな」

　武剣は写真と違ちがって帽ぼう子しを被かぶっておらず、狼おおかみらしい尖とがった耳が頭から出ていた。細身の長身を濃のう紺こんのスーツに包み、ゆったりと車のシートに納まる姿は、とても殺人犯には見えない。

　タクシーは山下公園を横目に通り過ぎ、山下ふ頭へ入っていった。港こう湾わんとして機能が完全に停止して久しいというその界かい隈わいは、コンクリートの地面のあちこちから雑草が伸びている。

　打ち捨てられたタンカートラックの横には、不法投とう棄きらしいゴミがうずたかく積まれていた。

　タクシーは山下公園が見える駐ちゆう車しや場の一角で停まり、エンジンを切った。運転手が無言で車を降り、武剣はそれに一万円札を数枚渡わたしていた。

「俺なんか拉致しても、蘭さんには意味ないですよ」

　運転席から人がいなくなると、ようやく声を出す勇気が湧わいてきた。卯壬が睨にらむと、武剣は酷こく薄はくそうな笑みを浮かべる。

「拉致したつもりはない。ちょっと君と話がしたかっただけだ。用が済んだら、ちゃんと蘭志連のところに帰してあげるよ。俺の話を聞いてもまだ、あそこに戻もどりたいと思えば……だが」

　意味深な言葉だ。いったい自分に、何の話があるというのだろう。

　できるだけ男から距きよ離りを取りたくて、ドアに身体を擦こすりつけるように端はしに寄った。ロックはかかっているが、手で開けられそうだ。

「ロックを外すより早く、君の片耳を切り落とせるからね」

　卯壬の内心に気づいたのか、牽けん制せいするように言う。言葉だけではない。武剣の手にはいつの間にか、ナイフが握にぎられていた。

「君の垂れ耳は、阿良々木堂の先代の首より柔やわらかいだろう？」

　愛あい想そのいい笑いと物ぶつ騒そうな言葉に、耳がぷるぷる震ふるえた。弱みを見られたくなくて、ぎゅっと耳を押さえると、男は脅おどしの結果に満足した様子でナイフをズボンのポケットにしまった。

「桜卯壬君。君はあの店の従業員、ということになってるらしいね」

　この男はすでに、卯壬のことを知っている。いつの間に調べたのだろう。

　武先生がこの男のことを告げに来た時は、まだ禁龍門には現れていないと言っていた。武先生の配下はどこにでもいるというから、彼が街に姿を見せたら、すぐ武先生の耳に入るはずだ。

　とはいえ、卯壬も滅めつ多たにないこととはいえ、これまでにも何度か街の外に出かけている。最初に新宿で荷物持ちをした以外にも三度ほど、蘭に言われて仕事に同行した。

　やっぱり荷物持ちだったり、喫きつ茶さ店てんで待っている客に伝言をするだけの連れん絡らく係だったりしたが、蘭は卯壬のことを聞かれるたびに「うちの丁稚でつちだ」と紹介していた。そういうところから、情報が流れたのだろうか。

「そう震えなくてもいい。話が終わるまで逃にげなければ、危害を加えない。俺も同どう胞ほうを傷つけたくはない」

「同胞？　俺は兎うさぎで、あなたは狼ですけど」

　怯おびえていると悟さとられたのが悔くやしくて、虚きよ勢せいを張って相手を睨む。その時ふと、この車内がとても心地よい香かおりに包まれているのに気づいた。

　攫さらわれた時は頭が混乱していて、今の今まで気づかなかった。車内は……いや、この男からひどくいい香りがする。

　トクン、と心臓が大きく跳はねたような気がした。身体からだの奥に、覚えのある疼うずきが走る。

　それは発情期の熱に似ていた。

（そういえばこの人、アルファだっけ。でも発情期はまだだし、薬も定期的に飲んでる）

　この三か月、蘭と一いつ緒しよに暮らしていたが、発情期でも何も問題はなかった。薬はよく効いていて、その時期特有の身体の火ほ照てりや疼きもほとんど感じなかったのに。

　気のせいだ、と思うことにした。げんに武剣のほうは、卯壬のオメガの香りを感じ取っていないように見える。

「虐しいたげられた獣じゆう人じん、という意味では同胞だ。君は蘭志連から、あの店で何が行われていたか聞いていないのかな」

「それは……聞いています。あなたのことも」

　卯壬は思わず視線を逸そらしてしまった。あの地下室。蘭から話を聞いてからは余計に、荒あれているのが放っておけなくて、隅すみ々ずみまで磨みがいた。あの場所に閉じ込められていた獣人たちの名残なごりがどこかにありはしないかと、怖こわくなったのだ。

　武剣もあそこにいた。長いこと家か畜ちくのように飼われていた。先代店主のしたことを考えると、この男をただの殺人者だと言い切るのにはためらいがある。

「なるほど。それで君はなぜ、あの店にいるんだ？　志連の代になって獣人のブリーディングはやめたが、未いまだに違い法ほうな生体販はん売ばいを行っている。それも知っているよね？　君はまったくの堅かた気ぎだろうに、禁龍門にいる理由はなんだ」

　それはまったく、まっとうな質問だった。禁龍門出身の殺人犯からもたらされたのが皮肉だが。

「もちろん、お金のためです。俺は身寄りがなくて中卒で、今までいろんな場所で働いたけど、お給料は低くて食べていくのがやっとでした。ちょっとしたことでいじめられて、殴なぐられたりするし。でも蘭さんはそんなことしません。じゅうぶんなお給料をくれて、衣食住まで与あたえてくれます」

　禁龍門だって、用心していればそう怖いことはない。いや、たとえ怖いことがあっても、前の暮らしに戻るよりはましだ。

　寝ねる間もなく働かされ、暴力や暴言に怯え、薬も満足に買えなくて、発情期に怯える生活。過去の暮らしを思い出すと、未だに心がひりひりする。

「なるほど。じゃあ、まとまった金とまともな働き口さえあれば、君があの店にいる理由はないってことだな」

　武剣が、こちらの反応を窺うかがうように顔を近づける。心地ここちよい香りが鼻先をくすぐって、卯壬はふいと顔をそむけた。

　身体の奥にある熱が、じわりと広がる。

「俺が君に、それを与えてやろう」

「え……」

　思わず相手を見た。男はもう笑ってはいなかった。憐あわれむような、心配するような目をして卯壬を見つめている。

「人殺しが何を言うのかって？　これでも顔は広いんだよ。獣人を差別しない、まっとうで安定した職を紹介しよう。もちろん、禁龍門以外でね」

「そんなの……」

「信用できない？　だがあのまま店にいたら、君はそのうちどこかに売り飛ばされてしまうよ。地下室にいた俺の同胞たちみたいに」

　卯壬が驚おどろいて目を見開くと、武剣はまた酷薄そうな笑えみをたたえた。

「まさか、本当にただの従業員として雇やとわれていると思っていた？　そんなわけないだろう。蘭志連は何度か、君を街の外に連れ出しているね。あれは何のためだと思う？　君に何と言ったか知らないが、本当はお披ひ露ろ目めのためだよ」

「お披露目？」

「君という商品を囲っていることを、好こう事ず家かたちに知らせるためだ。君を着き飾かざらせて、取り引き相手の前に出す。彼らがほうぼうに情報を流してくれる」

　最初に新宿に荷物持ちとして行った時、蘭はスーツを買ってくれた。制服みたいなものだと言って、高い靴くつも揃そろえてくれた。

　それから蘭の仕事についていく時は、買ってもらったスーツで出かけた。蘭も褒ほめてくれた。

「でも俺なんか……売ってもしょうがないし」

　ただの白兎だ。お金をかけても価値なんか出ない。身体を売ろうとした時だって、大した値段にならなかった。

「価値はあるよ。因いな幡ばの白兎」

　またその言葉だ。いったいどういう意味なのだろう。尋たずねる勇気がなくて黙だまっていると、武剣は可哀かわい想そうなものを見る目で、卯壬の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「因幡の白兎は、一いつ般ぱんにあまり知られていないというか、政府の情報統制がかけられている。昔、希少種だと知った無法者たちに乱らん獲かくされたことがあったから。ずっと昔の話だけど」

　まだ獣人と人間が不平等だった頃ころ、百年以上昔の話だという。

「白兎の多くはアルビノ種なんだ。色素が薄うすくて、瞳の色が赤い。因幡の白兎っていうのは、瞳の黒い白兎を指す。日本の固有種で、普ふ通つうの白兎とは別の種なんだよ」

　初めて聞く話だった。兎の中にもさまざまな色の髪かみと瞳の獣人がいる。卯壬はたまたま、白い髪に黒い瞳なのだと思っていた。

「初耳だろう？　因幡の白兎は、都市伝説級の希少種だからね。けど、ただ目が黒いってだけでは誰だれも珍ちん重ちようしない。面おも白しろいのは、この種がみんなオメガだってことだ」

　心臓がまた、大きく跳ねた。背中に冷たい汗あせが伝う。武剣から目が離はなせなかった。

（オメガ……俺がオメガだってバレてる。蘭さんも、知ってる？）

　ドキドキと心臓の音がうるさくて、うまく思考がまとまらない。

「全員がオメガで、しかもアルファとの交配の際、高確率でアルファを産む。ベータが生まれた例はない。ごくまれにオメガが生まれるが、その場合はみんな、黒い目をした白兎だと言われている」

　獣人が異なる種族と交配した際、その子供はどちらかの特とく徴ちようを持って生まれる。狼おおかみと兎が交配したら、生まれる子供は狼か兎。確率的には小型種の方の遺伝子を持って生まれることが多い。両方の特徴を持つことはまずない。

「カラーコンタクトをしている赤い目の白兎もいるし、黒い瞳をした白兎に見えて、毛のどこかに色が入った『ブチ』もいる。彼らはベータだ。売買する価値はない。でも君はオメガだね。そうでなければ、蘭志連が大事に囲うはずがない」

　それまで冷静に話していた武剣が、言葉の途中で突然、何かに気づいたようにハッとした。それが何なのか、混乱している卯壬にはわからない。

　卯壬を覗き込むように身を乗り出していた男は、距きよ離りを取るように深く座り直した。

「蘭志連という男はね、どういうわけかオメガの見分けがつくんだ。発情期の香りなんてしなくても、ベータに紛まぎれたオメガを探し出す。先代からその目め利ききを高く評価されていた」

　蘭は、卯壬がオメガだと最初から気づいていた。親切心なんかじゃない。自分の境きよう遇ぐうに重ねたわけでもない。

　卯壬が希少なオメガ、売り物になるから拾ったのだ。

　ショックだった。蘭に裏切られたからではない。傷ついている自分に驚いていた。

　蘭に何か魂こん胆たんがあることは、薄うす々うすわかっていたはずだ。この生活は長くは続かない。平和で幸せな時間が長かったぶん、今までよりもっと悲しいことがあるかもしれない。

　覚かく悟ごをしていたはずなのに、蘭の魂胆を知って傷ついている。

「君をしかるべき相手に売ったら、ひと財産になるだろう」

　可哀想に、とでもいうような声こわ音ねで男は言った。

「あなたはそれを、横取りするつもりですか」

「いいや。俺は同どう胞ほうを売ったりしない。相手がオメガなら、なおさら」

　武剣は言って、卯壬から顔をそむけた。男が動くたびにふわりと甘い匂においが香かおる。

　身体からだが熱い。じわじわと熱が侵しん食しよく範はん囲いを広げていく。酒に酔よっぱらった時のように、頭がぼんやりしてうまく働かない。

（なんで、こんな）

　発情期に似ている。でも、今はその時期ではないはずなのに。

　武剣も気づいているのだろうか。彼は先ほどとは違ちがい、卯壬を遠ざけるような体勢を取りながら、早口に言った。鼻と口元に手を当てている。

「だが蘭志連は違う。彼はいずれ君を売るつもりだ。すぐに売らないのは、焦じらして価値を上げるつもりかもしれないな。獣人の売買をやめてからは地味な商売をしていたが、ここで大きく儲もうけるつもりだろう」

　男はそこで、ちらりと卯壬を横目で見た。

「あまり驚いてないな。蘭志連が優やさしい店主じゃないと知っていたのか？」

「何かあるだろうとは思ってました。でも、別に構わないです。蘭さんには、死んでもおかしくないところを助けてもらったから」

　それだけで十分だ。もともと期待なんてしていなかった。でも、そんなふうに思っていたことを忘れるくらい、蘭はじゅうぶんに安らぎをくれた。

「可哀想に」

　武剣は、思わず、というように言った。彼は卯壬から顔をそむけたまま、車の前方を見ていたが、その目は悲しみに満ちている。

「獣じゆう人じんだから、不ふ遇ぐうでも仕方がないと思うのか？　まっとうな機会さえあれば、獣人だって幸せに暮らしていける。俺は君に、それを与えることができる。俺の願いをかなえてくれたら」

　聞きたくない。卯壬は咄とつ嗟さに耳をふさいだ。

　これ以上、何も知りたくない。知らないままでいれば、あともう少しは蘭のそばにいられる。

　垂れ耳ちゃん、という蘭の甘い声を思い出して、胸が苦しくなった。

「聞くんだ」

　耳に当てた手を摑つかまれた。その拍ひよう子しに大きく息を吸いこんで、彼の甘い匂いをいっぱいに嗅かいでしまった。

「……っ」

　触ふれられた場所から、まるで神経毒でも刺さされたかのように熱と甘い興奮が広がっていく。

「や……」

　耳が震ふるえた。自分は確かに、性的興奮を覚えている。発情期でもないのに、唐とう突とつに。

　こんなことは初めてだった。なぜ発情しているのか。獣人のアルファとオメガだから？

　卯壬がぶるりと身を震わせて熱い息いきを吐はくと、武剣は何かを堪こらえるように顔をしかめ、視線を外した。男の手も温度が上がっている。オメガの発情に触しよく発はつされて、武剣も発情している。それでも彼は、手を離さなかった。

「蘭志連の手帳を知っているか」

　知りません、と首を横に振ふる。蘭が手帳を付けているところなど、見たことがない。

「先代から引き継ついだ店のデータだ。ただの顧こ客きやく情報や売買記録じゃない。先代しか知らない顧客の裏の情報や、商品の行く先、または顧客の弱みなんかがしたためられている」

　卯壬は記き憶おくをたぐってみたが、見たことはない。そもそも、蘭がそんな大事なものを卯壬に見せるはずがなかった。

「蘭志連は、先代からそれをそっくり受け継いだはずだ。以前は服のポケットに入るくらいの古びた手帳だった。蘭志連は別の形で保存しているかもしれない」

　武剣の顔は、熱に浮うかされたようだった。卯壬もきっと、同じような顔をしているだろう。早く立ち去らないと危険だ。先ほどから下半身がじくじくと疼うずいている。

　武剣も苦しいはずだろうに、それよりも話をすることのほうが大切なようだった。卯壬を見つめながら、別の遠い場所を見ている。　>>>♥

「先代……あのジジイは、どんなに痛めつけても口を割らなかった。手帳のデータはまだ、あの店の中にある」

「そんなこと言われても」

「君だって、むざむざ売り飛ばされたくはないだろう？　売られた先にあるのは地じ獄ごくだぞ。何度も犯おかされて、身体がボロボロになるまで子供を産まされる。使い物にならなくなったら、廃はい棄き処分だ」

　脅おどしではなく、男は必死だった。地獄だ、と言う。実感がこもっていて怖こわい。彼はそれを見てきたのだ。

　卯壬は相手を見つめながら、後ろ手にそっとドアのロックをまさぐった。早くこの場から立ち去りたい。

　身体にはすでに、ごまかしようもないほど発情の兆きざしが現れていた。ふと気を緩ゆるめれば、目の前の雄おすに身をゆだねてしまいたくなる。

「もしもデータを見つけてくれたら、二千万払はらう。蘭志連に見つからないように逃にがした先で、まっとうな仕事も紹しよう介かいする。蘭志連は君に甘い。君をみくびっているのか、はたまた情が湧わいているのかわからないが。商品だと思っているのに矛む盾じゆんして聞こえるかもしれない。でも事実、君には油断している」

　だから君にしか頼たのめない。武剣は縋すがるような目をしていた。

「俺はそのデータが欲しい。何としてもほしい。手に入れなくてはならない」

　どうして、という言葉は掠かすれていて、うまく声にならなかった。なぜそこまでして手に入れたいのだろう。

「俺は、子供たちの行方ゆくえを捜さがしている」

　卯壬の声にならない疑問に気づいて、武剣は答えた。

　阿良々木堂で生まれた、無理やりに作らされた武剣の子供たちだ。

「十年前、一人の子供の行方を偶ぐう然ぜん知った」

　それが終わりで始まりだった。阿良々木堂から逃げ出した武剣は、武先生の庇ひ護ごの下もと、過去を忘れてそれなりに暮らしていた。

　店主に対して憎にくしみや怒いかりがないわけではない。自分が逃げた後も、地下室にはまだ獣人たちが飼われている。

　彼らを思うこともあったが、あの頃ころは自分が生きていくのに精いっぱいだった。

　けれどある時、知ってしまった。自分の子供が、売られた先でどんな末路を迎むかえたのか。

「憎しみと怒りで、目の前が真っ暗になった。そんなに激しい感情があるなんて、自分でも驚おどろいたよ。だってその時まで、子供の顔も名前も、性別さえ知らなかった。相手のオメガが孕はらんだのかどうかさえ知らされなかったんだから」

　一度覚えた憎しみと怒りは収まらなかった。

　だから武剣は店主を殺した。同時に手帳の情報を得ようとしたが、最後まで口を割らずに死んでしまった。

　それから十年、あらゆる手を使って子供たちを捜し続けた。何人かは捜し出すことができたが、すべてではない。自分に何人子供がいたのかも、まだわかっていないのだ。

「手帳の情報さえあれば、全員を捜すことができる」

　武剣が阿良々木堂を離はなれて、長い年月が経たっている。子供たちは死んでいるのか生きているのか。それだけでも知りたい。

　知らなければならないのだと、武剣は言う。その目は深い空くう洞どうみたいに真っ暗だった。

　それが怖くて悲しい。見ていられなくて、卯壬は目をそむけた。密ひそかに動かしていた指先が、ドアのロックを探さぐり当てる。

　カツン、とロックの外れる音が大きく響ひびく。一いつ瞬しゆん、武剣の手が卯壬の腕うでを摑もうとしたが、思い直したように留まってぎゅっと握にぎりこまれた。

　卯壬が武剣を見ながら恐おそる恐るドアを開けると、行け、というように目配せする。

　急いで車を降りた。地面に足を着けた時、自分の身体からだがそれまでとは違ちがい、鉛なまりを含ふくんだように重くなっていることに気づく。

　ドアを開け放したまま、逃げ出した。

「また、会いにくる」

　背中に縋るような声が追いかけてきたが、振り返らなかった。

　怖い。関かかわりたくない。武剣がどれだけ大変な人生を送ってきたか、そしてその子供たちが、今も筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい境きよう遇ぐうにあるかもしれないと、頭ではわかっている。

　それでも目をそむけて逃げたいと思う自分は、薄はく情じようなのだろうか。

（早く、帰らなきゃ）

　身体が反応している。武剣の車が見えなくなるまで移動すると、物もの陰かげに隠かくれてリュックを降ろし、病院でもらったばかりの緊きん急きゆう抑よく制せい剤ざいを身体に刺した。

　通常の発情期に服用する錠じよう剤ざいではなく、皮下に打つペンタイプの注射器で、突とつ発ぱつ的な発情に備えた即そつ効こう性のある薬剤だ。

　他人の発情に巻き込まれることを想定して持たされているのだが、今回はそれとは違っていた。どちらも発情していなかったし、卯壬の発情時期でもなかった。原因はわからない。

　抑制剤を打つとすぐ、発情の熱が下がるのを感じた。しかし、完全には消えずに、身体の疼きやだるさは残ったままだ。

　緊急抑制剤を使うのは初めてで、これが異常なのかそうでないのかもわからなかった。

　どれだけ待っても、それ以上は改善しない。時計を確かく認にんすると、もう一人で歩ける時間は過ぎていた。

　遅おそくなったら連れん絡らくしろと、蘭は言ってくれた。でも今、彼を呼ぶことはできない。

　蘭は、卯壬がオメガだと気づいていて、素知らぬふりをしていた。卯壬が隠していたことをさらけ出したら、どうなるのだろう。

　態度を豹ひよう変へんさせて、あの地下室に閉じ込められるかもしれない。そのまま売り飛ばされてしまうかも。

　このまま自力で帰るには、禁龍門は危険すぎる。

　逃げ出してしまおうかと考えたが、最低限の現金しか持っていない。危ないからと、キャッシュカードや印いん鑑かんは自分の部屋に置いて出かけた。

（どうしよう。どうしよう……）

　そのうち暗くなったら、この場所も危なくなる。禁龍門に近い山下公園は、センター街や歌か舞ぶ伎き町ちようよりずっと治安が悪いのだ。

（帰りたい）

　物陰にうずくまってぽろぽろ涙なみだをこぼしながら、蘭のことを思った。

　やっぱり騙だまされていた。薄うす々うすわかっていてもショックだった。なのにまだ、彼に会いたい。あの場所に帰りたい。

「蘭さん……」

　小さく口の中でつぶやいた、その時だった。

「卯壬！」

　たった今、頭に思い描えがいていた蘭の声がした。びくっと震ふるえて応こたえられずにいると、もう一度、「卯壬」と呼ぶ声がする。

　それから、物陰で見えないはずの卯壬のところに、迷いなく近づいてくる足音が聞こえた。

　息を切らして現れた蘭の顔を見た時、胸の内に去来した複雑な感情を、何と言い表せばいいだろう。

　会いたかった。でも会いたくなかった。逃げたいのに帰りたい。

「遅くなっても連絡がないから、心配した」

　卯壬を見つけた蘭は、感情の見えない声で言った。彼が何を考えているのか、その表情からは読み取れない。

　普ふ通つうの状態ではないと、一目でわかったはずだ。でも、彼は何も言わなかった。

　いや、そもそも、どうして卯壬がここにいるとわかったのだろう。

（そうか……携けい帯たい電でん話わ）

　阿良々木堂に来てすぐ、仕事用にと新しい携帯電話を支給してもらっていた。

　最初から、逃げられないようになっていたのだ。

「発情期ではないだろうに、巻き込まれたのかい」

　立ち上がろうとしない卯壬に、冷たい声が言う。それから、何かに気づいたようにすっと目を細めた。

「剣に会ったのか」

　どうしてわかるのだろう。

「あの男の匂においがする。何をされた？」

「な、なにも……。ただ、タクシーに乗せられて。話を……」

　蘭は小さく舌打ちすると、着ていたスーツの上着を脱ぬいで頭から卯壬にかぶせた。真っ暗で前が見えなくなる。

　その身体を、蘭は米俵でも担かつぐみたいにひょい、と抱かかえ上げた。

「蘭さ……」

「もうじき暗くなる。急ぐよ。じっとしてな」

　蘭がどんな顔をしているのか、わからなかった。ただ、蘭が触ふれたそこから、一度は治まったはずの発情の熱が再び広がっていく。

　怖こわくて心細くて、かぶせられた上着の中でグスグス泣いたけれど、蘭は店に着くまで一言も言葉を発しなかった。










　阿良々木堂に戻もどると、バスルームに放り込まれた。

「他ほかの雄おすの匂いが付いてるなんて、気分が悪い」

　初めて聞くような冷たい声こわ音ねで言われ、泣きながらシャワーを浴びた。

　これから、どうなるのだろう。地下室に閉じ込められるのだろうか。

　身体は緩ゆるやかに発情したままで、それもどうすればいいのかわからない。性器は勃たち上がっていたが、こんな状じよう況きようで自じ慰いをする気にはなれなかった。

　身体をゴシゴシ擦こすって、熱いシャワーを頭から浴びたけれど、バスルームを出るのが怖くて閉じこもったままでいた。

「一生そこにいるつもりかい」

　どれくらい経ったのか。唐とう突とつにドアが開いて蘭が顔を出した。迎えに来た時は洋装だったが、今は着流しに替かわっていた。

　卯壬がしゃがみこんだままビクッと震えると、舌打ちをして中に入ってくる。手にはバスタオルを持っていて、ぞんざいな手つきで身体を拭ふかれた。

「まだ発情したままだね。抑制剤は飲んだのか」

　声が冷たい。震えて返事ができずにいると、「どっちだ」と苛いら立だったような声が降ってきた。

「の、飲むんじゃなくて……打って……っ」

「緊急抑制剤か。だからまだ、理性が飛んでないんだな。中ちゆう途と半はん端ぱに効いてる」

　完全に発情した状態なら、卯壬は状況など考えず蘭を誘さそっていたはずだ。蘭もまた、卯壬のフェロモンに発情を誘ゆう発はつされているはずで、こんなふうに理性的ではいられない。

　不可解だった。発情期でもないのに発情して、緊急抑制剤も完全には効かないなんて。

　蘭は卯壬の身体を拭くと、腕うでを引いてバスルームを出た。行き先は、蘭の寝しん室しつだった。

　掃そう除じやシーツを替えるのに、中に入ることはある。卯壬にとって見慣れた部屋だが、今はまったく違う景色に見えた。

　部屋の奥にある大きなベッドまで行くと、蘭は卯壬を突つき飛ばした。それほど力はこもっていなかったが、卯壬が硬かたくなっていたせいで、コロンとたやすくベッドの上に転がった。

　蘭はそれを一いち瞥べつすると、部屋に作り付けられた戸と棚だなから、高そうな洋酒の瓶びんとグラスを取り出した。無造作に酒を注ぎ、自分でそれをあおる。

「発情期でもないのに発情して、緊きん急きゆう抑よく制せい剤ざいも完全に効かない。今、自分の身体からだがどういう状態なのか、わかってるかい」

　ぶるぶると首を横に振ふった。蘭は不ふ機き嫌げんそうに卯壬を横目で見て、また酒をあおる。そうして卯壬のあごを摑つかむと、唐突に口づけした。

「……っ」

　甘くコクのある香かおりが鼻を抜ぬけ、口の粘ねん膜まくが痺しびれるような強い酒が流れ込んでくる。口をふさがれたままで吐はき出すこともできず、ごくりと飲み込むと、喉のどが焼けてゴホゴホと咽むせた。

「やっと匂いが消えた」

　よほど匂いとやらが癇かんに障さわったのか、それとも卯壬が無様なのに溜りゆう飲いんを下げたのか、蘭は少し機嫌を直したようだった。

「運命の番つがい。お前も話くらい、聞いたことがあるだろう」

　蘭の口から出たのは、ちょっと懐なつかしい単語だった。

　運命の番。確かに話は聞いたことがある。中学校の保健体育で第二性の話をした後、クラスはこの話題でもちきりになった。

　テレビ番組なんかでも、本当にあった話、奇き跡せき体験、というような触れ込みでたまに取り上げられる。

　発情という本能に抗あらがえないアルファとオメガだが、この二つの性には運命の番という存在がいると言われている。

　二人は、本能よりも強い力で引き合うのだそうだ。

　通常、「番」という言葉は、発情期の性交中にアルファがオメガのうなじを嚙かんで、専属契けい約やくを交かわすことを指している。

　うなじを嚙まれたオメガはその後、番以外のアルファにフェロモンを発しなくなる。性交時の着ちやく床しよう率も、番ではない相手だと限りなくゼロに近くなるそうだ。

　アルファは複数のオメガを番にできるのに対し、オメガが番にできるのはただ一人だけなのだが、それでも突とつ発ぱつ的な発情で誰だれかに襲おそわれる心配はなくなる。

　とはいえ、この番契約によって制限されるフェロモンのしくみは、科学的にはいまだ解明されておらず、アルファやオメガたちの実体験からこうであろうと推測されているものだ。

　運命の番と出会ってしまったら、たとえ先に他の誰かと番となっていたとしても、抗えずに惹ひかれ合う……などと言われているが、真実のほどはわからない。ほとんど都市伝説で、卯壬も実在しないと思っていた。

「武剣はおそらく、お前の運命の番だろうよ」

　抑よく揚ようのない声で紡つむがれる言葉に、一いつ瞬しゆんぽかんとした。

「まさか」

　卯壬は緩かん慢まんにかぶりを振った。そんなこと、あるわけがない。

　武剣のことは気の毒だと思うけれど、惹かれることはなかった。関かかわり合いたくないという感情以外、何も湧わいてこない。

「噓うそじゃない。もっとも運命の番というのは、世間で言われているようなロマンチックなものではないがね」

　火酒を飲みながら、蘭は皮肉っぽい表情を作って言った。

「実際は運命でもなんでもない。ただ単に、とんでもなく身体の相あい性しようがいい相手がいるというだけさ。すでに別の雄と番の契約をしていても、フェロモンの効く相手がいる。一人とは限らない。運命の番は、唯ゆい一いつ無二の存在ではないんだ」

　アルファとオメガの人口は少ない。その中でさらに、強きよう烈れつに相性の良い相手と巡めぐり合うケースは少ないから、まるで運命のように感じるだけだ。

「百人以上のアルファやオメガを飼育してきた先代の受け売りだが、実際に私も何例か見た」

　運命の番と出会ったオメガは、発情期ではなくても発情したという。抑制剤も効きにくい。

「剣はおそらく、事前にアルファの抑制剤を使っていたんだろう。何かあっても困らないように。そうでなければ、お前が何事もなく戻ってくるはずがない」

　それほどに、運命の番同士の発情は激しいものだという。

「厄やつ介かいなことだよ。一度発情してしまうと、抑制剤が効かない。オメガは特に、性交するまで発情が治まらないんだから」

　つい、と下腹部を指さされて、卯壬は慌あわてて裸はだかの身体を搔かき抱いだいた。

「……っ」

　話をしている最中も、ペニスは勃ち上がったままだ。気を緩めると、後ろがヒクヒクと疼うずく。

　恥はずかしくて、まだ自分で後ろを触さわったことはない。でも、発情期になると薬を飲んでもその部分がヒクついていて、これがオメガの業ごうなのだと嫌いやな気持ちになる。

　この身体をどうすればいいのだろう。じわりと滲にじむ涙なみだを擦っていると、蘭がまた酒を一口含ふくみ、卯壬に飲ませた。

　卯壬には強すぎて、またゴホゴホと咽せる。

「や、やめてください、それ」

「親切でやってるんだけどね。酔よって勃ちが悪くなるくらいのほうが、身体に負担がかからなくていい。素面しらふで発情したままアルファとセックスなんて、お前には刺し激げきが強すぎるよ」

「セ……っ」

　誰と、とは愚ぐ問もんだった。この場にアルファは蘭しかいない。立て続けに酒を呷あおる蘭の下腹部がわずかに勃ち上がっているのに気づいて、さっと青ざめた。

「しょうがないだろう。こうしないと治まらないんだから」

　子供をたしなめるように言う。目の前の男が一歩近づくのを見て、卯壬はベッドの端はしににじりながら、首を横に振った。

「や……だめです……」

　発情した状態でアルファとセックスしたら、ほぼ間ま違ちがいなく妊にん娠しんしてしまう。

　怖こわい。震ふるえる卯壬の前で蘭は小さくため息をつき、ベッドに膝ひざをついた。スプリングが軋きしむ。

「ひ……っ」

　蘭が覆おおいかぶさるように近づいたので、思わず悲鳴を上げた。だが蘭は、持っていたグラスをベッドの脇わきにあるサイドボードに置いただけだった。

「痛いことはしないよ。気持ちよくなるだけなのに、何を怖がってるんだ？」

「や、嫌です。俺、子供なんて産みたくない」

　怖い。剣のように、繁はん殖しよくの道具にされるのだろうか。ぶるぶる震えていると、「ああ」と合が点てんがいったような声がして、クスッと笑われた。

「なんだ。剣から聞いてないのかい？　私としても妊娠なんてしないよ。種がないんだから」

　びっくりして、耳の震えが止まった。目を大きく見開くと、蘭の美び貌ぼうが近づいてきて、唇くちびるにキスをされた。

　ほんのついばむようなキスで、すぐに離はなれる。

「アルファの種なしなんて、この店では用なしだ。おまけに獣じゆう人じんのはずが人間だったんだから。先代は怒おこってたね。丁稚でつちになっても、ずいぶん折せつ檻かんされたもんだ」

　蘭は言って、帯を解ほどく。するりと着物を脱ぬぐと、精せい悍かんな裸ら体たいが露あらわになった。

　いつも酒を飲んでゴロゴロしているとは思えない、逞たくましい身体つきだ。だがその脇わき腹ばらや太ももには、煙草たばこを押し付けたような痕あとがあった。肩かたにはぱっくり割れたような、引き攣つれた傷もある。

「商品でないなら、何をしてもいいと思ったんだろう。クソみたいな店主だったよ」

「……じゃあ、蘭さんも」

　冷たい微笑ほほえみで肯こう定ていされた。

「逃にげた武剣のかわりが必要だったんだ。ただの人間だっていうんで、店に着いたその日に廃はい棄きされそうになったが。ちょっと目端が利きいたんで丁稚として雇やとってもらった。けどあの時、死んでいればよかったと思うよ」

　淡たん々たんとした穏おだやかな口調に悲しくなった。美しい肢し体たいのあちこちから見つかる古傷を、つい目で追わずにはいられない。

　養護施し設せつで育ち、十二歳で店に来たと言っていた。子供を売り飛ばすような施設だから、まともな場所ではない。獣人ではなく人間なのに、蘭も辛つらい境きよう遇ぐうにいたのだ。

「発情抑制剤の効かないオメガもいてね。発情の熱を治めるには性交するしかない。特にアルファとの性交が有効だ。といって、繁殖用でないオメガを孕はらませるわけにはいかない。それで私の身体をいじって、彼らにあてがうようになった」

　蘭に生せい殖しよく能力がないのは、生まれつきではない。先代店主が手術をさせたのだ。

　それを聞いて卯壬は、死んだ店主に憎ぞう悪おを覚えた。

「どうしてお前がそんな顔をするんだい」

　おかしそうに言って、蘭は卯壬の垂れ耳をするりと撫なでた。心地ここちの良い感かん触しよくに、ぶるっとひとりでに耳が震える。

　蘭はそれに目を細め、身体からだを引いた。一度ベッドから離れると、ウォークインクローゼットへ行き、何かを手にして戻もどってくる。

　真っ赤な革かわ製せいの首輪だった。ベルトの部分に鈴すずがついていて、蘭が歩くたびにチリンと可愛かわいい音が鳴る。

「それ……」

　オメガの首輪だ。性能の良い抑制剤が普ふ及きゆうした現代では滅めつ多たに見ることはないが、昔のオメガはこういう首輪をして、アルファからうなじを守っていたのだと聞く。発情期、意にそぐわぬ相手と番つがいにさせられるのを避さけるためだ。

　蘭が再びベッドに上がってきて、どうにか逃げようとしたがかなわなかった。首筋に、ひやりとした革の首輪が巻かれる。

「お前のためだよ。私も理性を飛ばさないよう努力はするが、嚙まれたら終わりだからね」

　かちゃりと金具の触ふれ合う音がして、卯壬は自分の人生が終わった気がした。

　いや、気がしたのではなく、本当に終わったのだろう。蘭は逃がしてくれない。卯壬はこれから奴ど隷れいになって、地下室に閉じ込められ、やがてどこかに売られていく。

「……ぅっ」

「泣くことはないだろう」

　ぼろっと涙をこぼすのを見て、蘭はまた呆あきれたようにため息をついた。

「だ……って、怖い」

「怖い？　何も怖いことはない。妊娠はしないし、発情の熱も治まる。ただ気持ちのいいことをするだけだ」

　笑って、唇をついばむ。そういうことじゃないのに。わざとはぐらかしているのだろう。卯壬はもがいてそれに抗あらがった。

「俺を、どこに売るんですか……」

　核かく心しんを突つくのが怖かった。でも、聞かずにはいられない。睨にらむと、蘭の笑えみが深くなった。

「まだ決まってない。できるだけ条件のいいところだね。もうすでに、話はあちこちから来ているけど」

　やっぱり。やっぱり売る気なのだ。わかりきっていたことなのに、ここまできても卯壬は、蘭に一いち縷るの望みを抱いていた。でも最後の希望も今、潰ついえてしまった。

　卯壬が涙ぐむのも構わず、蘭は唇を重ねる。触れるだけだったそれが、唇をはむような愛あい撫ぶに変わった。

「……っ」

　とすん、と身体を押され、仰あお向むけに転がされる。

「他ほかには？　何を言われた」

「……な、何も」

　手帳のことが頭をよぎったが、口に出さなかった。もう、蘭に伝える義理なんてない。

「何も、か。あの男は、どうしてわざわざお前に接せつ触しよくしたんだろうね。私に売り飛ばされるから気を付けろ？　そのためだけに近づくほど、あいつはお人よしじゃない」

　蘭は卯壬の耳の感触が気に入ったのか、話している間ずっと触っていた。

　触られるたびに、むず痒がゆいものが身体を駆かけ抜ぬける。下半身は前も後ろもじくじくと疼いてたまらなかった。

　唇を塞ふさぐ男の首筋から、いつもはしない甘い香かおりが漂ただよってくる。最初はほんの少し気になる程度だったのに、今はクラクラするほど強くなっていた。

　蘭だって、とうに発情しているはずだ。その証しよう拠こに時折、卯壬の太ももに触れる彼の性器は硬かたく反りきっていた。

　触れ合うたびに、身体が熱くなる。蘭の皮ひ膚ふも体温が上がっている。なのに彼の表情や口調は、いつもと変わらなかった。

　慣れているのだ。この店で道具のようにオメガを抱だかされてきて、今もこれから、同じように卯壬を抱く。

　そこに蘭の感情はない。そのことを考えて、卯壬は熱い身体の心臓の部分だけ、温度が冷えていく気がした。

　当たり前のことが、どうしてこんなに悲しいのだろう。

「まあ、剣のことはおいおい聞くとしようか。今は、この身体をどうにかしないと」

　卯壬を売るつもりだったと言って、少しも悪びれない。本当に卯壬に対しては、何の感情もないのだ。情も、利用することの罪悪感すら。

　耳をいじっていた手が、首筋から胸を辿たどり、腰こしを撫でて下半身へと伸のびる。卯壬が身をすくませると、あやすように何度も口づけした。

「可愛いね、卯壬。私はお前が可愛かった。それは噓うそじゃない。あのままずっと、ただの雇い主でいたかったんだが」

　卯壬だって、ここにいられて楽しかった。蘭が好きだった。騙だまされていてもいいと思っていた。けれど、現実はこんなにも悲しい。

　騙されているとわかってなお、蘭への想おもいが消えないのが苦しい。

「……っ」

　嗚お咽えつを必死にかみ殺したが、涙なみだは溢あふれて止まらなかった。そのうち声も抑おさえきれなくなり、卯壬は蘭の腕うでの中でひぐひぐとみっともなく泣きじゃくった。

「泣いたって、何も変わらないよ」

　いつまでも泣き止やまずにいると、蘭は少し苛いら立だったようだった。尖とがった声を聞いて、卯壬も涙で滲にじむ目で相手を睨む。

「どっ……どうせっ、結果は変わらないんでしょう。売り飛ばされるんだ。だ、だったら、泣いたっていいじゃないですか」

　堪こらえていたって、売り飛ばされるのに変わりはないのだ。それならどうして、涙を我が慢まんする必要があるのだろう。

　やけっぱちとも言える文句は、蘭にとっては思いがけないものだったようだ。

　一いつ瞬しゆん、毒気を抜かれたようにぽかんとした後、クックッと声を立てて笑い始めた。

「お前は、本当に面おも白しろい子だね」

　不意に冷たい目元が和なごむ。切れ長の彼の目はどこか少し、切なげに見えた。

（蘭さん……）

　ただの雇い主のままでいたかったと、蘭は言った。それは彼の本音なのだろう。

　蘭も武剣も、生き延びるために手を汚よごしてきた。でも二人とも、最後まで逃げ切れなかったのだ。必死で生きてきたけれど、まだ自由にはなれない。幸せでもない。

（可哀かわい想そうだ）

　蘭も武剣も、それに卯壬も。みんな可哀想だ。

「うぅ……」

「もう泣くなとは言わないけどねえ。可愛い顔が台無しだよ」

　苦く笑しようしながら言った声はもう、苛立ってはおらず、むしろ慰なぐさめるような優やさしい色をしていた。

「……ふっ」

　ちゅっと強く首筋を吸い上げる。唇くちびるはそのまま下に降りて、卯壬の胸の突とつ起きを含ふくんだ。

「あ、や……」

　ピリッと快感が駆け抜ける。身をのけ反らせると、蘭は卯壬の足の間を割って後ろへと指を這はわせてきた。

　誰だれにも触れられたことのない窄すぼまりに、男の骨ばった長い指が触れ、それはいとも簡単に奥へと押し進んだ。

「お前のここも、素す直なおで柔やわらかいね」

　蘭は言って、指を出し入れした。内ない壁へきを擦こすられるたび、快感に肌はだが粟あわ立だつ。

「んっ、あっ……」

　身体からだが、まるで自分のものではないようだった。ペニスにはまだ触れられていないのに、あっという間に射精してしまった。

　しかも、一度射精しただけでは治まらない。むしろ、身体の疼うずきは増したように思えた。

　先ほどから、目まいを覚えるくらい強く、蘭から甘く魅み惑わく的な香りが立ち込めている。その香りを嗅かぐたびに、どうしようもなく後ろが疼いた。

「……ふっ」

　もどかしさに身を[image: 捩]よじる卯壬を見て、蘭は目を細める。ころんと卯壬の身体を転がして、うつむけにした。尻しりを高く抱かかえられ、四つん這いにさせられる。

「後ろからの方が楽だろ」

「ひ、ぃっ」

　思わず悲鳴を上げたのは、尻尾しつぽを軽く引っ張られたからだ。敏びん感かんな部分をいじられるのは、耳が震ふるえるほど気持ちが良かった。

　こんなところが感じるなんて、自分でも知らなかった。どうなってしまうのだろうと、じくじくする身体に不安を覚えたのも束つかの間、窄まりに熱い塊かたまりが押し当てられた。

「あ、あぁ……」

　何の前ぶれもなく、大きくて硬い蘭のペニスが入ってくる。もっとも、事前に知らされていたら、不安に身をこわばらせていたかもしれないけど。

　根元まで突き立てて、蘭は大きく息を吐はく。彼が身を屈かがめた拍ひよう子しにぐっと中のものが突き上げられ、卯壬は軽く嬌きよう声せいを上げた。

「……やっぱり、首輪をしておいてよかった」

　低く甘い声が囁ささやき、首輪をつけた卯壬のうなじを嚙かむ。

「あっ」

　嚙まれたいと、本能が強く願った。我知らず、後ろが蘭のペニスを食い締しめる。

　無言の期待に応こたえるように、蘭は唐とう突とつに腰を穿うがち始めた。音を立てて肉が打ち付けられ、卯壬は声を上げてよがった。

「ぃ……あ……あっ」

　数回突つき上げられて、卯壬はまた射精する。吐と精せいが終わっても、ずっと絶頂が続いていた。

　キュウキュウと後ろを締めながら、たまらず腰をくねらせる。

「そんなにいいか？」

　笑いを含んだ声で囁かれ、涙をこぼしながらうなずいた。蘭はそんな卯壬の耳に、軽く歯を当てる。

「……ひ、ぃっ」　>>>♥

　軽い痛みが、痺しびれるような快感に変わった。穿たれながら尻尾をいじられ、ペニスからひっきりなしに先走りがこぼれる。

「……っ」

　ガツガツと乱暴に穿っていた蘭が、やがて小さく呻うめいて身を震わせた。

「ああ……」

　卯壬もぶるりと震えた。自分の奥深くに、熱い飛ひ沫まつが叩たたきつけられるのがわかる。

　身体が欲ほつしていたものがようやく与あたえられた。そんな感覚だった。

（でも、まだ……）

　身体の熱は治まらない。もっと欲しい。

　繫つながったままの蘭を振ふり返る。目が合って、彼はニヤリと笑った。

「物欲しそうな顔をしてるね」

「……っ」

　恥はずかしい。でも、欲しい。卯壬は潤うるんだ目で相手を見つめ返す。　>>>♥

「そんな目をしなくても、これで終わりはしないよ。私もだ。まだ足りない」

　言葉通り、卯壬を犯おかす蘭の性器は少しも萎なえていない。嬉うれしくて、耳が震えた。

　蘭は卯壬の唇にキスを一つ落とすと、腰を使い始める。

　今は何も考えたくない。ただ、この身体の渇かわきが治まるまで精を得たい。

　卯壬は蘭の動きに合わせて尻を振り、快感に身をゆだねた。










　さらりと、誰かの優しい手が頭を撫なでた。

　その手は卯壬の耳の裏や首筋、身体のあちこちに柔らかく触ふれる。

（気持ちいい──）

　目の眩くらむような快楽とは違ちがう、ホッとする心地ここちよさだ。

　うっとりしていると、耳元でクスッと笑う声がして、額に一つキスをされた。

「──あ」

　ぱちっと、弾はじかれたように唐突に目が醒さめる。意識が覚かく醒せいする直前、触れられた気がしたのに、周りには誰の姿もなかった。

　蘭の寝しん室しつで、卯壬は彼のベッドに一人で寝ねていた。

　この部屋で何をしたのか思い出し、いたたまれなくなって頭から上うわ掛がけを被かぶった。

　恥ずかしさと悲しさ、怒いかりと苛いら立だちとそれに、好きな人に抱だかれたのだという喜びがいっぺんに押し寄せてきて、平静でいられなくなる。

　いつ、意識を手放したのだろう。頭が蕩とろけるくらい気持ちが良くて、良すぎて辛つらかった。自分からねだって腰こしを振ったのは覚えているが、途と中ちゆうから記き憶おくがない。

　汗あせや体液が身体に纏まとわりついていたのに、今、卯壬の肌はさらりと乾かわいていた。シーツにも、情事の痕こん跡せきはない。

　卯壬は布ふ団とんから出て、ゆっくりと起き上がった。身体の筋肉がギシギシしたが、頭はすっきりしている。発情の熱もすっかり引いていた。

　ただし、首には赤い革かわの首輪が巻かれたままだ。そればかりか、ベルトの部分にいつの間にか小さな南なん京きん錠じようが付けられていた。試ためしに力いっぱい引っ張ってみたが、首輪も錠も造りがしっかりしていて、壊こわすことができなかった。

　視線を落とせば裸はだかのままで、あちこちに赤いうっ血の痕あとがある。

「──なんだ、もう起きたのか」

　その時、唐突にドアが開いて、蘭が入ってきた。

　紬つむぎの着物に緩ゆるく帯を締めて、片手にミネラルウォーターのペットボトルを持っている。

　彼の顔を見た瞬しゆん間かん、卯壬は様々な感情が蘇よみがえってきて、頭がぐちゃぐちゃになった。

「さんざんよがって気を失ったから、しばらく起き上がれないかと思ったが。意外と体力があるんだね」

　飄ひよう々ひようとした口調に、腹が立った。カッとして、気づいたら手元にあった枕まくらを蘭に投げつけていた。蘭がひょいと難なく避よけたので、枕はドアにぶつかって落ちた。

「ご挨あい拶さつだな。寝ているお前を風ふ呂ろに入れてやって、シーツも替かえてやったっていうのに」

「首輪を外してください」

「外したら逃にげるだろう。言っておくが、その首輪で位置情報がわかるからね」

　逃げても無む駄だだと言いたいのだ。どのみち、このまま外には出られない。オメガの首輪など着けて禁龍門を歩いていたら、襲おそってくれと言っているようなものだ。売られるよりひどい目に遭あうかもしれない。

　それがわかっているから、蘭もこれ以上の拘こう束そくをしないのだ。

　涼すずしい顔をしている男に腹が立って、卯壬は近づいてきた彼に拳こぶしを振るった。

「痛い。こらこら」

　本気で叩いたのに、大して痛がっていない。無む性しようにイライラして、卯壬は子供みたいに拳を振り回した。

　蘭はミネラルウォーターをサイドテーブルに置くと、いとも簡単に卯壬の両手を摑つかむ。がっちりと握にぎられて、必死で腕うでを動かしたけどビクともしなかった。

「離はなしてっ……離せ！　バカ！　卑ひ怯きよう者！　俺は……」

　自分でも、その先に何を言おうとしていたのかわからない。ただ、思いつく限りの悪態をついただけだ。

「『信じていたのに』？」

　代弁のつもりで言ったのだろう。蘭の言葉に、しかし卯壬はぽかんとした。

　だって、見けん当とう違ちがいの言葉だったのだ。

「……信じては、いません。あなたのことは最初から、信じてなんかなかった」

　目の前で、蘭が驚おどろいたように目を見開く。それを見て、少し冷静になった。

「行き先が禁龍門だったし。その日のうちに売られるか殺されると思ってた。そうされなかったけど、でも、あなたがただの親切な人には見えなかったから」

　何かあるだろうとは思っていた。それが何か知っても、自分にはどうしようもできないから、気づかないふりをしていたけど。

　それでは、何に怒おこり苛立っていたのだろう。

「じゃあ、何でそんなに泣きそうな顔をしてる？」

　卯壬の疑問を、蘭がそのまま言葉にする。彼がこちらを見る目は、それまでとはどこか違っていた。未知のものを覗のぞき込むような、少し怯おびえたような目だ。

「俺は……」

　怒りはどこから来たのだろう。

　騙だまされていたことを知って、やっぱりと思ったけれど悲しかった。これからどうなるのかわからなくて、怖こわい。

　蘭は、発情を治めるために卯壬を抱いた。好きな人に抱かれて恥ずかしいけど嬉しくて、でも、悔くやしい。

「俺は、悔しい」

　蘭が卯壬を覗き込んだまま、小首を傾かしげる。そう、悔しかった。

「だって。蘭さんが俺を抱いたのは、ただ発情を治めるためで。あなたは俺のこと、売り物としか見ていなくて。わかってるのに俺……まだ、あなたのことが好きだ」

　ひどい男だと知りながら、卯壬は彼を嫌きらうことができずにいる。

「こんなにあなたに幻げん滅めつしてるのに。どうしても、この気持ちがなくならない……」

　悔しい。悲しい。卯壬が好きなこの人は、卯壬のことなんてこれっぽっちも好きではないのだ。改めて自覚をしたら、絶望的な気分になった。ぽろぽろとひとりでに涙なみだがこぼれる。

「ははっ」

　蘭は目を見開いたまま、乾いた笑い声を立てた。信じられないものを見るように卯壬を見つめる。でも、笑うなんてひどい。

　卯壬が睨にらみつけると、蘭はなおも笑った。まるで、笑っていないと平静を保てないというように。　>>>♥

「私を好きだって？」

　口元だけは笑いの形に歪ゆがめながら、蘭は見ているこちらの胸が切なくなるくらい、苦しそうだった。卯壬を摑んでいた手がほどける。

「物好きにもほどがあるだろう」

「俺も、そう思います」

　真ま面じ目めな顔で返したら、噴ふき出した。

「お前は面おも白しろい子だね、本当に」

　言いながら、卯壬の耳を優やさしく撫でる。

「でも悪いけど、逃がしてやれない」

　その声が本当に悲しそうだったから、いいんですと言いそうになった。いいわけがない。

　でもどのみち、首輪がある限り、蘭から逃げることはできない。

　逃げられないのは仕方がない。自身にそんな言い訳をしていることに気がついて、卯壬はハッとした。自分は、逃げたくないのだろうか。

「腹が減ってないか？　立てるようなら、おいで。出前を取っておいたよ」

　蘭は言い置いて部屋を出て行った。

　今は何時だろうと時計を見ると、真夜中、とっくに日付が変わっている。

　しかし、夕方から夜にかけてずっと蘭に抱かれていたから、眠ねむっていたのはそれほど長い時間ではないだろう。

　確かにお腹なかは空すいていた。こんな時でも減るんだな、と妙みような感かん慨がいを受けつつ、ベッドを降りる。プールで泳いだ後のように、身体からだが重くあちこちの筋肉が痛んだ。

　ダイニングキッチンへ行くと、蘭がお茶を淹いれていた。基本的に何もしない人だが、お茶を淹れるのは上手だ。

　ダイニングテーブルには寿す司し桶おけが並べられていた。一人用の蓋ふたつき角かど桶おけが三つ。そのうちの二つが卯壬の席に置かれていた。

「無理せず、食べられる分だけお食べ」

　席について恐おそる恐る蓋を開ける。いろいろな握りの桶と、もう一つの桶には大好きなイクラの軍ぐん艦かんがぎっしり詰つまっていた。

　ごくっ、と条件反射で喉のどが鳴る。

「禁龍門の店だが、ネタはしっかりしてるんだ。といっても、前に入った新宿の店ほど美味おいしくはないがね。まあ、そこそこ食べられるよ」

　蘭は笑いを含ふくんだ声で言い、お茶の湯飲みを置くと自分も席に着いた。蘭の桶は、卯壬と同じく握りのセットだ。

「……いただきます」

　何となく、機き嫌げんを取られているような気がしなくもないが、空腹には勝てなかった。イクラに罪はないし。

「美味しい」

　まずはたくさんあるイクラの軍艦を一つ口に放り込み、ぶるっと耳を震ふるわせた。プチプチした甘あま辛からく濃のう厚こうなイクラが、口の中で弾はじける。握りにも手を伸のばしたが、こちらも美味しかった。

「すごく美味しいです」

「お前さんは、何でも『すごく美味しい』んだな」

　この寿司を「そこそこイケる」と評した蘭は、寿司には手を付けずお茶を飲んでいた。

「本当に美味しいですよ。蘭さんは口が驕おごってるんです」

　贅ぜい沢たくばかりしているから、感動がなくなるのだ。寿司をモリモリ食べつつ、卯壬は言ってやった。これまで、蘭を疑いつつも慕したっていた。希望を持たないと言い聞かせながら、どこかに甘えと期待があったのだろう。そんな自分にも腹が立っているのだ。

「辛しん辣らつだねえ。でもそうだな。私も初めてここの寿司を食べた時は、この世にこんな美味しいものがあるんだと感動したもんだ」

　懐なつかしさの中に苦いものを含んで、蘭は遠い目をした。それはいつのことですか、とこちらが問う前に、答えを口にする。

「丁稚でつちから養子になった時。それまでは、ご馳ち走そうなんて食べさせてもらえなかった。ま、あのジジイはドケチだったから、それきりあいつが死ぬまで寿司なんて食べられなかったけどね」

　口元を皮肉に歪ませて、蘭は過去を語る。

　使用人として雇やとわれてから、蘭はひたすら従順に先代に仕えていたのだそうだ。

　獣じゆう人じんと間ま違ちがえられて売られてきた蘭は、臓器売買の店に転売されるところだった。内心では主人を恨うらんでいたが、そんなことはおくびにも出さず、命を助けてくれた恩人のように、先代をうやまい慕うふりをした。

「地下の獣人たちにも、主人に言われた通りの振ふる舞まいをした。彼らが今いま頃ごろどうしているのか知らないが、生きていたら恨んでるだろう」

「でも、そうしないと蘭さんは生き残れなかったから」

　当事者でないからそう言えるのかもしれないが、でも卯壬だって、蘭の立場なら同じことをすると思う。

「どうだかね。剣みたいに逃にげることだってできた。でも私には、そこまでの覇は気きがなかった。黙だまってじっとうずくまってるしかなかったんだ」

　武剣が特別なのだ。あの地下室で長年耐たえ、なおかつ逃げる機会を窺うかがい続けた彼の精神は、驚きよう嘆たんすべき強きよう[image: 靭]じんさだと卯壬は思う。

　普ふ通つうの人なら、逆境に心が折れてしまう。卯壬だったらきっと壊こわれていただろう。だから、劣れつ悪あくな状じよう況きようでも生きようとあがいた蘭は、じゅうぶんに強いのだ。

　そう思ったが、口にはしなかった。彼には慰なぐさめにしか聞こえないだろう。

「先代が亡なくなった時、どうしてここから出ていかなかったんですか」

　かわりに卯壬は、別の疑問を投げかけた。

　この店に楽しい思い出などないはずだ。主人がいなくなれば、若い蘭はどこにでも行けただろうに、どうしてここに留まり続けているのか。

「出て行って、どうするんだ？　どこにも行けやしないだろう。私みたいなのは」

　蘭は思いもよらないことを聞かれた、というように、不思議そうな顔をする。

「他ほかにやりたいことがあるわけでもない。ここで適当に仕事をしているのが性しようにあってるのさ。そのうち、剣や店に恨みを持つ連中が仕返しに来るだろうから、そう長生きはしないだろう」

　投げやりなのではなく、世を拗すねているわけでもなく、本当にそう思っているふうだった。

　人生に倦うんでいる。目標も希望もなく、ただここにいて死ぬのを待っている。誰だれかに殺してほしいとさえ思っているのではないか。

　これまで、蘭は卯壬よりもっと大変な人生を送ってきたのだ。そのせいで、主人という足あし枷かせがなくなっても、彼は自由に動くことができなくなっている。

　いつか卯壬が売られた後も、蘭はここで独りぼっちのまま生き続ける。想像すると、悲しくなった。

「でも武剣は、蘭さんのことを恨んだりしていないみたいでしたよ」

　切なさを押し隠かくして、卯壬は言った。剣には復ふく讐しゆうよりも大切なことがあるのだ。

　深く考えずに口にしたのだが、すぐに後こう悔かいした。

「剣に、何を言われた？」

　藪やぶ蛇へびだ。卯壬は目をそらしてオロオロした。

　以前の従業員だった頃の自分なら、一も二もなく蘭に報告していただろう。しかし今は、蘭に囚とらわれている身だ。

　蘭に打ち明ける義理はないし、そんなことをしても自分は得しない。ならばむしろ、剣の側に付いて蘭から情報を引き出すべきではないだろうか。

　手帳の情報を渡わたせば、まっとうな職を紹しよう介かいしてくれると言っていた。剣が信用できればの話だが。

　ちらっと蘭を窺う。相手もこちらを見て、しかもなぜか面白そうにニヤニヤしていた。

「小さい頭でぐるぐる考えてるねえ。さしずめ剣と私、どちらに付くのが得か悩なやんでるってところかな」

「どうしてわ……ぁっ」

　なぜわかったのだろう。言いかけて、慌あわてて口をつぐんだが遅おそかった。蘭はクックッと肩かたを震わせて笑っている。

「相変わらず、考えてることが何でもかんでも顔に出る。あと耳にも」

　ビクッと耳が震えたのが悔くやしかった。蘭にいいように弄もてあそばれている。もう絶対に剣のことは喋しやべらないぞ、と腹をくくった。

「因いな幡ばの白しろ兎うさぎ」

　突とつ然ぜん、蘭の口からその言葉が放たれて、ハッとした。目が合って、蘭はニタッと笑う。

「うん。剣からこの話を聞いたね。私がオメガとアルファの目め利ききだってことも聞いたのかな」

　そっぽを向いたが、なぜか蘭は「そうか」と卯壬の内心を読み取ったようにうなずく。落ち着かなくて、寿司を食べる気にもなれず、耳をギュッと握にぎった。

「ま、私の目利きはそれなりに有名だからね。この力のおかげで、この店の丁稚になれたようなもんだ。ただ本当は、目利きってのは間違ってるんだが」

　どういう意味だろう。怪け訝げんに思っていると、蘭は向かいから身を乗り出して卯壬の前に顔を近づけた。スン、と鼻を鳴らして匂においを嗅かぐ。

「発情はすっかり治まってる。普通はもう少し、匂いが残るんだけどね」

「匂い……」

「そう。私は目利きじゃない。鼻が利くんだ。アルファやオメガは、発情していなくても特有の匂いを発してる。普通の人間にはわからない匂いをね。フェロモンとでもいうのかな」

　蘭は、それを嗅ぎ分ける能力があるのだ。卯壬が知らないだけかもしれないが、そんな能力は聞いたことがなかった。一いつ般ぱんに鼻が利くと言われる犬系の獣人だって、発情していないオメガのフェロモンを嗅ぎ分けることなどできない。

　もっとも、通常の匂い物質とフェロモンとは、感知する器官が異なるそうなので、無理もないのだろうが。

「剣は私に内ない緒しよで事を運ぶつもりだったんだろうが、運の悪い男だね。お前がよりにもよって『運命の番つがい』だったなんて。いきなり発情して、あいつもテンパッたんだろう」

　剣はおそらく、蘭に秘密で取り引きをもちかけ、何事もなく返すつもりだった。ところが卯壬が予期せず発情し、剣もそれにあてられてしまった。

　治安の悪い場所で発情している卯壬を放り出すような真似まねをしたのも、それだけ余よ裕ゆうがなかったからだ。そうでなければ、利用価値のある相手をみすみす危険に晒さらしたりはしない。

「剣はなぜ今頃、ここに戻もどってきた？　何か聞いてるんだろ。あの男はお前に近づいて、何か取り引きを持ち掛かけたはずだ」

　とうとう核かく心しんを突ついてきたが、卯壬はふいっとそっぽを向いた。絶対に話してなんかやらない。

「だんまりか。ま、そうだろうね」

　ふう、とため息が聞こえる。かと思うと手が伸のびてきて、卯壬の寿す司し桶おけからイクラをひょい、と取り上げた。ぱくっと自分の口に放り込む。

「ああっ」

　卯壬が驚おどろいている間に、蘭はひょいひょい、と立て続けにさらい、まだ半分ほど残っていたイクラをぜんぶ食べてしまった。

「ひどい……」

　楽しみに取っておいたのに。じわっと目の縁ふちに涙なみだがこみあげてくる。

「おいおい、泣くようなことかい？」

　呆あきれたように言うから、卯壬はキッと相手を睨にらんだ。

「蘭さんは、いつでも好きな時に食べられるじゃないですか。でも、俺は……よそに売られたらもう、イクラなんか食べられないかもしれないのに！」

　食べながら密ひそかに、これで最後かもしれないと思っていた。大事に取っておいたのに、意い趣しゆ返がえしに食べるなんて。

　ありったけの憎にくしみを込めて睨むと、蘭は珍めずらしく困こん惑わくした顔をした。

「首輪をはめた時より怒おこってないか？　けど、そうだね。悪かった」

　まるでたった今、自分のしでかしたことに気づいた様子で、蘭は途と方ほうに暮れた声で言った。

「売られたら……か」

　呟つぶやくように言い、これで勘かん弁べんしとくれよ、と寿す司し桶おけを寄せてくる。

　卯壬は、こんなことでは許さないぞ、と相手を睨みつつ、蘭のイクラを取ったが、内心では相手の反応に戸と惑まどっていた。

　過去の自分と、卯壬とを重ねているのだろうか。本当はこんな商売、やりたくないと思っているのか。よくわからない。

　蘭自身も、わかっていないのかもしれない。

　もくもくと寿司を食べる卯壬をぼんやり見つめていたかと思うと、ふらりと立ち上がり、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　廊ろう下かの奥で、ドアの開閉する音が聞こえたから、寝しん室しつに引っ込んだのだろう。

「なんなんだよ、もう」

　ひどいことをされているのに、恨うらむに恨み切れない自分がいる。

　蘭が本当は何を考えているのかもわからない。

　これからどうなるのかも不ふ透とう明めいで、わからないことだらけだ。

　ただ一つ、剣と何を話したのか、追つい及きゆうがうやむやになったことに、卯壬はホッとしていた。

　蘭はそれほど甘くないと気づいたのは、翌日のことだ。
















　翌日、卯壬は昼の遅い時間に目を覚ました。

　今までなら、どんなに疲つかれていても、目覚ましをかけてきっちり定時に起き、はりきって仕事をしていた。

　でも自分が使用人ではなく、本当は売り物なのだとわかって、頑がん張ばる必要なんてないじゃないかと思ったのだ。

　磨みがき上げた地下室が、自分を閉じ込めるためのものだったなんて皮肉だ。掃そう除じも洗せん濯たくも、蘭が気持ちよく過ごせるようにと心を砕くだいていたものぜんぶ、徒労なのだと考えたら気持ちが萎なえた。

　卯壬が家事をしてもしなくても、蘭はなんとも思わないのだ。不ふ貞て腐くされて、目覚ましをかけずに眠ねむったら、半日以上経たっていた。

　布ふ団とんからむっくり起き上がり、首輪の感かん触しよくに悲しくなる。しかし、それ以外はいつもと変わらなかった。

　ちょっとまだ、身体からだがギシギシする。蘭との交接に使われた後ろが気になるけれど、痛むわけでもない。

　やることもないんだし、ゴロゴロしていようかな、と、再び布団にもぐり込んでみたものの、身に付いた貧びん乏ぼう性しようというのか、病気でもないのに何もせずに寝ねているのは、気持ちが悪い。

（お腹なかも減ったな）

　水も飲みたい。仕方なくベッドから這はい出し、部屋のバスルームへ向かった。

　何をするにも首輪が気になって、うっとうしい。

　それでも熱いシャワーを浴びていると、暗い気分のはずなのに、妙みようにさっぱりして爽さわやかな気分になってしまう。いじけるのは諦あきらめて、ご飯の献こん立だてを考えることにした。

　ただ、洗面台の鏡の前に立った時、自分の身体に散らばったうっ血の跡あとが目に入って、爽やかな気持ちに影かげが差した。

　蘭に抱だかれた。とてつもなく気持ちよかった。発情期のセックスなのだから、当然だ。

　けれどそれとは別に、卯壬の心も喜んでいた。蘭に、好きな人に抱かれて、嬉うれしかった。

　逞たくましい雄おすで何度も突き上げられ、彼の唇くちびるはまるで卯壬に執しゆう着ちやくするように、肌はだのあちこちを食はみ、獰どう猛もうな愛あい撫ぶをほどこした。硬かたい首輪越ごしに、何度うなじを嚙かまれただろう。

　激しい交わりを思い出すたびに、胸が高鳴る。あの時だけは、まるで彼に愛されているように感じた。

　でもそれは、錯さつ覚かくなのだ。激しく貪むさぼられたのは、卯壬の発情にあてられて、蘭も発情していたから。

　蘭は卯壬のことなんてなんとも思っていない。誰だれのことも見てはいない。

　昨夜のことを思い出して高こう揚ようするのと同じ回数、高みから突き落とされて心が沈しずむ。

　上がったり落ち込んだり、もしかしたら自分は精神的に不安定なのかもしれない。

　それは無理もない話だ。今はまるで現実味がないけれど、自分はいつ売り飛ばされるかわからない、明日をも知れない身なのだ。

（お金持ちで、優やさしい人に買われるといいな）

　無理やり考えてみるが、お金持ちはともかく、優しい人が違い法ほうな人身売買に手を染めるはずがない。

　いったい、現代日本で奴ど隷れいを買うというのはどういう人たちなのだろう。たぶん、ろくでもない人たちだ。ヤクザとか、変態とか。卯壬もその餌え食じきになるのか。

　そのあたりを突き詰つめると気がおかしくなりそうなので、意識して頭の外に追い出した。

　シャワーを終えて着き替がえを済ませると、ダイニングキッチンへ移動した。

　蘭がいるかもしれない、と緊きん張ちようしていたのだが、部屋には誰もいなかった。出かけたのだろうか。

　キッチンカウンターには、昨日卯壬が洗って伏ふせておいた寿司桶がそのままになっている。

（まだ寝てるのかな）

　心の中でつぶやいたその時、ダイニングテーブルに小さな黒いものが置かれているのを見て、ぎくりとした。

　黒い革かわ製せいの、手帳だった。昨日、卯壬が寝る時にはなかったものだ。

　誰もいないとわかっているのに、キョロキョロと周りを見回してから、そっとテーブルに近づく。ずいぶんと古びた手帳だった。革の四つ角が擦すり切れていて、使い込まれているのがわかる。

（これ……もしかして）

　剣が探していた手帳ではないのか。心臓がばくばくした。

　けれど、すぐに手に取る勇気はなくて、寿司桶を持って部屋を出た。玄げん関かんに桶を出して戻ると、手帳はそのまま、蘭が現れる様子もない。

　卯壬はごくりと息を吞のんだ。剣に協力するのか、まだ判断はつかない。でも、情報を持っておいて損はないはずだ。

　素す早ばやく周りに目を走らせると、恐おそる恐るテーブルに手を伸ばし、手帳を拾い上げた。そっと中身を開く。

「──やっぱり、これだ」

　思わず声に出していた。そこには蘭の字ではない、いささか偏執なくらい几き帳ちよう面めんな文字がびっしりと書きつけられていた。

　日付や名前。それから何かの符ふ丁ちようなのだろう、よくわからない記号と単語の羅ら列れつ。

　パラパラとページをめくる。日付は半世紀も昔のものから始まって、十年前の日付で止まっていた。先代主人が殺されたのが、十年前。

　間ま違ちがいない。これは、先代の手帳だ。

　卯壬は咄とつ嗟さにどうしていいのか判断がつかず、オロオロとテーブルの周りを歩き回った。

　剣は、自分の子供たちがどこに売られたのか知りたいと言っていた。しかしこの手帳は符丁が多すぎて、すぐには読み取れない。かといって、このまま手帳を持って行ったら、蘭にすぐバレてしまう。

　迷ったあげく、キッチンからメモとペンを持ってきた。先代の店主が殺されたのが十年前で、剣が店を飛び出した時期は、さらに十数年さかのぼる。

　剣が阿良々木堂にいた期間がはっきりとはわからないので、三十五年前の日付のメモから書き写すことにした。

　新しいものから記き載さいしていくが、量が多い上に文字が細かい。整合性のある文章ではないから、書き写すのに苦労する。

　いつ蘭が現れるか、ドキドキしながら耳を澄すませて必死で書き写していた時、蘭の寝室からドアの開閉の音が聞こえた。

　慌あわててメモをズボンのポケットにねじこんで、手帳を元の場所に置く。キッチンへ引っ込んだ時、蘭が現れた。

「おっ、おはようございます」

　緊張して、声が裏返ってしまった。でも、昨晩は彼に抱かれたのだし、いささか挙動不ふ審しんになってもおかしくはない。

　そう思っていたのに、蘭は部屋に入るなり、卯壬をまっすぐ見てニヤリと笑った。

「思ったとおり、剣は手帳を探してるのか」

「えっ、なんで……何のこと、ですか」

　どうしてわかったのだろう。うろたえつつもシラを切る。しかし目が泳いで、自分でもおかしいのがわかった。

「さっき、やっぱりこれだ、って言ってただろ？」

　寝しん室しつにいたはずなのに、小さなつぶやきがなぜ聞こえているのか。目を白黒させていると、蘭は小さく笑ってダイニングテーブルの上を指さした。

　天てん井じようから下がったランプが、ほんのりテーブルを照らしている。

「盗とう聴ちよう……？」

　携けい帯たい電でん話わだけでなく、こんなところにも仕し掛かけてあったのか。

「盗聴だけでなく、カメラも仕込まれてる。お前さんの部屋にもね。そっちは覗のぞいてないけど。この家には、いたるところにカメラとマイクが付けられてるんだよ。何も付いてないのは、主人の寝室と書しよ斎さいくらいだ」

　そう言った蘭の口調が苦いものを含ふくんでいたから、取り付けたのは先代なのだろう。それでも、蘭はわざわざ目立つ場所に手帳を置いて、卯壬が罠わなにかかるのを見ていたのだ。

　昨日、追つい及きゆうがうやむやのうちに終わったと安あん堵どしていたが、そこまで甘くなかった。

　静かに近づいてくる蘭が不気味で、卯壬は我知らず後あと退ずさった。それを追いかけるように、ぬっと手が伸のびてきたので、咄嗟にビクッと首をすくめてしまった。

「殴なぐりはしないよ」

　蘭は心外そうに片かた眉まゆを引き上げた。その手が、卯壬の尻しりポケットに滑すべりこみ、中にねじこんでいたメモを奪うばった。

「剣が戻もどってきた理由を、ずっと考えていたんだ。心当たりはこの手帳くらいだが、やっぱりそのとおりだったね。阿良々木堂の弱みでも握にぎってこいと言われたかい？　手帳の情報を持ってきたら、報ほう酬しゆうをやるとか」

「ち、違ちが……」

　剣が手帳を欲しがったのは、弱みを握りたかったからではない。でも報酬を提示されたのは事実だったから、完全に違うとも言い切れなかった。

　卯壬のそんな逡しゆん巡じゆんを、蘭は肯こう定ていと取ったらしい。皮肉っぽく口の端はを歪ゆがめて笑った。

「お前さんもなかなか強したたかじゃないか。私のことを好きだなんて言って、裏では別の男と通じてたんだから」

「な……通じてたわけじゃ」

「油断させるつもりで言ったのかい？　あいにくだったね」

「違いますったら」

　否定しているのに、信じてくれない。しかも妙みように苛いら立だって、言い方もネチネチしている。

　剣と通じ合ったわけでもなく、帰り道にいきなり拉ら致ちされたのだ。なのに、まるで卯壬がスパイか二ふた股またでもかけているかのような口ぶりだ。

「俺は武剣と通じてたんじゃなくて、一方的に攫さらわれたんです。勝手に話を持ち掛かけられて、おまけに発情するし。それで蘭さんに抱だかれて……昨日からいろいろ大変だったのに。だいたい、最初に騙だまして俺をここに連れてきたのは、蘭さんじゃないですか。なのに俺だけが悪いみたいに……ふがっ」

　腹が立って捲まくし立てていると、大きな手が伸びてきて、口と鼻を乱暴に塞ふさがれた。

「そうだよ。お前を連れてきたのは私だ。コロコロ懐なついてきて、可愛かわいい兎うさぎだと思っていたが、誰にでもすり寄るんだね」

　どうして逆ギレしているんだろう。一いつ瞬しゆん、疑問に思ったが、冷静に考えるには卯壬も頭に血が上っていた。擦り寄るだなんて言われて、怒いかりがわかないわけがない。

「すり寄ってなんかいません。さっきから言ってるでしょう。蘭さんのわからず屋。こっちだって、カッコよくて優やさしい人だと思ってたけど、こんな頭の硬かたいねちっこい人だとは思いませんでしたっ」

「ああそうかい。目が醒さめて良かったじゃないか。それなら、剣のところにでも行くがいいさ」

　蘭はイライラした口調で言うと、尻のポケットから小さな鍵かぎを取り出した。

　卯壬の首輪を引っ張り、ベルトに付いていた南なん京きん錠じようの鍵を開ける。

　南京錠がなければ首輪は外れる。これで、出て行けばいいと蘭は言っているのだ。

「これで、お前の運命の番つがいのところに行けるだろう。もっとも、あの男が何の手て土産みやげもなく、お前を受け容いれるとは思えないけどね」

　卯壬は困こん惑わくした。売り言葉に買い言葉とはいえ、蘭がどうしてここまでやけくそな態度を取るのか、理解できない。

　自分は自由になったのだ。このまま逃にげれば、どこにも売られずにすむ。

　なのに少しも嬉うれしくなかった。それどころか、蘭に見捨てられたような気がして、悲しくなる。

「だから、違うって言ってるのに」

　なおも言ったが、蘭は聞く耳を持たなかった。

「どこへでも行けばいいさ」

　踵きびすを返し、部屋を出て行ってしまう。残された卯壬は途と方ほうに暮れた。首に手をやると、ポロリと南京錠が滑り落ちた。ベルトを手で探さぐり、首輪を外す。

「どこへでも行けって言われたってさ」

　誰だれもいなくなった部屋で、卯壬はつぶやく。

　一日ぶりに軽くなった首元が、落ち着かなかった。　>>>♥










　この先どうすればいいのか、考えあぐねて、とりあえず卯壬は考えるのをやめた。

　お腹なかが空すいていることを思い出したのだ。簡単に食べられるパンを焼いて空腹を満たし、お茶を飲むと、冷静な思考が戻ってきた。

　どこへでも行けばいいと、蘭は言う。

　前の職場から出た残業代と未み払ばらいの給料がまだ残っているし、ここに来てからもらった給料は薬代に使った以外、ほとんど貯金していたから、どこかアパートに引っ越こして、就職先を見つける余よ裕ゆうもある。

　そう考えれば、卯壬はもう、誰にも行動を強制されることはないのだ。

　剣に情報を渡わたして、いくばくかの代金と仕事先を世話してもらう必要もない。

　だいたい、マフィアから目を付けられている男と取り引きをするなんて、リスクが高すぎる。ちょっとでも迷った自分は、冷静ではなかった。

　剣のことは気の毒だし、子供たちのことは卯壬も気になる。でも、やっぱり我が身が大事だ。

　でもそれならば、ここからも出ていくべきなのだろう。まともでないというなら、ここは剣とどっこいのレベルだ。

　人身売買をしていた店だし、卯壬も危あやうく売られかけた。蘭は何だかやけくそになって首輪を外してくれたけど、また気が変わらないとも限らない。

　悠ゆう長ちようにパンなんて食べている場合ではないのに。

（俺、どうして動けないんだろう）

　ここから出ていきたくない。蘭と離はなれたくない。

　どうしてこんなに好きになってしまったのか、自分でもよくわからない。

　優しいのは上辺だけだったし、腹黒の上に癇かん癪しやく持もちだ。さっきなんか、どんなに卯壬が違うと言っても、聞いてくれずに怒おこっていた。

「食べた寿す司し桶おけも片付けない。俺が放っておいたら何もしない無ぶ精しよう者ものだし、ぐーたらの酒飲みだし。武先生のところで賭かけ麻マー雀ジヤンもしてるし」

　いいのは顔だけではないか。ブツブツ文句を言ったが、立ち上がってここを出ていく気にはなれなかった。

　蘭が善良な人間だとは思えない。でも、卯壬を本当に傷つけることはなかった。

　卯壬を騙して売ろうとしていたのは事実だが、そのことに自分自身も傷ついていた。売られたらお寿す司しも食べられない、と卯壬が言ったら、途方に暮れた顔をしていたのだ。

　それに、たとえ裏があったとしても、卯壬が困っている時に助けてくれた。

　渋谷のセンター街で店長に殴られ蹴けられていたあの時、蘭が通りかからなかったら、どうなっていただろう。

　卯壬は社会に出てからずっと、理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けていたために萎い縮しゆくしていた。いつも人の顔色を窺うかがっていたし、自分の思っていることを素す直なおに口に出すこともなかった。

　でも今は、まっすぐに蘭の目を見て物が言える。蘭に小言を言って、さっきみたいに雇やとい主と喧けん嘩かだってする。

　あの状じよう況きようでも強気の喧けん嘩か腰ごしになれるなんて、前の自分だったら想像もできなかった。

　でもそれは、相手が蘭だからだ。この人は、どんなに悪く振ふる舞まっても、本当にひどいことはしないと、頭のどこかでわかっているから。

「よし、決めた」

　湯のみのお茶を飲み干して、卯壬は誰にともなく口にした。

　自分はここから出て行かない。どこへでも行けと言ったのだから、つまり行く先は自分で決めていいということだ。決意をして、卯壬は立ち上がった。

　ここでその屁へ理り屈くつをこねたら、また何か蘭が癇癪を起こして、つまみ出されないとも限らない。しばらく、蘭の頭が冷えるまで自分の部屋に籠ろう城じようすることにした。

　もしも蘭がマスターキーを持っていて、踏ふみ込まれたらそれまでだが、彼のあの様子ではそこまでしない気がした。

（一人でぷんぷん怒って。不ふ貞て腐くされて……拗すねてるみたいだった）

　何に拗ねているのだろう、と考えようとしてやめた。蘭の寝しん室しつで物音がしたのだ。さっさと籠城の支し度たくをしなくては。

　キッチンへ行くと、冷蔵庫と戸と棚だなにある食品のストックを取り出した。残り物のご飯をおにぎりにして、作り置きの総菜や缶かん詰づめ、レトルトをぜんぶ自分の部屋に運び込む。

　一台しかない電気ケトルも、お茶っ葉とともに拝借した。部屋に水道があるから、いつでもお茶が飲める。

　これに対して蘭は、お茶っ葉もコーヒー豆もなく、お湯を沸わかすためには戸棚の奥にあるやかんを取り出さなければならない。

　キッチンに食料はほとんど残っていない。外に出ればいくらでも調達できるが、無精者の蘭はちょっと困るだろう。冷蔵庫を開けて、酒のつまみが一つもなくなっていることに気づいたら、切ない気持ちになるかもしれない。

　その時の蘭の情けない顔を想像し、卯壬はふふっとほくそ笑えむ。これは、自分を騙だましたことへのささやかな復ふく讐しゆうだ。

　コソコソと食料を運び込み、籠城の支度が終わると、部屋に鍵をかけた。チェストを引きずり、ドアの前に移動させる。これでマスターキーを使われても、すぐには入ってこられないだろう。ただの気休めだが、ここから出て行かないぞ、という意思表示でもあった。

　部屋にはテレビもパソコンもないが、本や勉強道具、それにネットに繫つながる携けい帯たい電でん話わがあるから、時間を持て余すことはないだろう。

　楽観できる状況ではないはずなのに、なんだかワクワクしてくる。

　卯壬はそれから勉強をしたり、本を読んだり、気分転てん換かんにゆっくりお風ふ呂ろに入ったりと、自分の部屋で気ままに過ごした。

　途と中ちゆうに何度か、蘭が廊ろう下かを歩く音が聞こえ、その時だけ少し緊きん張ちようしたが、足音が卯壬の部屋の前で止まることはなかった。

　その日の夜、早々にベッドに入ってウトウトしていると、キッチンでガシャン、とガラスを割る派手な音がした。

　蘭の悪態が聞こえ、身体からだがこわばる。卯壬が出て行かないから、怒っているのだろうか。

　ドキドキしたが、それきり物音は聞こえなくなった。しばらくベッドの中で耳を澄すませていたが、そのうち眠ねむってしまったらしい。

　翌日も、自分の部屋に籠こもって過ごした。一日中引き籠っていて身体がなまりそうだが、意外に時間はあっという間に過ぎる。

　ただ、昨日は何度か聞こえた蘭の足音が、今日は一度も聞こえなかった。

　食べ物もないし、卯壬が気づかないうちに外に出かけたのかもしれない。しかし、夕方になっても物音ひとつ聞こえず、段々と心細くなってきた。

　昨晩、ガラスの割れる派手な音が聞こえた。もし、蘭が怪け我がをして動けなくなっていたらどうしよう。

　いろいろと想像ばかりが膨ふくらんで、いても立ってもいられなくなる。

　食料はまだまだ残っていたが、卯壬はついに我が慢まんできず、チェストを動かして部屋を出た。

　ソロソロと、忍しのび足で廊下を歩き、ダイニングキッチンに繫がるドアを開ける。

　そこに蘭の姿はなかった。ただ、ダイニングの床ゆかにウイスキーのボトルとグラスが割れて、ガラスの破は片へんが散らばっている。昨日の音はこれだろう。

「確かこれ、高いやつだ」

　以前、「とっておきの酒」だと言って、ダイニングのガラス棚だなにしまっていた。

「どうして放っていくかな。危ないのに」

　文句を言いながらも、ガラス片を片付けようとしたその時、ガラスの破片に血がこびりついているのが目に入った。

　蘭がこれを取ろうとして、怪我をしたのだ。血は琥こ珀はく色いろの液体に薄うすまっていたが、かなりの量だった。頭からさっと血の気が引く。ちゃんと病院に行っただろうか。物音がしないのは、ただ出かけているからなのか。

　卯壬は籠城作戦も忘れ、急いで蘭の寝室へ向かった。

「蘭さん、いますか」

　ノックをして話しかける。返事はない。しかし、部屋の中で小さく蘭が呻うめく声が聞こえた。

「蘭さん！」

　ノブを回すと難なく開いて、部屋の中に飛び込んだ。

　果たして、蘭はベッドの上で横向きに倒たおれていた。外に出かけたのか、スーツ姿のままで、エビのように縮こまっている。靴くつも脱ぬいでいない。

　部屋の中は酒の匂においが充じゆう満まんしていた。これまでも時々、吞のんで帰ってきた蘭の部屋が酒さけ臭くさいことがあったが、ここまでではなかった。相当な量を飲んだのだろう。

「蘭さん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　駆かけ寄ると、蘭からさらに強く酒の匂いがする。返事はなく、腕うでで顔を覆おおっているので表情もわからない。

　ただその左手には、ぞんざいにタオルが巻かれていて、変色しかけた黒っぽい血が滲にじんでいた。

　卯壬は急いでダイニングキッチンへ行き、救急箱を取ってきた。

　手に巻いていたタオルをほどく。蘭はいくら揺ゆすっても起きず、タオルを握にぎり込んでいるので苦労した。

　ようやくタオルを取り去ると、指先から手のひらにかけて長く皮ひ膚ふが裂さけていた。血はすでに固まっていて、傷もそれほど深くはなさそうだった。

　少しホッとするも、ベッドのサイドテーブルに空の酒さか瓶びんが転がっていて、腹が立ってきた。

「怪我してるのにお酒を飲むなんて。出血がひどくなるじゃないですか」

　大人なのだから、それがわからないわけでもないだろうに。どうしてこんな無茶をするのか。

　昨日から蘭は、何を自棄やけになっているのだろう。気にはなったが、聞いたところで答えてはくれまい。そもそも、目を覚まさないし。

「ちょっとしみますけど、俺のせいじゃありませんからね」

　話しかけたが、うるさそうな唸うなり声が返ってくるだけだ。卯壬は消毒液を気前よく傷口にぶちまけた。

「……っあ、痛っ」

　液体が傷口を濡ぬらした途と端たん、蘭の手がビクッと跳はねて、痛みに声を上げた。ようやく目が開いて、卯壬の姿を捉とらえる。

「……っ？」

　数秒の後、それが卯壬だと認にん識しきしたのか、がばっと身を起こした。まるで幽ゆう霊れいでも見るように卯壬を見つめる。

「卯壬……？」

「応急処置だけしますから、ちゃんと病院に行ってくださいね」

　まだ酔よっているらしい。呆ぼう然ぜんとしている蘭には構わず、卯壬はそう言って傷口にガーゼを当て、包帯を巻いた。

「どうして戻もどってきた」

　しばらくなすがまま処置を受けていた蘭が、感情を押し殺した声でようやくそんなことを口にする。

「戻ってきたも何も、俺、ずっと自分の部屋にいましたけど」

　その時の蘭の表情は、かなり見ものだった。

「……は？」

　目が点になるって、こういうことをいうんだな、と卯壬は物もの珍めずらしい気分になって、相手を見ていた。

「自分の部屋で籠ろう城じようしてたんです。食料とかお茶とか、あと電気ケトルも持って」

　どうやら蘭は、卯壬が部屋にいることに気づかなかったらしい。昨日、あれから出て行ったと思っていたのだ。

「籠城？」

「蘭さんがどこへでも行けって言うから、自分の部屋に行ったんですよ。籠ってたのは、また蘭さんの気が変わって、つまみ出されないようにするためです」

　どうして、というつぶやきが聞こえた。それはもっともな疑問だ。卯壬も自分で自分の行動が信じられない。

「お前さん、馬ば鹿かなのか？」

　言われてカチンと来た。しかし、目の前の男の表情を見て、ふと冷静になる。

　蘭は驚おどろいていて、でも昨日のように怒おこったり、苛いら立だったりはしていなかった。それどころか、ホッとしているようにさえ見える。

（もしかして、俺が出て行かなかったから？）

　まさか、と自分の考えをすぐに打ち消した。希望的観測だ。

　でも、もしも卯壬の予想が当たっているとしたら、不可解に思えた蘭の言動にも説明がつくのだ。

「蘭さん、寂さびしかったんですか」

　試ためしに言ってみる。すぐに「はあっ？」とむきになり、苛立った声が返ってきた。

「俺が出て行っちゃったと思って、やけ酒飲んでたんですね」

　蘭はまたカッとなって何か言い返そうとし、すんでのところでそれを飲み込んだ。言葉を探すように視線をさまよわせ、何も思いつかなかったのか、はあっと盛大なため息をつく。それきり黙だまり込んだ。

　そんな男の様子を眺ながめているうちに、卯壬は自分の中から、じわじわとくすぐったいものがこみあげてくるのを感じた。

「俺、運命の番つがいって言われても、武剣に特別な感情はわきません。事情を聞いて同情はしましたけど、いきなり車で攫さらわれたのは怖こわかったし、信用してるわけでもないです」

　卯壬は、武剣が運命だと聞かされてもピンとこない。ただ、彼と接して突とつ発ぱつ的な発情が促そく進しんされるというなら、あまり近づきたくないな、と思う。その程度だ。

　一方、蘭がキレて首輪を外した時、運命の番がどうのと言っていた。運命にこだわっていたのは、彼の方ではないのか。

　自分に懐なついていたと思っていた卯壬が、武剣と運命の番だった。しかも、先代の手帳の情報を武剣に渡わたそうとしていた。

　蘭は子供っぽく、やきもちを焼いていたのだ。

　卯壬に対して、別に恋れん愛あい感情を抱いだいているわけではないのかもしれない。

　でもこちらが思っていた以上に、蘭は卯壬を身近に感じていたのではないか。愛情は無理にしても、愛着、くらいの感情を抱いてくれているのかもしれない。

　蘭の瞳ひとみに自分など映っていないと思っていたから、それだけですごく嬉うれしい。

「蘭さんが、妬やいてくれて、嬉しいです」

　わざとそう口にしたら、ギロッと睨にらまれた。でも、否定しない。

　卯壬はまたキッチンへ行き、蘭に水の入ったコップを渡した。蘭は黙だまってそれを取り、ごくごくと美味おいしそうに飲み干す。

　コップを卯壬に返すと、こちらに背を向けてゴロリと横になった。

「俺、出て行きません。これからも、ここにいます」

「……勝手にしな」

　長い沈ちん黙もくの後、ぶっきらぼうな返事があった。

「はい」

　こうして卯壬は半ば強ごう引いんに、阿良々木堂に居座ることになったのだった。










　蘭はその後、ちゃんと病院に行ったらしい。

　翌日、スーツ姿でふらっとダイニングに顔を出した時には、手に新しい包帯が巻かれていた。

　お昼ご飯を食べている卯壬を見て、ふいっと気まずそうに目をそらす。それでもテーブルの向かいに座ったので、卯壬は「おはようございます」と言って、お茶を淹いれにキッチンへ行った。

　ついでにうどんを一玉茹ゆでて、蘭の食事を作る。

　昨日、あのままふて寝ねをした蘭は、たまにキッチンに水を飲みに来るくらいで、ほとんど自分の部屋で過ごしていた。

　今朝も起きて来なかったので心配していたのだが、卯壬が自分の部屋にいる間にどこかへ出て行った。たぶん、病院に行っていたのだろう。

　うどんに卵とねぎを落として運ぶと、蘭はちらりと卯壬を見てから、いただきますと小さく言って食べ始めた。

「怪け我がは大だい丈じよう夫ぶでしたか」

「大したことはない。縫ぬわなくてすんだよ」

　それほど深くはなかったそうだ。利きき手でないから、食事はそれほど困らないが、しばらくは風ふ呂ろに入るのも不便だろう。

　頭を洗うのを手伝う、なんて申し出たら、迷めい惑わくそうな顔をされるだろうか。そんなことを考えていたら、蘭が向かいからちらっと視線をよこした。

「お前は大丈夫なのか」

「え？」

　俺？　と首を傾かしげる。蘭はまた少し、気まずそうな顔をした。

「周期にはない発情をしただろう。その後、私もかなり無む茶ちやをさせたし。突発的な発情と性交の後、たまに体調を崩くずすオメガがいるんだ」

　そういえば、そんなこともあった。忘れていたわけではないけれど、色々ありすぎて、数日前のことなのにずいぶん昔のことのように感じられた。

「大丈夫です。身体からだは……特に、何も」

　不意にあの時の行こう為いが脳のう裏りを過よぎって、顔が熱くなる。

　裸はだかになった蘭の胸の厚みや、逞たくましい腕うでを思い出し、意識せずにはいられなくなる。こちらがそわそわし始めると、蘭も苦い顔になった。

「こっちまで落ち着かなくなるだろ」

「蘭さんが思い出させるからじゃないですか」

　あの時は、騙だまされていると知って悲しい気持ちになったけれど、今はもう悲しくない。代わりにくすぐったいような、むず痒がゆい感覚に占しめられている。

「……悪かったよ。緊きん急きゆう措そ置ちとはいえ、初めてなのに無茶をして。こっちも途と中ちゆうから止められなかった」

　言いにくそうに蘭は謝った。彼も発情していた。普ふ段だんはまったりしていて優ゆう雅がなのに、セックスの時はあんなにも獰どう猛もうになるのだと、あの時知った。何度も強く求められて、嬉しかった。

　薬も効かない状態で、発情を止めるためのやむを得ない行為だとわかっている。あの時、抱だかれていなかったら、長いこと発情の熱と疼うずきに苦しんだだろう。

「それでも、蘭さんでよかったです」

　もしも武剣の理性の箍たがが外れ彼に抱かれていたら、トラウマになっていたかもしれない。

「でも、俺と武剣が近づいたら、またあんなふうになるんでしょうか」

「だろうね」

　武剣の名前を出すと、蘭はムッと不ふ機き嫌げんになる。

「相あい性しようのいいアルファとオメガは、抑よく制せい剤ざいを使わずにいると周期に関係なく発情することがある。運命の番と言われるのは、そんな中でも特に強く引き合うタイプだ。緊急抑制剤が効かないなんて滅めつ多たにないからね」

　今まで、自分の発情期については常に用心深く気をつけていて、緊急抑制剤を使ったのさえ、あの日が初めてだった。薬が少しも効かなくて恐おそろしかった。しかも、発情した状態で唐とう突とつに放ほうり出されたのだ。蘭が来なかったら、どうなっていただろう。

「あの男はここで長く種馬をやらされていたから、オメガを抱く行為を忌き避ひしてるんだろう。しかもお前さんは、自分の子供でもおかしくない年ねん齢れいだ。さすがに理性が勝ったらしいね。そうでなければ、簡単にやられてたさ。もう二度と近づくんじゃないよ」

「だから、好きで近づいたんじゃないんですってば。帰り道、拉ら致ちされたんです」

　卯壬が訴うつたえると、蘭は面おも白しろくなさそうに「ふん」と鼻を鳴らし、それから探さぐるように卯壬の目を見た。

「お前さん、手帳の情報を使って何をするつもりなのか、あの男から聞いたんだろ。あいつは何が目的なんだ？　金かね儲もうけだとしたら効率が悪すぎる。何か他ほかにあるんだろう」

　水を向けられて、胸にとどめておくべきか迷った。もし口にしたら、蘭は協力してくれるだろうか。

　やり方は良くないが、武剣の子供のことは卯壬も気にかかっていた。もしも生まれた場所が違ちがっていたら、自分も子供のうちに売り飛ばされ、悲ひ惨さんな目に遭あっていたかもしれない。

　卯壬は思い切って、武剣から聞かされた話を蘭に打ち明けてみた。

　武剣がたまたま、自分の子供が売られた先の現実を知ってしまったこと。それからずっと、血の繫つながった子供たちの行方ゆくえを追っていること。先代の手帳に情報があることも。

「確かに、商品売買の記録は逐ちく一いち、あの手帳に書いてあった。今はデータで管理してるがね」

　蘭にとっては、意外な話だったようだ。考え込むようにしていたが、やがてまずいものを食べた時のように、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ここから売られていった子らが、幸せでないのも事実だろう。まともに生きてるのかどうかすら怪あやしいもんだ。けど、あの男がそんな人情的な理由で情報を追ってるとは信じがたいね。武剣の境きよう遇ぐうは同情すべきものだが、同じだけの非道をさんざん働いてきたんだから」

　武剣が手帳を狙ねらう理由は別のところにある、というのが、蘭の見解だった。

　そうだろうか、と卯壬は首をひねる。蘭の口から出る武剣という男の人物像と、実際に会った武剣の印象とに乖かい離りがある。

　目つきの鋭するどい、油断のならなそうな男だったが、そこまで悪人には見えなかった。

　つい、それを口にしたら、蘭の手が伸のびてきて鼻をキュッとつねられた。

「痛っ。痛いじゃないですか。ＤＶだ」

「だんだんお前に腹が立ってきたよ。どうやったらその、甘ったるい考えを捨てられるんだろうね。誰だれにでもホイホイほだされるんだから」

「別に、ほだされてるわけじゃ。ただ、剣は蘭さんを恨うらんだりしてなかったし、それほど悪い人には………痛い！　だからＤＶ反対！」

　今度は両りよう頰ほおをめいっぱい引っ張られて、ハムスターみたいな顔になってしまった。

「悪い奴やつが悪あく人にん面づらしてるわけないだろ。まったく懲こりないね」

「でも。武剣はともかく、その子供たちのことが気になって」

　売られた先の情報だけでも、渡わたすわけにはいかないのだろうか。しかしそれも、「馬ば鹿か言うんじゃないよ」と、ぴしゃりと言われた。

「たとえ本当に子供たちのためだったとしても、だ。情報を渡すわけにはいかない」

　それまでの斜はすに構えた態度ではなく、蘭はまっすぐに卯壬を見つめて言った。

「うちの商売の記録は、お前が思ってる以上に複雑なものだ。単なる売り買いの記録じゃない。阿良々木堂と取り引きをしたっていう事実一つが、表の社会では致ち命めい的てきな弱みになる。そして大枚はたいて希少動物を手に入れようっていう奇き特とくな客は、金持ちで社会的地位もある人物が少なくない。ここまで言えば、お前の小さい頭でも理解できるんじゃないかね」

　利用しようと思えば、いくらでも利用できるものだ。卯壬だって、何も考えていなかったわけではない。阿良々木堂の商売の形態を知ってから、顧こ客きやくはどんな人たちなんだろうとぼんやり想像していた。

「ついでに言えば、今まで一度も、うちから直接情報が漏もれたことはない。だからこそ私みたいな若造が、禁龍門でヤバい商売を続けて来られた。信用がなくなれば私と取り引きしようって相手はいなくなるし、情報を流された客からは報復されるだろう」

　売られた子供たちのことは気になるけれど、それと引き換かえに蘭の身が危あやうくなるのなら、卯壬もそれ以上は食い下がることができなかった。

　同情で動くにはリスクが高すぎる。

「わかりました。すみません。剣の話は、忘れることにします」

「そのほうがいい。聞き分けてくれないなら、またお前さんに首輪を着けなきゃいけなくなる」

　逆に言えば、剣に関かかわらないと約束すれば、もう首輪は着けないということだろうか。疑問に思って、卯壬はじっと相手を見てしまった。目が合って、ふいと視線を外される。

「一人で不便だってのは噓うそじゃない。兎うさぎでもいてもらわないと困るしね」

　口調が恐ろしくぶっきらぼうなのは、照れ隠かくしだろうか。

　これから先もここにいられる。夢みたいに嬉うれしい。無ぶ精しような蘭のお世話も、精いっぱいやろう。

「あの、俺。いっぱい働きます」

　勢い込んで言えば、蘭はわざと顔をしかめてみせた。

「ほどほどでいいよ。あんまりせかせかされちゃ、こっちがサボれない」

　素すの蘭はツンデレなのだ。そんなことを考えて、卯壬はひっそり笑った。










　それからしばらく、平和な日々が続いた。いや、まるきり何事もないとは言えないのだけど。

「丁稚でつちさん、そう乱暴にされたらハゲちまうよ。まったく、加減てものを知らないね」

　もっと強く、と言ったそばからそんな注文をつける蘭に、卯壬はいささかイラッとして、ゴシゴシと頭皮を擦こすった。

　目の前では主人が、自分の部屋のバスタブにゆったりと浸つかっている。入にゆう浴よく剤ざいで白はく濁だくしたお湯に四し肢しを伸ばし、気持ちよさそうだ。

　最近は毎日、卯壬はこうして蘭の頭を洗っている。怪け我がした手では不自由だろうと、卯壬が申し出たのである。

　蘭がぶっきらぼうかつ遠えん慮りよがちに「それじゃあ、頼たのもうか」と言ったのは最初だけだった。

　美容室以外で人に頭を洗われた経験がないという彼は、卯壬の洗せん髪ぱつをいたく気に入ったようで、次の日からは自分から「また頼めるかい」と気楽な様子で声をかけてきた。

　それからは一日一回、卯壬が洗髪するのが習慣になっている。それも蘭の気まぐれな生活習慣に合わせてだ。今日も朝食の後片付けを終えてすぐ、こうして洗髪を頼まれている。

　一日二回でもいいんだけどね、などと言うから「ハゲますよ」と返してやった。だんだん図ずう々ずうしくなっている。

　蘭がこんな調子なので、卯壬も遠慮がなくなった。引き続きここにいられるとわかった時は、めいっぱいお世話をしよう、なんて殊しゆ勝しようなことを考えていたのが、今は気負わなくなった。

　そういう自分の変化を振ふり返ると、蘭の図々しさも優やさしさの一種なのかと深読みしてしまう。

「極楽ごくらくだねえ」

　卯壬の力がちょうど良い塩あん梅ばいになったのか、蘭はふうっと気持ちよさそうに目をつぶる。

　彼が心から言っているのが嬉しくて、もうそろそろ一人でも髪かみは洗えるのでは……と切り出せずにいた。

　蘭の傷はだいぶ良くなって、今は大きな絆ばん創そう膏こうを張り付けているだけ、お湯にもざぶざぶ手を浸けている。生活にはまったく支障がなさそうだ。

　剣が現れ、蘭ともいろいろあってから、まだ半月ほどしか経たっていない。当分は一人で外に出るなと言われているので、剣と接せつ触しよくすることもなかった。

　蘭とは、元に戻もどったような、新しい関係になったような、よくわからない雰ふん囲い気きだ。

　一度は首輪を着けられて、従業員ではなく売り物になったから、働いても給料は出ないんじゃないかと思っていた。

　この店にいる限り、それでも不自由はないのだけど、給料日にいつも通り給料が入っていた時はやっぱり嬉しかった。本当にこの先も、蘭と一いつ緒しよにいていいのだと確信が持てた。

　手の傷が良くなると、蘭はまたあちこちに出かけるようになり、卯壬も店番に戻っている。

「ところでお前さん、大学に行く気なのか？」

　頭を卯壬に預け、目をつぶったまま、蘭が不意に言った。えっ、と驚おどろくと、片目だけ開けてこちらを見る。

「ずっと勉強してるだろう。参考書に、高卒認にん定ていがどうって文字が見えたからさ」

　店番が暇ひまなので、店先にいる時はだいたい勉強をしている。出かける蘭が横目でちらっとそれを見ていくことはあったが、何の勉強かと聞かれたことはなく、まして内容を把は握あくされているとは思わなかった。

「大学まではまだ。俺、高校を中退していて、最終学歴が中卒なので、高卒認定だけは受けようかなって思ってるんです」

　ここに来た時はほんの思い付き、暇つぶし程度にやっていた勉強だった。しかし、首輪を着けられたあの時、この先もう勉強などできないかもしれないと考えた。結局、売られることはなかったのだけど、首輪がはずれて自由になってから、勉強したいと強く思うようになった。

「その気があるなら、大学も考えてみたらどうだ？　通信教育ってのもあるんだろ。まだ二十三、もうすぐ四か。今からでも遅おそくない。獣じゆう人じんでも大卒なら就職の幅はばも広がるだろう」

　就職、という言葉に思わず手が止まった。ここを出ろということだろうか。にわかに不安になったが、次に蘭の口から出たのは、予想外の言葉だった。

「一生ここで店番するつもりかい。そもそもこの店だって、いつまでもあるとは限らないんだからね」

「店を畳たたむんですか」

「まだそこまで考えちゃいない。ただお前さんが言ってただろう。どうしてここから出て行かないのかって。確かに、この辛しん気き臭くさい店にこだわることもないかと思ってね」

　少し前まで彼は、自分などどこにも行けやしない、と自じ嘲ちよう気味に言っていた。

　心境に変化があったのなら、嬉しいことだ。暗い思い出ばかりのこの店に囚とらわれ続けることは、蘭にとってあまり良いことではないだろう。

「次に何をするかなんて、今まで考えたこともなかった。何も決めちゃいないが、あれこれ考えるのは楽しいね」

　蘭の口から「楽しい」という言葉を聞いたのは初めてかもしれない。

「俺が頑がん張ばって大学で勉強したら、次も雇やとってもらえますか」

　どこまでも一緒にいたい。思いをそっと言葉にすると、蘭の口角が少し持ち上がった。

「ろくな商売じゃないかもしれないし、給料だって低いかもしれないよ」

「ブラック環かん境きようには慣れてますから」

　胸を張って言うと、威い張ばることじゃないだろうと笑われた。

「資し金きん繰ぐりは心配ないんだ。先代があこぎに稼かせいで、私もそれを引き継ついだ。あの手帳と一緒にね。けどそう、あの負の遺産も清算しないことには、大手を振ってここを出ていけないだろうよ」

　しがらみを捨ててこの街を出て行けるのは、まだ先ということだ。

「じゃあ俺、それまでしっかり勉強します」

　蘭の頭を洗い流しながらはりきって言う。と、その主人がニヤッと悪い顔になった。

「そうだねえ。お前さんはもっと、いろいろ勉強しないと」

「いろいろ……」

「そうそう。アッチのこともコッチのことも」

　お湯の中で、蘭がくるりと身体からだの向きを変える。意地の悪い笑えみをたたえて見つめられ、卯壬はドキリとした。肩かたにしっとりと濡ぬれた髪が絡からみ、いつにも増して艶つやめいて見える。

「よし。今度は私が洗ってやろう」

　するりと濡れた手で手首を摑つかまれ、「ひゃ」とおかしな声が出た。

「い、いいです」

「ＯＫってことだね。じゃあ脱ぬごうか」

「結構です！　あとは自分でやってくださいっ」

　慌あわてて手を振り払はらい、立ち上がった。顔が赤くなっている。

「蘭さんのエロオヤジ」

　捨てゼリフを吐はく。クスクスと楽しそうな笑い声を背に、蘭の部屋から逃にげ出した。髪を洗うようになってから、蘭はたびたびこうして、卯壬をからかってくる。

　以前は滅めつ多たに触ふれなかったのに、この頃ごろはこうして遠慮なく触さわってくることが多かった。

（蘭さんは俺のこと、どう思ってるんだろうな）

　便利な兎うさぎとでも思われているのだろうか。蘭のことを「好き」と告白したのだけど、それについての答えはない。否定も肯こう定ていもなく、ただセクハラまがいのスキンシップが増えた。

（でも、別にいいよね。一緒にいられるだけでも）

　蘭の目に自分がどう映っているのかは気になる。しかし、そこまで答えを欲ほつしているわけではなかった。

　この生活は長く続かないと思っていたのに、これからも蘭のそばにいられることになった。それだけで十分だ。

　それに恋こい心ごころはともかく、最初に比べれば、蘭との距きよ離りも近くなっている気がする。お互たがいに遠慮がなくなって、ずけずけ物を言う今の関係が、卯壬は好きだった。

　一日一回、蘭の髪を洗うのだって、口では文句を言っているけれど、本当は嫌いやではない。好きな相手が無防備に、自分へ身体を預けてくるのを嬉うれしいと思ってしまう。

「けど、時間は考えてもらわないと」

　朝食の後片付けを終えてすぐ呼ばれたので、洗せん濯たくや掃そう除じがまだ終わっていない。今からぜんぶ済ませていたら、店番の時間に遅おくれてしまう。万ばん事じにおいて適当な蘭に言えば、店番なんて遅れていいよと言うだろうが。

　頭の中で今日の予定を考え、ひとまず洗濯だけ済ませることにする。今日は自分のベッドの寝しん具ぐを洗おうと思っていたのだ。

　自分の部屋へ行き、シーツやベッドカバーをはがしていると、勉強机から軽快な音楽が聞こえてきた。

　ラジオの音でもなく、それが携けい帯たい電でん話わの着信音だとわかるのに、数秒かかった。蘭から支給されたものだが、今まで電話がかかってきたことがなかったのだ。

　携帯電話の番号を知っているのは、蘭だけのはず。訝いぶかしく思いながらディスプレイを見たが、やはり見慣れない番号だった。

（あ、武先生かな）

　最初に蘭に引き合わされた時、武先生と連れん絡らく先を交こう換かんした。名めい刺しを渡わたされ、蘭も先生ならいいよと言うから、卯壬の番号を教えたのだ。

　迷っている間も電話は鳴り止やまず、卯壬は恐おそる恐る電話を取った。

『──もしもし』

　武先生ではなかった。相手の第一声を聞いた時から、ざわりと全身の産うぶ毛げが逆立つのを感じた。

『桜君だね』

「……武剣」

　思わずつぶやくと、『そうだ』と笑いを含ふくんだ声が答える。どうしてこの男が、卯壬の携帯電話の番号を知っているのか。

　得体の知れない恐ろしさに何も言えずにいると、『今は一人か？』と聞かれた。

「あの、俺。手帳のことは……」

『協力できないと言うんだろう。わかっている。君がまだ、蘭志連のところにいる時点で、手帳の情報を君から引き出すことは諦あきらめたよ』

　卯壬が何か言う前に、武剣が先回りする。諦めたと言われてホッとしたが、同時に恐ろしくもあった。この男は、卯壬がまだ阿良々木堂にいることも知っている。何もかも知られているようで不気味だ。

『時間がないので、用件だけ言おう。桜君。実は俺は今、君の本当の両親と一緒にいる』

　一いつ瞬しゆん、時が止まった気がした。施し設せつのお父さんとお母さんの顔が頭をよぎる。違ちがう。本当の両親ってどういうことだ。

『俺も驚おどろいてる。阿良々木堂にいた獣人たちの情報を追っていて、行きついたんだ。君の両親は阿良々木堂で売買されていた獣人だったんだよ』

　息を吞のみ、それから心臓がドキドキと大きな音を立て始めた。何もない地下の個室を思い出す。あの場所に、自分の本当の両親がいた？

　想像もしなかった話だ。とてもすぐには受け止めきれない。沈ちん黙もくしていると、武剣が口早に畳みかけてきた。

『彼らは、君の親だという証しよう拠こを持っているんだ。日本を離はなれる前に、一目でもいいから会いたいと言っている』

「日本を、離れる？」

『ああ。彼らの飼い主から逃げるためにね。劣れつ悪あくな環境だった。とにかくもう、時間がないんだ。今からほんの少しでも出て来られないか？』

「あの、でも」

　武剣の話は本当だろうか。いくらなんでも怪あやしいのではないか。いやでも、もしも本当だったら？　両親が自分のことを捜さがしていたのだったら。

　いくら考えても答えが出ず、オロオロした。正常な判断ができない。

『九福楼ならどうだ。武大老の店なら、蘭志連も反対しないだろう？』

「え、武先生？」

　武剣は、禁龍門に立ち入ることができないはずだ。それは華か僑きようマフィアのボスである武先生の顔に泥どろを塗ぬったからで、そんな武剣が九福楼に出入りするなどありえない。しかし、そんな卯壬の内心を先回りするように、またも武剣が言った。

『武大老とは和解したんだ。今は九福楼にかくまわれている。なんなら、店に電話をしてくれてもいい。ただし、蘭志連には俺のことは内密にしてほしい』

　そこまで言われて、卯壬の心は大きく傾かたむいた。武先生がいるなら、彼の店なら安全だ。

　電話を切ると、携帯電話だけを持って、蘭の部屋へ行く。彼はまだバスルームにいて、洗面台でヒゲを剃そっていた。

「あの、今からちょっと、九福楼に行ってきます。すぐに帰ってきますから」

「なんだい急に。どういうことだ」

　蘭の表情が、途と端たんに険しくなる。卯壬は慌てて自分の携帯電話を見せた。

「携帯を持って行きます。五分だけ。前からどうしても欲しかったお茶の葉を、わけてくれるって言うんです。すぐに戻もどりますから」

　あらかじめ、武剣から言われたとおりのセリフを言い、慌ただしく踵きびすを返した。蘭が慌てたように一いつ緒しよに行くというようなことを言っていたが、「すぐに戻ります」とだけ返して振ふり返らなかった。大だい丈じよう夫ぶ。武先生のところなら、先生も若い衆もいる。九福楼なら、ここから歩いて百メートルほどだ。まだ午前中だし、走って行けば通りも危ないことはない。

　自分に言い聞かせたが、心はすでに両親のことでいっぱいだった。

　一階まで駆かけ降りて店を出る。卯壬の生体情報は登録されたままになっていて、ドアは問題なく開かい錠じようした。九福楼に向かって走り出したその時、逆の方向から呼び止められた。

「卯壬さん」

　ぎくりとして振り返る。そこにいたのは、大おお柄がらな獣じゆう人じんの青年だった。

「あ、九福楼の」

　若い衆だ。武先生の外出時など、よくボディガードとして付き従っている。見覚えのある顔に、卯壬もホッと気を緩ゆるめた。

「迎むかえに上がりました。こっちです」

　そう言って青年が示したのは、九福楼とは反対の方角だった。

「え？　でも」

「迂う回かいして、店の裏口から入ってもらいます。表で慌ただしく出入りがあると、周りに何かあったと知られてしまいますんで」

　青年は周りの視線を気にしながら、口早に告げる。卯壬の両親は、売られた先から逃げてきたのだ。かくまっているのが知られたら、武先生の立場も危ないだろう。

　卯壬が納なつ得とくしてうなずくと、青年は先に立って歩き出した。阿良々木堂のすぐそばにある細い路地を曲がる。さらに別の路地を曲がったが、九福楼からは遠ざかっていた。

　この先は、蘭が危険だから通ってはいけないと言っていた場所だ。

「あの」

「桜君」

　にわかに不安になったその時、すぐ背後で聞き覚えのある声がした。

　振り返る。思っていた以上の至近距きよ離りに、武剣が立っていた。

　ニッ、と涼すずしげな美び貌ぼうが笑いに歪ゆがんだ。よこしまな顔。その表情を目にした途端、底知れない恐ろしさを覚えた。

　逃にげなければと、考えたような気がする。

　すぐに意識を失ったので、それも定さだかではない。










　──お前さん、馬ば鹿かなのか？

　頭の中で、蘭の呆あきれた声がした。

「……蘭さん」

　ごめんなさい。騙だまされた、騙された。本当に馬鹿だった。卯壬は窮きゆう屈くつで真っ暗な囲いの中、自分の行動を悔くやんだ。

　ここは恐らく、車のトランクの中だ。禁龍門の路地で武剣と出会ってから、その後の記き憶おくがない。ズキズキと頭が痛むが、殴なぐられたようには感じない。何か薬を使われたのかもしれない。

　それも憶おく測そくだ。意識を取り戻すと、すでにこの中に閉じ込められていた。

　後ろ手に拘こう束そくされ、身を折り曲げるようにして横たえられている。目を覚ました時は車が走行している最中で、しばらく揺ゆられた後、静かな場所で停車した。

　その時だけ、武剣と、それに卯壬を迎えに来たという青年の声が聞こえたが、すぐにそれも聞こえなくなった。必死に耳を澄すませても、物音一つしない。

（喉のど渇かわいた）

　あれからどれくらい経たったのか。いつまでここに閉じ込めておくつもりだろう。いや、武剣は卯壬を生かしておくつもりだろうか。

　あらゆる可能性が頭を過よぎり、心しん拍ぱく数すうが上がった。全身に嫌いやな汗あせがにじむ。

　武剣の目的がわからない。それになぜ、九福楼の若い衆が彼に協力しているのか。武先生も計画に加わっているのか？　誰だれを信用すればいいのかわからない。

　わかっているのは、もう蘭には二度と会えないということだった。

　武剣の思おも惑わくが何にせよ、蘭に卯壬を助ける義理はない。このまま売られていくなら傍ぼう観かんするだろうし、武剣が卯壬を人ひと質じちに取り引きを持ち掛かけても、応じることはないだろう。

　泣いてもどうにもならないとわかっているのに、涙なみだが出る。己おのれの愚おろかさを呪のろった。

「もう、さすがに目が覚めているかな」

　唐とう突とつに武剣の声がして、バクッと天てん井じようが開いた。外から光が入ってきて、目がくらむ。目が慣れてくると、こちらを覗のぞき込む武剣と目が合った。

「やあ、おはよう。桜卯壬君」

　卯壬が睨にらむのを見て微笑ほほえむとすぐに身を引き、「トモエ」と後ろに向かって呼びかけた。武剣と入れ替かわりに、あの獣人の青年が顔を出す。

　トモエと呼ばれた青年は無表情にトランクへ身を屈かがめ、卯壬の身体からだを軽々と抱かかえ上げた。

「抵てい抗こうすると、痛い目をみるぞ」

　暴れようとする卯壬に、少し離れた場所から武剣が牽けん制せいする。距離を取った上に顔半分をハンカチで覆おおっているのは、突とつ発ぱつ的な発情を警けい戒かいしてのことだろう。

　車が停車した場所は、屋内だった。大型の倉庫なのか工場跡あとなのか、判別のつかない、天井の高い鉄筋の建物だ。ほとんどの屋根が剝はがれ落ち、ところどころ剝むき出しになった柱の鉄骨がコンクリートを錆さび色いろに染めていた。

　トモエは卯壬を担かついで数メートル先にある柱まで歩き、無造作に降ろした。両手は拘束されているものの、足は自由だ。しかし、卯壬の隣となりに立ったトモエがズボンのベルトに挟はさんだ拳けん銃じゆうを取り出してこちらに向けたので、逃げられないとわかった。

「蘭志連を呼んだんだが。なかなか来ないな」

　武剣は、優ゆう雅がともいえる所作で腕うでの時計を見る。卯壬を人質に蘭を呼び出したのだ。卯壬は武剣を睨みつけた。

「手帳を諦あきらめたって。俺の両親の話も噓うそだったんですね」

　武剣はそれに、クスッと笑った。

「君は天然で素す直なおだと聞いていたが、こんなにうまくいくとは思わなかったよ。一いつ瞬しゆん、騙されたふりをした[image: 囮]おとりかとも考えたんだがね」

　武剣の視線が一瞬、トモエを通過する。卯壬は隣のトモエを睨み上げた。

「あなたが、武剣に情報を流してたんですね。武先生も関かかわってるんですか」

　無表情のまま、トモエの瞳ひとみが一瞬、揺れる。彼は何も言わない。かわりに武剣が「武大老は関係ないよ」と答えた。

「彼は、君がさらわれたことも知らないだろう。今日はまだ、クアラルンプールに滞たい在ざいしてるんだったかな」

　トモエがうなずく。武先生の留守を狙ねらって動いたらしい。自分に親切にしてくれた老人が裏切っていないとわかって、少しだけホッとした。

「いくら待っても、蘭さんは来ませんよ。俺に人質の価値なんかないから」

　虚きよ勢せいではなく、事実だった。少なくとも卯壬はそう確信している。

　けれども、武剣の見解は異なるようだった。彼はひどく愚かしい言葉を聞いた、といった様子で、やや神経質に片かた眉まゆを引き上げてみせた。

「価値がない？　そうかな。彼が何か月も君を売らずに店に置いている時点で、俺は大いに驚おどろいていたよ。しかも、君が俺と接せつ触しよくした後も、変わらずに。ずっと誰もそばに寄せ付けなかったのにね」

　確かに、いくばくかの情はあるのだろう。だが危険を冒おかしてまで助けに来るとは思えない。手帳の情報が漏もれれば、蘭は顧こ客きやくから狙われることになるのだ。

　このまま蘭は現れず、卯壬はきっと焦じれた武剣に殺されるだろう。死ぬことよりも、痛めつけられたり、いたぶられるのが怖こわかった。

「こんなことをしても、手帳の情報は手に入らない。子供を捜さがしたいなら、もっと他ほかに方法があるんじゃないですか」

　恐きよう怖ふから逃のがれるために、何でもいいからと話題を口にする。だが武剣は、愉ゆ快かいそうに離はなれた場所から卯壬を眺ながめた。

「子供のことは、もういいんだ」

　あっさりとした物言いに、啞あ然ぜんとした。

「君にした話は、半分噓で半分が本当。偶ぐう然ぜん、自分の子供の行方ゆくえを知ったのは本当だ。腹が立って、先代の蘭をブチ殺したのもね。売られていた子供は逃がした」

　武剣が視線を移す。その先に、トモエがいた。武剣が十年前、偶ぐう然ぜん行方を知ったという子供。トモエは、武剣の息子むすこなのだ。

「他の子供たちがどうしているのかは知らない。ろくなめには遭あっていないだろう。この子のように」

　武剣は、今度ははっきりとトモエを見る。だがトモエはなんの反応も示さなかった。

「手帳を手に入れたかったのは、それを欲しがる相手がいたからだ。手帳の情報は、君よりずっと高値で売れる。それがあれば、禁龍門なんかでマフィアの用心棒をしなくてもすむんだ」

　最後の言葉は、トモエに向けられたものだろう。隣を窺うかがうと、青年の視線がわずかに揺れた。こんなふうに父親から甘い言葉で誘さそわれて、武先生を裏切ったのか。

「大金が入って、阿良々木堂も潰つぶせる。ついでに蘭志連も困ったことになる。最高じゃないか」

　武剣の声こわ音ねに憎にくしみがこもる。武剣は自分を憎んでいると、蘭が言っていた。卯壬は信じられなかったけれど、本当だったのだ。

「あなたがひどい目に遭ったのは先代のせいで、蘭さんのせいじゃありません。蘭さんだって、先代にひどいことされていたのに」

　蘭を憎むなんてお門かど違ちがいだ。卯壬が言うと、武剣は苛いら立だたしげに卯壬を睨んだ。

「蘭志連がどんな暮らしをしていたのかは、君より知っている。俺も武大老のところにいたんでね。それでも彼は奴ど隷れいではなく、使用人だった。俺はずっと、どんなに役に立っても奴隷のままだったのに。しかも俺が主人を殺した後に、ちゃっかり跡あと取とりに納まった。それも彼が獣じゆう人じんではなく人間だから可能だったんだ。同じ境きよう遇ぐうのはずだったのに、俺は人殺しのおたずね者で、彼は老舗しにせの店主。理り不ふ尽じんだろう？」

　元は同じだったからこそ、武剣は蘭を許せないのだ。もしも人間だったら、阿良々木堂で店主をしていたのは自分だったのに。店を継つぎたいわけではないだろう。ただより良い境遇に這はい上がりたかっただけ。理不尽だという武剣の言葉もわかる。

　でも、蘭だって少年の時に傷つけられたまま、今もどこにも行けず、うずくまっている。蘭が恨うらまれるのだって、理不尽ではないか。

「じゃあ、残念ですね。俺なんか攫さらっても手帳は手に入らない。こんなことをして、トモエさんはもう、武先生のところに居場所もなくなった。骨折り損……」

「うるさい」

　武剣が鋭するどい声で言い、その声に反応したように、トモエが銃身で卯壬の顔を打った。「ギャッ」と悲鳴を上げると、今度は腹を蹴けられる。

　卯壬は身体を亀かめのように丸め、必死で急所を守る。武剣がトモエに何か言い、トモエは卯壬の耳を乱暴に摑つかんで顔を上げさせた。

「いっ……痛い、痛いっ」

　トモエの力は強かった。身体が浮うくくらい、耳を強く引っ張り上げる。

「もしも我が身可愛かわいさで来ないなら、君を売ってしまおう。手帳ほどではないが、金になる。すでに名乗りを上げている好こう事ず家かが何人かいるんだ。オークションにかけてもいいかもしれないな。蘭志連は悔くやしがるだろう」

　武剣にとって、蘭に痛手を負わせることが最上の喜びなのだ。彼は出会った時に見せた紳しん士しの顔を、いまや完全に脱ぬぎ捨てていた。

「痛……耳、ちぎれる……」

　急所を乱暴に扱あつかわれて、痛みに涙がこぼれた。それでもトモエは力を緩ゆるめてくれない。武剣がいいと言わないからだ。

　蘭にできない代わりに、卯壬をなぶるつもりかもしれない。それでも、蘭は来ない。このまま恐怖と痛みに耐たえるしかない──。

　絶望に目の前が暗くなりかけた、その時だった。まず、入り口に背を向けていた武剣が、何かに気づいた様子で、ハッと後ろを振ふり返った。卯壬の耳を握にぎりしめていたトモエの手も、わずかに緩む。

　誰だれかが、建物の入り口に立っていた。

「耳はやめてくれ。兎うさぎの急所なんだ。剣、お前さんもそれくらい知ってるだろう？」

　蘭だった。いつものスーツに中折れ帽ぼうをかぶって、戸口に立っている。

「噓……」

　信じられなかった。なんで、と小さくつぶやく。蘭が顔をしかめて卯壬を睨にらんだ。

「なんでじゃないよ。あれだけ注意したのに、剣にホイホイ攫われるんだから。けど、なんで剣がこっちの情報に詳くわしいのかわかったよ。そっちの若いお兄さんは、武先生の用心棒だね」

　トモエがわずかに身じろぎするのが、耳の振しん動どうから伝わった。卯壬は新しい痛みに顔をしかめる。

「手帳は？　持ってきたんだろうな」

「とにかく耳を離してやってくれ。話はそれからだ」

　蘭が言い、武剣がトモエに指示をすると、ようやく耳を離してもらえた。乱暴に床ゆかに転がされ、痛む耳を押さえる。トモエがそれに再び、拳けん銃じゆうを突つきつけた。

「どちらも、おかしな真似まねはするなよ。奴隷には手足がないほうがいいって客もいるんだ」

　冷たい声にゾッとした。卯壬は震ふるえたが、蘭は皮肉っぽい、それでいてどこか憐あわれむような目を武剣に向ける。

「あんた、堕おちたね。昔はそんなんじゃなかった。腐くさっていても、同じ獣人たちには情じようをかけていたのに」

「誰のせいだ！」

　武剣が突とつ然ぜん、激げき昂こうした。抑おさえ込んでいた怒いかりを爆ばく発はつさせ、入り口近くにいる蘭との距きよ離りを詰つめる。

　しかし、蘭は少しも動じたふうはなかった。

「私のせいだとでも？」

　相手を小こ馬ば鹿かにしたような、軽けい薄はくな物言いに、卯壬はヒヤヒヤした。そんなに挑ちよう発はつ的な態度を取ったら、怒りの矛ほこ先さきが蘭に行ってしまう。

「言いがかりはよしとくれよ。むしろ私があんたに文句を言いたいくらいだね。あんたさえ逃にげなければ、私が店に売られてくることもなかった。あんただけ逃げて、好き勝手やってたじゃないか。地下室の他の獣人たちを見捨てて」

「うるさい、黙だまれ！」

　武剣が叫さけび、手元で何かが閃ひらめいた。蘭が一いつ瞬しゆんのうちに後あと退ずさり間合いを取ったが、卯壬が気づいた時には、蘭の首に一筋の赤い線が引かれ、そこからタラタラと血が流れていた。

「蘭さん！」

　卯壬は思わず叫んだ。「かすっただけだよ」と蘭は言い、スーツの袖そでで首をぬぐう。だが彼が避よけなければ、致ち命めい傷しようになっていたはずだ。

　武剣は手にしたナイフを一ひと振ふりして、血を払はらった。

「手帳は持ってきたんだろうな」

「その前に、うちの丁稚でつちを解放するのが先だ」

　武剣は、相手の真意を疑うように胡う乱ろんな眼まな差ざしを蘭に向けた。

「ちゃんと手帳はあるよ。だが卯壬は逃がしてくれ。二に兎とを追う者は一兎をも得ずって言うだろう？　あっちもこっちもと欲張っちゃいけないよ」

　武剣はわずかな間、思考を巡めぐらし、それからナイフを蘭に突きつけた。

「両手を頭の上にやって、トモエのところまでゆっくり歩け。入れ替かわりに兎を逃がしてやる」

　蘭は言われた通りにした。蘭の後ろから武剣が付いてくる。卯壬は信じられない思いで、近づいてくる蘭を見つめていた。

　どうして卯壬のために来たのか。何か考えでもあるのだろうか。

　蘭がある程度まで近づくと、トモエは卯壬に向けていた銃を、蘭の頭へと向けた。

　武剣は卯壬に「行け」とあごで入り口を示す。すぐには逃げ出すことができずにいると、「卯壬」と蘭が呼びかけた。

「ここを出たらタクシーを拾って、九福楼まで行きなさい。武先生はいらっしゃらないが、店の人たちに言えば助けてくれる。あとのお前さんの身の振り方は武先生が戻もどってきたらどうにかしてくれるはずだ」

　まるで、これきり会えなくなるような言い方だ。そう考えてハッとした。武剣は手帳を奪うばって、それで蘭をすんなり解放するだろうか。

　彼は蘭を憎にくんでいる。そして先ほどの躊ちゆう躇ちよない攻こう撃げきを見ても、人を殺すことにさほどの抵てい抗こうも覚えていない。

「卯壬。早く行きなさい」

　蘭が優やさしい口調で諭さとす。それで確信した。蘭は自分を身代わりにして卯壬を助けるつもりなのだ。

　どうして、と心の中でつぶやく。卯壬は彼にとってただの商品だった。情じようをかけられ使用人になったけれど、自分の身を犠ぎ牲せいにして助ける価値などないはずだ。

「早く」

　武剣がわずかに苛いら立だった仕草をし、それを見た蘭が急せかした。卯壬は座り込んだまま、首を横に振る。

「い、いえ、いいです」

　声が震える。でも、このまま逃げるなんてできない。好きな人を見捨てて、自分が助かるなんて嫌いやだ。

「あ……蘭さんが死んじゃうなら、俺、いいです。俺でいいです」

　武剣が眉まゆをひそめて「何を言ってるんだ？」と言い、蘭も呆あきれたように眉を引き下げた。トモエまでもが不思議そうに卯壬を見る。

　卯壬自身、話の要領を得ないのはわかっている。とにかく怖こわくて、まともな言葉が出てこないのだ。自分の意思ではどうしようもなく、耳がぶるぶる震えていた。

「あの……売られるのは嫌だけど。でも、蘭さんが死んじゃうくらいなら、俺、逃げなくていいです。だから、蘭さんを……助けてください」

「頭がおかしいのか？」

　武剣が言った。彼は真しん剣けんだったが、その物言いがツボにはまったらしく、蘭がプッと噴ふき出した。

「変わってるだろ、この垂れ耳兎は。けど、だからだよ」

　そう言って、笑いながら卯壬を見る。蘭は今まで見たことがないくらい、穏おだやかで優しい顔をしていた。

「今までろくな人生じゃなかった。剣、あんたには気楽に見えたかもしれないが、こっちだってそれなりに苦労してたんだ。楽しいこともない、生きてるのか死んでるのかわからない。ろくでもない人生だ。そう思ってたんだがね、この兎と暮らすようになったら、案外楽しかった」

　卯壬は、瞬まばたきも忘れて蘭を見つめた。まるで今際いまわのきわのセリフだ。いや、蘭はそのつもりなのだろう。だからこそ彼は、本心を語っている。

「誰だれかに慕したわれ愛されるってのは、それだけで満たされるもんだ。人間、満たされると物の見方も変わってくる。もうちょっと人生を楽しんでみようかって気になったんだ。自分でも驚おどろいたよ」

　後ろで、武剣が「はっ」と馬鹿にしたように笑う。しかし、蘭は気にしていなかった。

「今だって怖がりなくせに、自分の身を挺ていして私を庇かばおうとする。こんな私なんかにも、命を張ってくれる相手がいるんだ。世の中捨てたもんじゃない。それがわかっただけでもめっけもんだ。だから、それを教えてくれた兎のために、命を張ってもいいんじゃないかと思ったのさ」

　蘭はそこで、「なあ、剣」と背後を振ふり返った。ナイフを突きつけた武剣の腕うでが、ビクッと揺ゆれる。

「あんたにもいるだろう。自分の居場所も何もかも捨てて、あんたのために動いてくれる奴やつが」

　言いながら、横目でトモエを見る。無表情な青年の瞳ひとみが、わずかに揺れた。

「なんだ。情に訴うつたえる作戦か？」

　嘲あざけるように武剣が言う。しかしそれは、苛立ちと動どう揺ようを努めて抑え込んでいるようでもあった。対して蘭は、どこまでも穏やかだ。

「そうじゃないよ。ただ、せっかく欲しいものが目の前にあるのに、気づかないのは気の毒だと思ってね。……卯壬、立ちなさい」

　凜りんとした声こわ音ねで言われ、ビクッと身体からだが震ふるえた。逃げろと促うながす冷静な瞳に、蘭の覚かく悟ごが見えて恐おそろしくなる。

「や……嫌です」

「お前がここに留とどまったって、どうにもならない。一つで済んだ犠牲が二つになるだけだ。早く行って。──生きなさい」

　最後の言葉は、「行け」ではなく「生きろ」と言われた気がした。

　力の入らない足でのろのろと立ち上がる。蘭の言う通りだ。逃げなくては。卯壬が残っても、二人で殺されるだけだ。

（でも、嫌だ）

　蘭が殺されるのがわかっていて、自分だけ逃げるなんて嫌だ。卑ひ怯きようとかそんなことではなく、蘭がいない世界で生きているのが嫌だ。

　卯壬と暮らして楽しかったと、蘭は言ってくれた。それは卯壬も同じだ。それまで、生きている意味もわからなかったけれど、蘭といて、彼を好きになってようやく、人生が楽しいと思えるようになった。

　このまま一人で生き延びて、また味気ない人生を送るのだろうか。自分の不用意な行動で、蘭の命を犠牲にした。その罪悪感に耐たえながら。

「嫌だ──嫌だ！」

　卯壬は叫さけんで、入り口とは逆の方向に走った。トモエめがけて体当たりする。大おお柄がらな彼の身体はビクともしなかったが、驚いた顔をしていた。卯壬は彼の持つ銃ごと、抱かかえ込むように彼の両腕にしがみつく。

　卯壬の力では、トモエの腕から銃を奪うことなどできない。だが盾たてくらいにはなるはずだ。

「蘭さん、逃にげて！」

「この……バカ！」

　血相を変えた蘭の後ろに、武剣が音もなく近づく。危ない、と卯壬が叫ぶより早く、蘭が体たい捌さばきで武剣のナイフをかわしていた。その手が武剣の腕を撫なで、武剣が小さく顔をしかめて呻うめく。蘭の手にもいつの間にか、ナイフが握にぎられていた。どこかに隠かくし持っていたのだろう。

「トモエ、何をしてる。撃うて」

　後ろに退いて間合いを取った武剣が、蘭を睨にらんだまま命令する。卯壬はトモエに腕を絡からめた。撃たれて力が抜ぬけても、すぐに身体が離はなれないようにするためだ。

　卯壬が捨て身だとわかっているのだろう。トモエは明らかにためらっていた。

「手帳はここに来る途と中ちゆうで、ある場所に隠した。私が死んだら手帳の在りかはわからなくなる。卯壬が死んだら私も死ぬよ」

　蘭の言葉を聞いて、こんな時だというのに喜んでしまった。だがその喜びは、武剣の不気味な笑いを見て恐きよう怖ふに変わる。

「そんな脅おどしで俺が引くと思ったか？　それなら手帳はもういいよ。諦あきらめる」

　サバサバした口調で、笑え顔がおだけが異様に歪ゆがんでいた。顔立ちが整っているぶん、その表情がひどく醜しゆう悪あくに見える。

「ずっとお前と、お前の店を潰つぶしてやろうと思っていた。だから手帳を奪おうとしたんだ。だが破は滅めつするより、もっとお前が苦しみそうなことを思いついたよ」

　言いながら、武剣が深く膝ひざを落とす。それに気づいた蘭が身体の向きを入れ替かえた。

　それからの動きは、まるでスローモーションを見ているようだった。

　武剣がナイフを構えて卯壬に迫せまる。その進路をふさぐように蘭もこちらに走り──武剣の手前にいた蘭のほうが、半歩分、卯壬にたどり着くのが早かった。

　蘭が卯壬を抱だきしめる。その背中を武剣のナイフが切りつけた。卯壬は真横から蘭に抱きしめられ、目の前には途方に暮れたトモエの顔がある。

　だから銃じゆう声せいが二つ連続で響ひびいた時、卯壬は自分が撃たれたのだと思った。

「卯壬！」

　耳元で蘭の悲痛な声がして、それを確信する。

　しかし、ガクリとその場に膝をついてくずおれたのは、蘭のすぐ脇わきにいた武剣だった。

「……ガ……ァッ？」

　気配に驚いた蘭と卯壬の前で、武剣が蹲うずくまる。トモエが「父さん」と震える声でつぶやいた。何が起こったのか、当の武剣さえわからないという顔をしていた。

　いつの間にか──音も気配も、少なくとも卯壬には感じなかった──建物の入り口に、男が数名立っていた。みんな銃を手にしている。

　その一人に見覚えがあった。トモエと一いつ緒しよに武先生のボディガードをしていた男だ。

「馬鹿……何して……トモエ、早く殺やれ……」

　武剣が、苦く悶もんの表情を浮うかべながら、なおも言う。黒いスーツで分かりにくいが、シャツの胸むな元もとから赤く丸い染しみが広がっていた。左足のふくらはぎの辺りも黒く濡ぬれて光り、床ゆかに血が滴したたっている。

「父さん」

　男たちが現れた時から、すでにトモエは銃身を降ろしていた。銃をその場に捨てて、武剣のもとへと走り寄る。

　蘭はその間に、床に落ちた武剣のナイフを足で蹴けって遠ざけた。しかし、振り上げた足を床に降ろした時、何かに滑すべってよろめく。卯壬が咄とつ嗟さにそれを支えた。

「蘭さん」

　背中がべったりと血で濡れていた。卯壬を庇って、武剣に背後から切られた傷だ。足を滑らせたのは、床に血だまりができていたからだった。

「きゅっ……救急車っ。そうだ、携けい帯たい、誰か携帯をっ」

「そこまでの傷じゃないよ。それに、この状じよう況きようで呼ばせてくれるかね」

　焦あせりまくる卯壬を見て、蘭はおかしそうに笑った。その時、場ば違ちがいなくらいおっとりとした声が広い屋内に響いた。

「若わか旦だん那な、卯壬君。遅おそくなってすみません」　>>>♥

　男たちに囲まれながら、ひときわ小こ柄がらな老人が入り口から顔を出す。武先生だった。彼は不在のはずだったが、そんなことは忘れていて、ずっと後まで思い出さなかった。

「うちの者が、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　いつもと変わらない、ゆったりとした声音で武先生が言う。それを耳にした途と端たん、武剣が観念したように、がっくりと肩かたを落とした。

「……助かった、か」

　ホッとしたような、感かん慨がい深げにも聞こえる蘭のつぶやきが印象的で、その声は卯壬の耳にいつまでも残った。










　蘭と卯壬はそれから、武先生の部下の車に乗せられて病院に運ばれた。

　卯壬は知らなかったが、連れ去られたそこは千葉の工場跡あとだった。帰りはアクアラインで東京湾わんを横断し、本ほん牧もくふ頭の近くにある総合病院へ行きついた。

　蘭はそこで怪け我がの治ち療りようをし、卯壬もなぜか精密検査を受けさせられ、その日は二人一緒に入院となった。

　幸い、蘭は翌日には退院して、家で安静にしていれば良いと言われた。ただし、首はともかく背中の傷はそれなりに深かったので、当分はうつ伏ぶせのまま眠ねむらなくてはならない。

　卯壬も検査に異状はなかった。拉ら致ちされた時に使われた薬物は一過性のもので、一度だけなら健康に問題はないということだ。

　退院すると前日と同じく武先生の部下に送ってもらい、店に戻もどった。

「手の傷が癒いえたと思ったら、今度は背中だ。卯壬といると、生傷が増える一方だよ」

　病院にいる間は蘭が鎮ちん静せい剤ざいで眠っていたので、ほとんど言葉を交かわす暇ひまがなかった。ところが、二人きりになった途端、そんなことを言う。

「背中はともかく、手の傷はただの蘭さんの不注意ですけど」

　ポンと言葉を返すと、蘭はフフッと笑い、キッチンにお茶を淹いれに行こうとする卯壬を引き止めた。

「顔をよく見せておくれ」

　その声が優やさしく甘やかで、ドキリとする。

　立ち止まって、相手に向き直った。蘭はじっと卯壬の顔を見つめ、それから抱き寄せた。

「無事で良かった」

　心の底からホッとしたような声だった。蘭も卯壬も、こうして生きている。

　拉致されてから入院まで、まるで夢の中にいるようだったが、その声を聞いてようやく、卯壬にも現実が戻ってきた。と同時に、自分のせいでどれだけ蘭を危険な目に遭あわせたのか、罪悪感に襲おそわれる。

　無事で良かった。本当にそうだ。

「ごめんなさい。蘭さん、ごめんなさい」

「本当に、しょうのない兎うさぎだよ」

　我われ知らず涙なみだがこぼれた。蘭は助けにきてくれた。それも自分の命を懸かけて。

「助けに来てくれて、ありがとうございます。蘭さん、大好きです。好き」

　いろんな思いがいっぺんに噴ふき上げてきて、それ以外、言葉にならなかった。好き、と繰くり返し、蘭にしがみつく。

　傷に響いたのか、わずかに顔をしかめたので、慌あわてて離れた。蘭はしかし、そんな卯壬を追いかけて抱きしめる。

「──ああ。私もだ。愛してる」

　ぽつりと落ちてきた言葉に、驚おどろいて抱ほう擁ようを解いた。見上げると、柔やわらかな優しい微笑ほほえみとぶつかる。卯壬は息を吞のんだ。

「情が湧わくどころか惚ほれちまった。この年になって初めてだ。人生、何が起こるかわからないね」

　どこか照れ臭くさそうな物言いに、またじわりと涙が滲にじむ。その涙を指で掬すくい取って、蘭はちょん、と卯壬の唇くちびるにキスをした。

「なあ卯壬。お前、私と番つがいにならないか」

「番……？」

　思考が追いつかない。呆ぼう然ぜんとしていると、するりとうなじを撫なでられた。ゾクッと甘く肌はだが震ふるえる。

「お前のうなじを嚙かみたい。主人と丁稚でつちじゃなく、恋こい人びとになりたいってことだよ」

「こい、びと」

「嫌いやかい」

　聞かれて、ぶんぶんとちぎれそうなほど首を横に振ふった。蘭の恋人。大好きな人と番になれるなんて。

「嬉うれしいです。夢みたい」

　感極きわまってしがみつくと、蘭も卯壬を強く抱きしめた。

「うん。そうだね。夢みたいだ」

　それからまた、痛みをこらえて顔をしかめたので、卯壬は急いで蘭を椅い子すに座らせた。

「まずは傷を治さないと」

　痛み止めを飲んでいても、これだけ痛むのだ。歩くのだって辛つらいはずだ。

「治るまで俺、またお世話しますから」

「そうか。それじゃあ、あちこちお世話してもらおうかね」

　心配しているのに、またやらしいことを言う。もう、と怒おこると、蘭は楽しそうに笑ってから、不意に真顔になった。

「それまでに、身の振り方も考えないと」

「身の振り方？」

　どういう意味だろう。

「もし、もしもだが、この店を畳たたんで、どこかよそに行くと言ったら、付いてきてくれるか」

　つい先日も、蘭はそんなことを言っていた。でもそれはずっと先のことで、ただの夢想のような話だと思っていたのに。

「もちろんです」

　実現するなら、こんなに素す敵てきなことはない。力いっぱい答えた。

　蘭がどのような計画を立てているのかは不明だったし、武剣とトモエがその後、どうなったのかも気になっていた。

　あの千葉の工場跡で、武剣とトモエは武先生の部下たちに連れていかれた。相手はマフィアだ。どうなるのか、何となく想像がついたが、無事を願わずにはいられなかった。

　殺されかけたし恐おそろしかったけれど、それでも卯壬は、武剣を心から憎にくむことができなかった。

　あの歪いびつさが、どうしても憐あわれに思えてならないのだ。

　そしてトモエは、そんな父を案じていた。あの場ですぐに、卯壬と蘭を殺すこともできたはずだ。なのに彼は最初から最後まで迷っていた。

　無表情な彼が、武先生の話になると瞳ひとみを揺ゆらしていた。本当は、先生を裏切りたくなかったのではないか。

　とはいえ、どんなに案じても、卯壬が彼らを救うことはできない。蘭と武先生に窮きゆう地ちを助けられた身としては、そんなことを考えることすら傲ごう慢まんだ。

　蘭にも言うことなく、心の中で彼らが無事、生きていることを祈いのっていた。

　卯壬たちが退院して数日後、武先生が部下たちを連れて阿良々木堂にやってきた。いつもラフな普ふ段だん着ぎ姿なのに、今日はなぜかスーツを着ていた。そうしていると、大だい企き業ぎようの重役のようだ。

「今回はうちの部下が、ご迷惑をおかけしました。お詫わびが遅くなって申し訳ありません」

　だが一階の店に通した途と端たん、武先生が小さな身体からだを二つに折って謝罪を始めたので、卯壬はびっくりした。

　卯壬からすれば、武先生は命の恩人だ。お礼に行かなければと思っていた。蘭にもそう言ったのだが、彼は「そんなことをしたら、先生の面子メンツを潰つぶしちまうよ」と笑って取り合わなかった。そんな矢先に、先生が向こうから訪ねてきて謝罪したのだ。

　しかし、武先生からすれば、自分の部下のトモエが今回の件に加担していた。さらに武剣は、かつて自分が預かっていた者だ。身内の不ふ手て際ぎわ、ということらしい。

「どうか頭を上げてください、先生。先生のおかげで、私も卯壬も助かったんですから」

　蘭は、武先生がこうすることを見み越こしていたのだろう。驚いた様子はなく、苦く笑しようした。

　ともかく話をしましょうと、蘭が席を勧すすめる。店の真ん中にあるテーブルに、先生と蘭が着いた。武先生の背後には彼の部下が並んでいたが、そこにはもちろん、トモエの姿はない。

　そのことを聞きたかったけれど、ぐっと気持ちを抑おさえてお茶を出した。

「その救出も、遅おそくなってしまいました。もっと早く着いていたら、若わか旦だん那なもこんな怪我を負わずにすんだのでしょうが」

　武先生の話によれば、トモエが武剣と内通していること、その理由が実の親子だからだという事実には、少し前から気づいていたらしい。

「トモエはその昔、古い付き合いのある知人が連れてきた子でしてね」

　彼は、子供の頃ころに連れて来られ、それからずっと武先生に仕えてきた。武剣の息子むすこだということは、当の知人も知らなかったという。

　しかし、トモエだけはその事実を知っていた。売られた先から彼を助けたのは、他ほかならぬ武剣だった。彼は表には出ず、人を介かいして武先生の所へ預けた。

　劣れつ悪あくな環かん境きようから自分を救い出し、居場所さえ与あたえてくれた父親に、すべてを捧ささげるほど傾けい倒とうするのは、無理からぬことだ。

　一方で武剣は、一度は国外に逃にげたものの、その先でも下手を打って再び日本に逃げ戻もどったらしい。だが、日本でも周りは敵だらけだ。

　そこで、とある勢力に保護を求めた。阿良々木堂の持つ顧こ客きやく情報を手て土産みやげにするという条件で。

　彼にはもう後がない状じよう況きようで、だからこそ無む謀ぼうで大だい胆たんな動きに出たのだろう。

　武先生は武剣が卯壬に接せつ触しよくした後、再び接触すると見ていた。武先生が海外に出て留守にするというのも、トモエを泳がせる口実だったのだが、武剣の動きが予想外に早かった。

「それもこれも、言い訳にしかなりませんが」

「いえ、それは私どもの不用心が招いたことですから。このたびは助けていただき、ありがとうございました」

　先生が頭を下げるのを蘭が制し、頭を下げ返す。蘭の脇わきに立つ卯壬も、「ありがとうございました」と深くおじぎをした。

　本当に、卯壬の不用意な行動のせいなのだ。申し訳なくて謝りたかったのだが、蘭は何か改まって武先生に話がある様子で、口を挟はさむのがためらわれた。

「しかし、武先生。こうして我われ々われに頭を下げに来てくださった、その弱みにつけ込むわけじゃありませんが、一つお願いしたいことがあるんです」

「ほう。なんでしょう」

　蘭は着物の懐ふところから、例の手帳と、それにＵＳＢメモリを取り出して武先生の前に差し出した。

「剣が欲しがっていた、先代の手帳です。手帳の記き載さいには符ふ丁ちようを使っていましたが、私の代でデータに起こしました。メモリにすべて入っています。これを、先生にもらっていただきたい」

「おやおや」

　先生にとっても、意外な話だったようだ。驚おどろいたように眉まゆを引き上げて見せた。

「先代が亡なくなった時、一度は先生に預けようとも考えました。私にとっては荷が重すぎる。同時に、そんな厄介な荷を先生に負わせるのも申し訳ないと思っていました。しかし、私がこれを持っていれば、また剣のような者が現れないとも限らない。西洋では、財宝は竜りゆうや魔ま物ものが守っていると聞きます。先生にお願いするのが最良なのではないかと考えました」

「なるほど。私はその魔物というわけですか」

　ふふ、と先生は愉ゆ快かいそうに笑う。

「しかし、若旦那。以前のあなたなら、また手帳を狙ねらう者が来ても、それはそれで仕方がないと諦てい観かんしていたでしょう。変化があったということですかな」

　老人の目が、ちらりと卯壬を見る。蘭が少し照れ臭くさそうに頭を搔かいた。

「ええ。店を畳んで、この子とどこかでやり直そうと思いまして」

　面おも映はゆそうに、けれどはっきりと口にする。卯壬は嬉うれしかった。武先生も優やさしく微笑ほほえんだ。

「それはいい。では若旦那、この手帳と、それからこの店を私が買い取りましょう」

「え、いや。それは。厄やつ介かいな荷物をお預けするんですから」

　慌あわてる蘭に、武先生が「いえいえ」とおっとり返す。

「どちらも価値のある財産です。それをタダでもらっては、こちらも気き兼がねがある」

「それなら、その代金はトモエと剣に渡わたしていただけないでしょうか。まだ、生きているとすればですが」

　生きているんでしょう、という口調だった。卯壬はハッとする。縋すがる思いで武先生を見ると、彼は苦笑しつつうなずいた。

「甘いと言われそうだが、トモエは良く仕えてくれました。その子が、自分の命はいいから父を助けてくれという。昔、剣を助けたのは私だ。その尻しり拭ぬぐいをするのも私でなくては」

　武剣もトモエも生きている。蘭も、ホッとしたように肩かたの力を抜ぬいた。

「でしたらなおのこと、あの親子に渡してください。もしも剣が獣じゆう人じんではなく人間だったら、先代の跡あとを継ついでいたのは私ではなく剣だった。彼が手に入れるはずだったものだ」

　先代を殺したのは剣だ。しかし、同じ境きよう遇ぐうにあった者として、蘭は彼に遺産を渡したいのだろう。

「わかりました。それでは、この手帳はいただいていきましょう。お店の方は行き先が決まったら、また教えてください」

　手帳をスーツの内ポケットにしまい、先生は立ち上がった。蘭と卯壬が店の外まで送りに出ると、最後にくるりと振ふり返って言う。

「では若旦那、いや志連さん。卯壬君とお幸せに」

　蘭は「はは」と照れた笑い声を上げ、卯壬は真っ赤になった。でも、自分たちの関係を祝福してくれる人がいるのは、幸せなことだ。

　その後、蘭は療りよう養ように専念するため、すぐに店を休業にした。傷が癒いえ、卯壬と共に禁龍門を去るまでには、それからさらにふた月ほどかかった。

　阿良々木堂はやがて看板が下ろされ、まったく別の店になったというが、卯壬はそれきり禁龍門に戻ることはなかったので、今、店がどんな姿になっているのか知らない。

　蘭は、武剣とトモエが禁龍門を歩いているのを見た、という噂を誰かから聞いた。

　剣には右みぎ腕うでがなかったという。彼らが今、何をしているのかもまた、蘭と卯壬は知らない。剣が二人の前に現れることは、二度となかった。










「アラ……志連さん。お隣となりは、小シヨウ籠ロン包ポウの店ですって。こっちも行ってみたいなあ」

「はい、マイナス一点。五点溜たまったから、足のマッサージだね」

　布ふ団とんの上に寝ね転ころがって、小説を読んでいた蘭が言う。ちゃぶ台の上でガイドブックを読み込んでいた卯壬は、ムッと相手を睨にらんだ。

「アラ、って言っただけじゃないですか。蘭って言ったんじゃなくて、あらあらって意味で使ったんですよ」

「子供みたいな言い訳だね」

「どっちが！」

　もうこんなやり取りを、ひと月近く続けている。要するに暇ひまなのだ。

　店を畳たたみ、武先生や九福楼の人たちに見送られて禁龍門を出たのが先月。

　二人は新天地を目指して西へ向かったのだが、その前に、まだすっかり癒えてはいない蘭の傷を治しに行こうと、熱海あたみに寄ったのだった。湯治である。

　滞たい在ざいしているこの温泉旅館は、出発前、武先生が紹しよう介かいしてくれた。宿代は先生持ちだそうで、いつまででも、気のすむまでいていいですよ、と言われたのだが、まさか一か月近くもい続けるとは思わなかった。

　立派な温泉旅館で、しかも本館の離はなれにある、室内に露ろ天てん風ぶ呂ろが付いた高そうな部屋だ。生まれて初めての経験に、最初はほくほくしていた卯壬も、だんだんと落ち着かなくなってきた。宿代がいくらになるのか考えると、武先生に申し訳ない。

　ところが、蘭は気にした様子もない。「いつまででもいていいって、先生が言ったんだから」と嘯うそぶいて、酒を飲んだり温泉に浸つかったりして、日がな一日ゴロゴロしている。卯壬がそのことを言うと、

「傷が痛むねえ。誰かさんを庇かばってできた背中の傷が……」

　などと、わざとらしく顔をしかめたりするのだ。

　もしかして、働くのが嫌いやなのではあるまいか。卯壬はこの頃ごろ、そんな疑念を抱いだいている。

「ねえ、志連さん。そろそろ出発しませんか。向こうの人だって、待っててくれてるんじゃないでしょうか」

　もう背中の傷もすっかり癒えて、温泉に入ったり、今だってこうして、仰あお向むけに寝転がったりしている。

　あてのない旅をしているわけではなく、ちゃんと行き先があるのだ。

　二人は、西は神こう戸べ、南ナン京キン町に新居を定めていた。南京町は、魔ま窟くつと変化した横浜禁龍門とは違ちがい、今も中ちゆう華か街がいとして賑にぎわっている。神戸の有名な観光スポットだ。

　これもまた、武先生の紹介だった。なんでも、南京町に古くからある小さな骨こつ董とう店で、後あと継つぎがいないまま店主が亡くなったのだという。

　親族はいるが、あまり儲もうからない骨董店を継ぐ者はいない。住居兼けん店てん舗ぽの建物は、文化財にもなっているそうで、市から助成金は出るものの、この先も維い持じをしていくのが重荷で、誰も手を挙げないのだそうだ。

　それなら、と蘭に白羽の矢が立ったわけである。

　蘭なら金には困っていないし、卯壬がいるので家を清潔に保って、腐くさらせる心配もない。

　流行はやらない店と聞いて、なら行ってみましょうか、と蘭も了りよう承しようしたのだった。これでも、マネーロンダリングの一いつ環かんとして、裏で宝石やら価値のあるものを売買してきたので、多少の目め利ききはできる。

「向こうさんにも、傷が塞ふさがるまでは待ってくれって言ってあるよ。それよりマッサージ」

　ん、と布団に寝たまま足を上げる。卯壬はブツブツ文句を言いながらも、立ち上がって彼のそばへ行った。

　卯壬が「蘭さん」と呼ぶたびに、ペナルティ一点が加算される。五点溜まると足のマッサージ、十点で全身マッサージをさせられる。蘭が決めたことだ。

　蘭は、蘭ではなくなった。阿良々木堂の廃はい業ぎようと共に、蘭志連を名乗るのをやめたのである。

　考えてみれば、蘭は先代から受け継いだ姓せいで、本来の彼の名前ではなかった。思い出も姓も、先代に関かかわるものはすべて置いて行こうという彼の意志は、卯壬にもよく理解できた。

　今は、桜志連である。横浜を出る少し前、二人は婚姻届を出した。

　まだ実感がわかず、卯壬はつい、「蘭さん」と呼んでしまう。そんな卯壬をからかって、蘭……いや志連は、ペナルティを科したのだった。

「卯壬。お前、熱っぽいね」

　足に触ふれた途と端たん、志連が言った。確かに、今朝から少し身体からだが熱かった。風邪かぜっぽいのかなと思っていたのだが。

「そろそろ、発情期なんじゃないか」

　言われて気がついた。そういえばそんな時期だ。

　卯壬は禁龍門を出てから、抑よく制せい剤ざいの服用をやめていた。発情期にうなじを嚙かんで、番つがいの契けい約やくを結びたい、という蘭の申し出を受けたからだ。

　新居に引っ越こして、少し落ち着く頃ころに発情期が来るだろうと思っていたのに、まだ熱海にいる。

　どうしよう、とうろたえる卯壬の前で、志連ががばっと勢いよく起き上がった。卯壬の首筋に鼻を近づける。

「まだちょっと匂においが弱いが、これはあと半日もしたら、本格的な発情期に入るだろう」

　嬉うれしそうに言うから、もしかして、と相手を見た。

「ここで、番の契約をしようとしてたんですか」

「今頃気づいたのか。何のために離れを用意してもらったと思ってるんだい。まだ、新居がどんな普ふ請しんかわからないだろう。それにもし、近所にアルファがいたらどうする」

　だから、無事に番の契約を交かわすまではここに逗とう留りゆうすると決めていたのだという。新しん婚こん旅行のつもりだったと聞かされ、びっくりするやら、そわそわするやら落ち着かない。

「まあ、そう言ったらお前さん、発情期が来るまでそんなふうに落ち着かなくなるだろうから、あえて黙だまってたんだがね」

　志連は言って、機き敏びんな動きで部屋を出て行った。旅館にはあらかじめ、事情を話していたそうで、二人でしばらく籠こもると伝えたらしい。戻もどってきた時には、飲み物や軽食を持たされていた。

　志連が嬉しそうで、卯壬はちょっと照れ臭くさい。

「そりゃ、ずっとお預けだったのが、ようやく食べられるんだから」

　せっかく両りよう想おもいになれたのに、卯壬は最後まで抱だかれたことがなかった。卯壬が世話をしていると、いたずらをしかけてきたり、一方的に愛あい撫ぶをするばかりで、どうして抱いてくれないのだろうと思っていたのだ。

「最初があれだったからね。これが私らの初めてってことにしようよ」

　甘い声で言われ、唇くちびるをついばまれ、ドキリと心臓が跳はね上がった。

「匂いが濃こくなった」

　蘭はくすりと笑って、卯壬を布団の上に横たえる。蘭からも、微かすかに甘い香かおりが漂ただよっていた。

　志連は片手だけで器用に自分の帯を解くと、するりと浴衣ゆかたを脱ぬいで裸はだかになった。もたもたしている卯壬の帯をほどいて、前をはだけさせる。

　志連の唇と指先が、卯壬の身体を愛撫する。快楽と共に、発情の熱も引き出されて行った。

　いつしか、志連の肌はだも熱を帯び、頭が痺しびれるような甘く心地ここちよい香りを漂わせている。

　彼の欲望がゆっくりと中に入ってくるのを、はじめは正面から受け止めた。

「あ……」

　気持ちいい。ただの快楽ではない。幸福と合わさって、最初に抱かれた時よりずっと深い悦よろこびを覚える。

「……志連さん……」

　身体が昂たかぶって、次し第だいに理性を失っていくのを感じる。律動に合わせて腰こしを振ふりながら、卯壬はねだるように相手を見た。

　言葉にしなくても、互たがいの気持ちがわかる。志連は一度抱ほう擁ようを解くと卯壬をうつ伏ぶせ、後ろから抱き直した。

　うなじに吐と息いきがかかるたび、ゾクゾクと背筋が甘く震ふるえる。

「卯壬……」

　掠かすれた声の後、うなじに鈍にぶい痛みが走った。快感を伴ともなった、身体が疼うずくような痛みだ。

「あ……あ……」

　震えながら、卯壬は射精する。中にいた志連も、わずかに身をわななかせ、卯壬の中に吐はき出した。

　嚙まれた場所から、身体が変わっていく。　>>>♥

「卯壬。ついてきてくれてありがとう」

　やがてうなじから顔を上げ、志連が囁ささやいた。卯壬の目に、じわりと涙なみだがこみあげる。喜びの涙だ。

「俺を連れてきてくれて、ありがとうございます。志連さん」

　長くそばにはいられないと思っていた。でも、そうではなかった。これからも志連のそばにいて、彼と生きていけるのだ。

　二人はそれから、長く睦むつみ合い、幸福に浸ひたり続けた。


終










あとがき









　こんにちは、はじめまして。小こ中なか大だい豆ずと申します。

　本作は人間×獣じゆう人じんのオメガバースです。舞ぶ台たいは横よこ浜はま中ちゆう華か街がい……の、成れの果て、禁きん龍りゆう門もんという架か空くうの街になります。今はなき、香ホン港コンの九クー龍ロン城じよう砦さいのような、混とんとした街にしたかったのですが、出来上がりはわりとあっさり風味でした。

　担当様、そしてイラストをご担当いただいた鈴すず倉くら温はる先生、このたびもいろいろとご迷めい惑わくをおかけしました。鈴倉先生には、これまでも何度かお仕事をご一いつ緒しよさせていただいているのですが、見事なまでにケモ耳ばかり描かかせてしまって、申し訳ないです。

　そんなケモ耳の中でも、今回はビタースイートでエロエロなテイストに仕上げていただき、ラフを眺ながめてニヤニヤしています。本当にありがとうございました。

　そして最後になりましたが、ここまで読んでくださった読者の皆みな様さまに感謝を申し上げます。

　ツンデレ店主と尽つくし系うさぎ、読後に少しでも皆様のお心に残るものがあれば幸いです。

　それではまた。どこかでお会いできますように。
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